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化が か H 巧 S 巧 邮記ホ 化が 部を 化ぶ っで べ八ブ ンに媒 いたのは： 化-一一ぶ がか 化ジ j とであった。 

巧 時 巧 か：：： 本の 巧エ巧 化は な 巧 化か 策の 化を すけで がぶ インフレの 火 法を 迎 へんと み 係へ でむ 
た。 化は この ホ 策 巧の 火い なる ぅねりを 見 おめ、 化に 化 ザに めける 戦けが 讲い みおを 州が 甘ん か 巧 
みには な 非と も ドイッの 統制が みを 巧ばなければ ならない と ホへ、 巧々 たる 硏 1*?、 むを 胸に ドイッに 
がつ たもので ある。 

然し、 いブ ベルリン にがおいで 化が、 か义 ののを W いで 見る と •りかの 巧が ともなる ぶ 柱を 化いて 
典れ る 人は 一人 もなかつ た。 

rt 々の 獅究 おかを ぶ 化する 巧め じは 化づ 円々 •りら が 巧が を 巧 破し で 巧ぶ 地を がしな けむ ばな •レ 
なかつ た。 

をれ だけ 闽 おも あったの であるが ニヶが 一一: の 硏究は 推で、 •り々 にもを 小の 〇侣を 化けるな になっ 
で ホた。 

而 しで 巧び 化闲の ± を 巧れば おく Y し！ 巧が：：！ 本の 化 ホに 財 ホに ホ お 界に化 巧な ナチ ス化 化が 


巧 二 
拥 をいで わるでは ないか。 

だが、 n 本の 出版 ホには 巧 网ヶが 計 まを 巧 巧と しで ナチ スが W 界おお 削 せんとず る 巧 W 邮を 俯な 
した 义 がに がけで わる。 

化は このぶ がに がける お 巧を 充 たさん か 巧め に々 ホな ホ 巧 W ヶ がか ホと ナナスが 诗 ぶめ 巧に 化い 
で n 本 X お 新曲に 巧を つ •> けで ホた。 

か 論、 この おは 巧 阿 ヶが計 盡をお 系 的に 化披 つた ものでは ない。 

本 ホ 巧阿ヶ がか 巧には おつた ほぶがない ので ある。 化し 强 ひでをの 紀 ぶを ぶれむ ば 六が 化 S 火 お 
ホを 生 ホ ホに 歧收 し、 恐し く 巧 乂 した 生 ホ 巧 おを おがす るな めじ 化れ 化 給を 澗 巧に ずる こと、 こむ 
が 巧 阳ヶが 計 おのす ベで < ある。 

だが ホ ホ おが 巧は 巧 网ヶ年 計を を モメント としで 尖々 具 巧 的な. フ P グラムを お 立し、 巧々 かなな 
動きを 見せで 巧る。 

化つ で この 動きを 描 巧ず る ことは M 巧に 巧 网ヶ伞 井 巧のを 巧を 梨が する ことに もなる ので ある。 

このな 叱に がで 本 おはたか H 的を 速し でなる 巧ら である。 

だが 出 ホ あがつ で 見る とが ほ不滿 なおが おい 巧では ない。 


.けれども、 なと しでは 佚 か IH 一け 削 半の々 做を かされた おおに 鞭が つで 格を 逝； € たも w でもる 
だけ じか 巧 巧 ムのホ 物で ある。 

を ホに わされで 巧いた ベ^リン 油 おの おはげが 巧 ㈱ に 巧ぶ した もので わるが、 が 巧の 削 餅を W % 
1 ずるを 巧と しで 巧か參 ホになる ものと 化 はれる。 

I 化は 本 ホを ベ^リン にがで 化さ 姑た； 3 をを なつで が 湖の ホ 巧 じす、 れるも である。 

一 
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第 I 章 新 四ヶ年 計畫と ナチ スの 工業 か 策 

巧 巧ケ年 計畫と II 面のを 務 

一九 一一 一六 年は ド イブ H 菜 ホに とっで も 勘 巧 巧な 年であった。 この 年は は 巧 一み 四ヶ 年計畫 が一が 
終了し、 第二み 四ヶ年 許畫が 新たに スター ト をが っで 進 おし 始めち 而 しで 巧 時が 满のモ 化は が も 
入道雲の かく ド イブ エお ホのを 巧を 巧 ひ、 巧し さ 巧 巧と 困# は 巧け ざまに 巧 おされで 巧た。 ドイツ 
H 莱ぷは 第二み 四ヶ年 がまを を も巧果 めに を 巧す る ことは 化っ で、 この 困難と 巧を を 巧 巧 せんと か- 
で、 むる。 

おっで 現在の ド イツエ 菜 巧め をが を描寫 ずる ことは、 いまやを 巧 的は も、 化 巧 的は も 一た w 巧が 
にを をし でむる 目 本の H 策 ホに 寄み ずると ころ、 巧 » で其大 であると 思 はれる。 

を ホは 自 から 巧 聞した 材 かと 親しく 收稱 したがが を もと、 しで、 策 一々 巧 ヶ年奸 畫 の お ホに 一 « 
を 巧へ、 巧 一ー ホの ヶ 年計盡 にを 手した ド イツエを がめ が 部門と をの 動向を 說剛 しで 見ょぅと ぶふ • 

第一々 新は ヶザ サ查と ナナスの ェ 兼 一二 


翁 興 ナナ*！! 濟 «« 田 

I 1 

一九 一二 一一 一年は 历 おせられた 第ー ホ四ヶ 年が 畫の 最大の 任 巧は、 をけ とな 巧 人に 唾と する た裝 ホが 
! を疾 がする ことで わつ た。 これが まめに 出 ホる だけ 廣 化なる 人玲 巧を 生 ホ 巧 巧に； SU し 包な する こ 
とがを 巧のを 巧と せられ、 一九 一 二 一一 一年 ホに 一九 一一 一四 年 巧の ホ 宙巧做 お 典な 巧は せに 驚く Y さ 巧 6 巧 
山の 內 をに 依っ で特 なづけられた。 卽 もぶ 巧の 巧 お及び おお •が 道、 巧 巧、 水力 諸聲 策に おず る 公 
共 巧を、 巧を 巧 巧の 爲 めの 補 巧を 制な、 まま 的 巧を 代 巧と しでのを 巧、 巧 お 等々 枚 ホに 巧がない。 
これ 等 お 輿を 巧は 生を 力巧充 、巧 働が 巧の 改善、 失 案を 巧の 巧が じ 巧を 的を なおを 巧 じ、 せ 化では 
百巧人足らずの 失$<^^を巧す の みとな っ た。 

かし 一九 一一 一ぶ 年な 巧の ド ィッエ 菜 ホは が ホの 乂爲的 お 典を 巧は おしで、 W が ホな、 W ぶ 巧れ U の 
爲》 の W ま 的 巧を 事ち が旺 巧と を 6、 この 目的の 巧 A の おを 巧 巧が エを ホの 支 お 的 勢力を 占が する 
に 至った。 

斯 くしで 僅々 ーヶ年 餘らの 中に H 菜 巧の 構ぶ はを く 巧 巧され、 生 ホ 並に 巧を 華は これ 等大規 巧の 
巧を 巧 動の 結果、 一九二 八 年、 一九二 九 年 時代の 巧！！ 的 おみを 巧 破し、 未曾有の 巧 化 » を# 在す る 
に まった • 


ドィッを 案 ホのを をを 價 巧は 一九 一ニ ニ 年の 不化 巧に 一二 巧 五十 宙マ ー クに化 下しで 居た。 處 が一 化 
一二 六 年は は 旣に六 百ぶ 十 巧 マ— クに囘 なし、 巧資巧 巧の 重 巧は ホ 第に 生を 化のを ホに がれし でが つ 
た • 

化に 一九 一一 一六 年上 九 ヶ月 閒の 巧を か 生を おおは 一二 六 こてな つで、 一九二 九 年の 上 九 ヶ月 M の 

おおを十八バ！ セ ン トを巧しで居る。 ホに最近のドィ ヴエ巧巧のホホ巧致を巧げで見ょぅ。 

(單位 一九二ん ザ 《 一〇〇】 

總巧數 餘 生 ホ W 材 ホな 女 財 « ホ费 W 
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第一 車 巧 四ヶ年 t* と ナナ* のエ雄 政策 五 


巧 興 ナナスが 濟 巧な し、 

か、 る 日を しさ 生 ホ おおを 生いに おつた 乂い なる 化 因は、 ドィッ ホ おのな 巧 化か 巧 かがが こ . r ょ 
れ たからで、 巧ぶ 統制のを おがに 义ぽ す彭 巧を 如が にが 證 しで 巧る。 

を も 巧、 塞 お 年 削に 化 雪、 銳 て 策、 巧械 雜萊 、を 通が W が 化 策 等の が おした むがには おく 
.べき ものが あるか、 これに 引 おへ 消 巧 か 生 ホ ホには 化が たる 立 がれの がみ か ある。 

だか、 現 化の 生 ホが 確は 化 巧， りが を 化 H とする 巧の もので、 巧々 化 ホ ホ 策 じは、 みが 生ホ閒 
限が 化 へらむな ければ ならな かつた。 が 中 « お 工業には 巧ぶ 的 巧々 じ 巧く 生 ホ 制限 か 加 へらむ、 ち 
の 紀をホ 糊は 著る しく 媒 みした。 

一 化 一二ぶ 年 おにめ ける 消を 化生 ホ 菜は 巧々 立胜 ろの 觀を そし、 上九ヶ "训 にはが 年 M 刷の 水 ホを 
十 パ— セントを ぶしで 一 凡 二八が 一九二 九 年 巧の 巧 かじが 速した。 従つ で W 巧财生 ホ裝の 巧が はぶ 
二々 巧ヶ牟 計を に 化つ で お 巧し なければ ならない お大閒 おとして と 6 巧され るこボ つと。 

ホに 養 襄寡ー ホ 阳ヶ年 計 ま K 化つ でぶ るし ふ 轉し邊 が 制め 巧 《おちが 愛び 販 巧々 
巧の 不巧 からが 化せられ、 がら 化 ホ カが 進の なわに-な 獻 する ことが W 米た。 W して 曲 6 なりに も 化 
ザのを 辑品收 巧な を髓 巧し 牌來じ 巧す る糾が 巧が を阁る こと •か 出 ホた。 従つ てが がに めても 扔林こ 
めで も I お-^ ィッ 闲化 《化*^ は 巧 加し、 一九二 一一 否 Q 不巧期 じ 葦な 巧 收な巧 ム十化 , クん 



ら六訂 十五な マ I ク にか 上し 化が 投を 々みの 化 削に 沒抓 
したが 巧を 墓 巧き しで わる。 巧す るに ドィッ 闲 ぶが 涛は 
お 近な が训 にが 巧から おおせられ 巧し さ 化 巧と U 的 •かが 
おされる にち つた。 

一九 が ヒット ラー がな おを が 姑した なけの が W 推 
は、 なななる 巧 做 力と ホ ホ カと けぶ 惦 巧を 化が しで W 
6 、 これを 利用す る ことに 仏つ で 生 ホ ホを 巧 W づける こ 
とか 巧 晒の 化 巧と せられで 巧た。 おかい が 沸が は述 
轉 し、 を 本、 化 科、々 倒 力に 巧ず るぶ がは 化が をぶ に义 
がず るに ちつた。 

一九 S 六 年から 一九 S と 年に ザる 年 化 側の 化た なが W 
閒 擅は 如何にし で 限られた 化が を A つで 現 化の 化 ホ 巧 W 
を 維な する ことが 刖ホ るかと ぶふ 問が にぶな 0 で ホた。 
たおぶ 巧の 痛は おえで ェ莱 ホび じ搜 林の ホ 巧が 門 じがけ 


ザ 巧四ヶ ザれ gi ナナスの エ巧坟 巧 


新興 ナナス！！ 濟 通な \ 

る 尊 門 的 技術み が S され 始 《ち 若し 第一み 阳ヶ年 計 蒙ぶ ぇざる 巧を 拂 はれな かつたなら 
ば夕 、る# 勢は 巧 生し なかつ 《を かれない。 い 寺 ザ 生 ホ 設備は を おのに 利用 甘を、 巧し さお 

を 霧が 巧堇れ お 《《。がくしで 問 @ は、 これら 0 生 ホ 壽を義 す 5 ド 掌 系れ を 如何に 

しで 供が する かと 云ふ閒 巧は なつで ぉた。 

ト イ ツ 挥-^&8^は現在0生產財を生季る爲たもお夕財を生ホす5爲《にん冀；^ホ* な林化中 
を必巧 としで ねろ がるに これ 等が 巧の 太が々 は 巧 外 おを 俟つ ほかは なく ドイツ 茂で ホ ホし* 
る賊 かは なは をの 一！^ 化 巧ぎ をい。 

一臺二 菱不霸 K は r イツは 未だ 利用し 得る 貯 f をぞ つで 巧ち 處が夕 VS 貯ザ "はが 
巧し、 ゲ— リングが 軍が 吿 なした かく 巧 巧まで も消复 しを された。 第ニ ホの ヶ年巧 ホの 化 巧り 一つ 
はを ドイツ W 巧を 動 貝す る ことじ 化つ で このが 累 足を 克服し、 生 ホ 巧 巧を# 梓ず る ことで わ 
る お 外 るら 《ミは 祟る 丈け羹 みく ベを ざる 原料 0 み K 制限し、 菱支 拂を受 し、 り 巧 
に 巧お惡 をを ま 巧し、 ドイツを gs 出を 化 おする 補巧モ 段を を 巧し なければ ならの。 

され寡ニホ四ヶ年計||<は巧なる ユ • ト ピ ァ ではなく、 自闻《巧おとおな科度び半巧品とをか 
利は 巧みす る 一を 巧で ある。 勿論 世 ホち雾 には 堇の 困難れ か 巧 まつで .G る。 ドイツは 如何なる 


读 巧を 巧つ でも この 困難 性を ぶ 服す る ことに 依つ で 闲ホ朦 なのぶ 巧を 確立し なければ をらない。 を 
のを；® は 巧に ホ備巧 巧は 開始せられ、 が 分 巧 じがで 目を しさ 巧 進が 開始せられ た。 だか ド イツエ お 
巧は 巧のを 巧の 諸 化 巧を 充 々に まさなければ をらない。 

一、 ドイツの 巧 力 お 巧を 两產に 依つ で 補が する こと。 而 しで W 內の 石油 生を を 促進し、 M け じ 供 
あ、 石 おからの 人造石油の お 造、 新しき 動力 隨のお 用。 

二、 雄 維の 自お 自足。 が も# 維 お 巧のを 入 巧は ドイツを お 入な 中 策 二 化を 占めで 巧 6、 一九： 二ぶ 
年を はがけ るな が お 巧 及び 半教 品の お 入な 巧は 八な 一二 千 八す 萬 マ I クに 上つ で 巧る。 これは ド 
イツ 巧乂紀 巧の 二十 パー セントに 當 らま 大 をな 寒を 占めで おる。 從クで 供 維城な の 巧 が n 化は 
ドイツが を も 力 巧を 入れる 所で あり、 この A 面の 目的が 蓮せられ なかつた ならげ ドイツの 化か 
W 巧は なかば 巧 巧に 巧ず るお果 となる であらぅ。. 

ゴー、 ゴムを 人な 巧は、 一九 ご 一 五 年を にの モ五 巧ぶ 十 萬 マ I ク であつ た。 これ も 需お增 かとみ にを 
大な总 巧を 持 もつ、 あるが 石 お、 石 おからの 人造 ゴム 及 古 ゴムの 利用 等に 依つ で お 入 糊を M 小 
させる ことが 田 ホる であらぅ。 巧に 巧エ巧 設備 か 活動し お A で 巧る。 

の、 お需エ まの 巧 巧と ホに 巧城需 巧の 增 かは 近年 おくべ さもの がわ A 、 これ か需 がを がた さんか 
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爲 めに 未開な 地を 巧を しを おを を大限 じが 用し なければ ならない。 

立を 後に 巧 余 巧の 問 巧で あるが、 これは ドィッ 闻巧 にがで おもまが の 貧が な もので、 酣もお 巧 
は漸增 のが 向を 巧び でむる。 從 つで 括を 巧 自給 内 足は ドィッの 切 巧ず る 巧で あり、 义非 化な 株 
巧を 巧 ひつ、 ある 處の もので も ある。 

な 上 記述した H 菜 ホの 諸 任務に 教 しでは 巧 四ヶ年 計畫を モメント としで 巧し さが お、 巧刚 、お b 
等•か不断K應望^^'れ、 未曾巧0巧力か拂をるでわら5。 がし塞お化《生ホカをがなずる巧れ 
化か 巧 自給を 巧澤 化する ことで あり、 巧し をの 目の か不ザ 能な をが 能を る巧间 にが ミを 化ず 
ことで みる。 

化しで 巧の ヶ年 計畫化 行々 にを くを 面の 目 巧は 闻 がち. 货 、食な 供が のが 巧 • W ホ 化が 巧 立、 
お出の化進义び《冀巧かに適當なが生產《設立等でゎ 9、 ^Jれが巧《 化&化みお化巧に带する 
お出 制度 S ち錢 、メタ^、 浦 等 Kw? る季媒 S 鳥 親、 績 巧を 巧 勤 S 成 等 •かがは 

れ なければ ならを い。 

巧に 生 ホ 設備を 補充す るの みならず •巧 本 的に なおし、 新 巧 化 ホの 株 用 •化か 化が W が •の 力が 
給 曲が？ 考 なせる H 巧 地 巧の 建設が 必巧 であろ 


かち エ 巧の 化 巧 間 巧は 巧 事のに も 生 ホ 的に も 巧め でを 巧な 脚 おとなら つ、 わる。 

これと W 巧し で 巧み ホび に コストの 閒題か 新たに 裕 頭し でむる。 と 云 ふのは 闲 ホの 人を おかを 化 
巧す る 方 かを 執つ で 居るな 上、 自然 お 巧を 化 用し で 居た 時ょ らも 生を コストの なくなる のは •り 叫の 
巧で わる。 

がし この 巧な はお々 あばなければ ならないで わらぅ。 

何故ならば 人を 原料 も 大を生 ホが W 能と を 6 卓越した を あの 應 用が 出来れば ホ 巧に 化が 引下げを 
巧 ふが をら 出 ホ 白 然朦巧 おとお 巧す る ことが 出 ホる やぅになる からで わる。 化つ でめが は 山 来る だ 
け 生を 設備の 巧充 、補充を 巧 ひ、 巧を 活動を な 化すれば、 コストの が 巧 も 解 巧され る 巧で わる。 

新 巧ヶ年 計までは 巧に この 點は留 なし、 昨年 末から 本年 お 頭に かける 物 巧な を 一九 立六华 十" 小 
八 H の 水準に 巧 元す る 方 かを 採ら この 巧が 及び 貸 化を 巧 かけに する 巧 様で わる。 

ヒ ッ トラ》は ニ ユ ー八 ン ベ 火グのお大をにがいで巧が問おに言及し 「巧が义び巧化は闲^^が^ = 
の 生 ホに 必巧 なお 巧を ぶ苹 としで おぶ しなければ ならない」 と 論じて 巧る。 

つ1.<みヒ プ ト ラ J は闲巧の巧治的热が的巧なを黄操ずる爲めに巧化及び巧がを出米るだけな削 
化し •巧：： 一の 化を 的 生 ホを 巧む する ことに 化つ で 分拓を 査宮 にし、 两 はのを 巧が 化を 向 k せんとず 
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る底总 であらぅ。 • 

お巧闲巧にはをれだけ、 大きな負巧を課せられる譯であるが、 ドイツのが^|^化巧は《乂的化巧い 
爲 めに、 化 人の 利を をな 巧に すると 云 ふ 化 則の もとにが 立せられ でゐ るので 仕方かない。 この 化 則 
が おしで 闲 巧に 幸福な ものである かどぅ かは まし 適を な 時化の ホる. で 結論を が 化しなければ なら 
をい。 

然し ドイツの 巧 ホな 巧を 見、 闽菜 的单莱 をぶ るは つけで も ドイツは 政治的 棋巧 とがが にが 终的斯 
巧が 確立され で 居る とい ふことは 偉大なる 力で あると 思 はれる。 ドイツを 巧 巧し、 がつ で H 本を 似 
察する ホは 何人と 巧 も 日本の 化巧单 菜の 幼稚 さに が 巧せ ざるを 将 iW い。 著ぶ はい ま ドイツの が ホが 
と 日本の 巧濟 がをお 比し、 巧娩 巧に がける 化 中 ままの お 立を 急 巧と ホへ で や iH ない もので わる。 

卽ら目 本 短み 巧に 分立す る 諸 か 力を W ぶ 巧 巧に 巧收 する か、 用ぶ 巧# と 抱 合させる かしなければ 
ド イブの かき！！ をな 動員は 出 巧る ものでは ない。 

いづれ 化しで も 日本の 巧 時 お 制は 未だ 牟備 巧を 脫 しで 居ない。 をれ だけに 巧 か 持が ホは 火い なる 
巧 巧 巧に を 面しで むる 課で ある。 まを はな 下 ドイツの ホを 菜 部内に 直つ で 巧 巧に 巧 おを が述 しで a 

ラと B 一 . こ。 


建 藥界の 新な 巧 

を 集 菜は 質な 巧 おの パ 《 メ — ター である。 巧；： ^ ながせん とすれば 化 づ述笑 策が 巧 おとな 6、 ぶ/成 
退 巧 期に 向へ ばな 築 も 円ら 衰退ず る。 従つ でョ — P ッ パの 巧み 巧ぶ はな： 1? 避 動を がを ずる おな、 化 

然し 0 本に がでは 化榮 おに 教 ずる 期 ふが まつで 巧く、 满 つたが が やかな 等 も おど 见 がらない。 

ぶ ホは か、 るち 巧を 是正す るな 化に がで、 先づ ドィッの 化 お 策から 說刚 しで 見ょぅと ぶふ。 

一九 一二 六 年上 九 ヶ月 間の ドィッが 巧 巧の 巧 お 率は 八 〇 •八 パ I セントを なつで 前が：！ 彻 の 水 ザを 
十三 パー セントを がし、 一九二 九 年の 赏 なをな 乂苹を 十と パー セント 突 化しで 巧る。 をの 中で もな 
共条虔 のな 榮は热 お® おの 尖端に 立ら、 一九： ir 五 年の 巧を 撕 はぶ 十拉 マ— クに 上つ でを がをお づ二 
々の 二を おめで 居る。 

一九 一二ぶ 年度に がける をが 巧额は 約と 十ぶな マ I ク であつ たが、 一九 一二 六 年 化には をむ ょな も お 
に 巧 化しで おる ことで あらぅ。 巧 巧 巧せ の 巧れ の 火ぶ 巧なる 巧を、 公 ホれ 化の 巧設 、，ぶか エが のか 
進 等が ホ 巧は を 大を なをを 占めつ、 あろ 円 巧が ぶが のた エが だけで も 一九 三 六 年 十：：：： なじの 十ぶ 
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n 



化 マ I ク のが々 が なぜら むて おら、 而 しで 一で キ 
ロイ— 夕 ぶ 化は 化に 化 川 中で あ 6、 一で ぶが 
キ C メ — ター は：：： ー トェが 中で、 みか お.：^ で キ n ィ 
—夕 — 中、 一二 かの 一は 火 おぶ 化 S 域に 化しで W 


• H お W がの 化 裳 ザ莱じ 化いで 見ても、 化が な備 
の 補が、 が おおに 巧说 ながに 化く H おかか、 かか 
等の 化を が 著る しく 巧 化しで ホた。 化 中 ホ ホ 
をのな あの 諸 ホ 策ぶ び闲ホ 化か 巧を の なれの 就 ホ 
裳 部門には H をし さも 3 がわ ゥ 、をい がみは ホ 巧 
に 胜林方 晒に 化 A しつ、 ある。 

化を が榮 ホでは 一九 S 六が をな っで 一 轉棋と 巧 
化しで おる。 何 かなれば 一九 sw 、 ぶ 年 化 じがが 
を帶 びで 的た M 菜 ホは 一九 S 六 年 化に 人って が々 


じ韓 じ、 卜：九 ヶリ 11： じ 巧榮化 屯：， 3 街 六で 化. 門 二个九 < いじ 及んで 前が M 期の w が 阳でニ パ 小 w 尸を の 
^ 个阳パ ー セントが 離しで がるん ら である。 

が お 硏究所 S 推测じ 仏れば、 一九 三 六が 化の 巧 榮ホじ 修輸化 ホは、 な 針 一ー ー个 一ぶ 户を 巧し、 前が 化 

の 二 小 六巧阳 で！；； を 遙じ巧 化し 
で 巧る。 ー ホ ーーと がが じが N 、 も 
巧 化ぶ 巧榮 におず る 能 おは 渐か S 

を 

別が かじ あるか 統制が 火 かじ 
^ 押さ U 、 このぶ •咐 には ぉ 小. 5 制 
(リ 化が 化 へらむ るで あ ぅ。 

‘S 何故 なれば がみ 巧 W ヶ がが ホ 
一の な 巧、 蜗ぶお 動 U のが 備ぶ成 
か' 闲 ホが 巧が の 漉ぶ かな W 5 なみ 
とせられ、 化ぶ 閒 おは 巧 二乂的 
な閒 おとして とり 巧 さむる じた 

ザ ー々 巧阳ヶ がけ ホと ナナス の H 巧 か 巧 一 化 
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ホ 


つたから である。 ’ 

I がくしで 大规 巧の おお 巧 かまには お出 制度が 制を せられ、 化ち 新案に 巧ず るを 巧が 化は 化 廢サら 
: れ 、一九 S と 年 九月 三十 H なにぶ 戍 する 化 人 巧を のみに 例外が 巧 けられる こと、 なつた。 
i がし これに 化つ でを ほの 化ぶ 問題が 巧 巧した 課では ない。 巧 街ぶ のぶ M 、 大ホ 化を、 ちがが 化： 一一 
1 千ぶな マ I ク をのが々 ホに 巧す る 化を は W 巧充を と共にを 々かかしつ、 わる。 
i .化つ で これず のな ホは 別と する も、 火 かは W 化 お 巧と 生を 化 ホを の 巧 A の满が 5： 巧狀 にの さがぐ， 
れ でむる。 


ッ のな ぃ巧 a a {(軍 化 干戶〕 


九 二八 ホ 
化 一一 乂年 
化 一二 0 年 
化 ごこ 一年 
九 云 一二 年 
化 一二の ザ 


巧を 

18 セ 
=二 六 

HOA 

ニニ】 
ニニ ーニ 

一莖 


なを 

一両 

一三 一 
ニニ 
二八 
六 化 

二充 


合 巧 
ご ミニ 
ご三充 

ミニ 0 

一を 化 
11011 
一二 1 化 


一 化 一二た 年 ニニ ニ 左 ー ニ 六 四 
一乂三 ニ ハ ホ ニ セ 0 网〇 ご 110 

一 巧を 巧に がで も 他の ホ 策が 巧と M 樣 、巧 化 やが がは 肢 巧に 巧ぶ せら H 、 を $ がかに ボつ でん 化 格 
が 限が 化 へられで 巧る。 

なに セメント エ莱の 如 さはが 菜丰 がが がに 巧 化しで 巧る にも 巧らず 巧が はが々 化 ドし で， わ. る。 

- 

ドイツに おける セイント US 

I 一 化 ご 一二 年 
; 一九 S 一二 年 
_ 一 化 一二 阳が 
.一九 一二 左が-^ 十ヶ 丹 削 
一九 一二 六が 上 十 ヶ片閒 

- 

一 途巧 業は ドィッの みならず 外闲 にかで も、 巧 W 巧 動の おがを なしで W る。 化づ 例を 英闻 にがつで 
A ょ ラ 0 

\ 英闻 にがで も 化 第 巧は 近年 著る しく 巧が をみ しお 乂が おの 前餐 化を かげで W る。 だか 此 おでは 化 
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二、 七 九 阿 (千 齒】 
ご 一、 の 六の 

ち 九 八. 化 
お、 な 二八 
九、 九 六 0 
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H す Y さ 現み がぶ はれ、 化ぶ 述棠が H おお 資 おしく はが 編ェぶ 巧を 巧 巧の 巧 化 じと 6 巧され で おつ 
た。 

斯うを ふ 現み は ァィリ々 にも 助 現し、 公典 化物 及び H ちが おはが かしで W るか 化を 化 巧は 立 がれ 
のがを おしで 巧る。 

ホに をプ n ックの 牙 巧を なしで 時た フランスを 一巧し で 見ょう。 フランスに めでは 一九 S 六が 化 
にを をぶ 不 おの 巧 記み を 出しで 巧る。 然し 一九 S 六が 八リ にお 立 甘ら れた 乂规 巧の々 谢 おが 致 巧に 
化つ で お々 S ヶが 半の 脚に S 巧 値が くは 一二 巧ぶ 十な フランの 公典な かがが はれる 巧 巧で、 巧 巧、 み 
單 施な、 を 化工が 等み 晒に がける 巧榮は 巧め で 化 H せられで わる。 

従つ で H お W 化の が夕 のみならず 化ち 巧 巧 化が でも 陆化的 巧 化を 瑞 出す るが であらう。 始 後に；；： 
ー ニヶ 闲の巧 おが かを 巧げ でむかう。 

米 困 巧 田 A H 

をを エタ M が ホ を AJ 化ち 及ぴ そわ 他 
なち S 塞け なを その 化 巧け ttw のか^ 

一九 一二 0 ザ ー ー充 •置 一 一二 •八 一一 六 ••ー ハ S 1 T 0 一の 一 •二 
一义 一ニ ニ 年 10.0 の 9111 一ー セ ろ セ？ 八 一 011 T 1 


一九 一ー ニニが 化ろ 阳 11 一 置た •一二 とク ーニ 化 一一 一入 
一九 己 阿 年 八 •九 一二 一 •一一 一 ー セーニ •た 基 1 八 §: •だ 
一 化 一二 お 年 一七 •二 阳わ •一 一九な •阿 11117 云 お 0 •一 
一 化 一 妾 年と 二 阳キ巧 一八 •と 置 g ： •友 一八 三 一ろ ニニを •二 六ク W 
一 化 11-1 六 年と 二 阳半巧 呈ハ •一二 八 一二 •を ー セ 六 •网 一の 八 •阳 ご一一 •六 
楠考 巧 化 一 化 二八 年 《 一 00 

- 

巧 巧を 機に がわ ドイツ 錶巧ホ 

化 ホを が 巧す るず 巧の 波 巧は 巧 裳 莱と村 お、 兹經 おもが 化し ドイツの 巧銷業 ホは、 近が 祐に t 
雄 進を をげ 《。一九 吾 ハ； す： 九； 脚 015 な 生 ホな は 月 ホが 丰二表 速し、 操 裝畫化 一 •化 パ 
— セントを なつで 巧 記み を お 立ず るに ちつた。 而 しで 巧 网ヶ年 計 ま ザ 化と ホに M 方舶 のぶ 巧は な々 
巧 化し 生 ホ カのを お 的 動：：：； がか 巧と なつで ホた。 これが 巧 AU 本に めける と M 巧、 ドイツに がで も 
I お 林 白が、 生 ホ カ 巧が が 叫ばれで わる。 

巧 石 原 かを 入は を 近著る しくが 化し、々 に スエ— デンからの 傍人は が 巧のと なつで むる かを むで 
も需 巧を 巧 ふこと が 出 ホず お满 品は おがし W ホ 巧ぶ のか ホを なかなければ ならない が おとなつ で ♦ 
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二 o 

た。 一ぶ 义 化 鉛 利用 s 偏 削を 術 化、 がれな 5 
肋 期を 彻 する 巧 わじ 永ん 巧 州 所を ぶが し > を 
の述用 かを 制ぶ した か、 一九 S 六が 小一" 巧 
用せられ たンユ 《 ット (お 城) が 巧 統制は 化 
も彩帮 力の 火 さな もいで あつた。 然しが 化に 
がても このが 巧には がな 巧が か 支 化しが おじ 
おがが のをが ひ くもな いれ：* 巧 化で 火 
る。 
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おの 一で お斯 、一九二 九が 化 5 九な 八十 化が をぶ にを 怖 一し で 巧ろ 然し 一九 S 六が 化には 化 ホ カを 令 

幅のに 利用し でもな ほかつ 八 小一 •化 六'^ 
钢绒を 輪 入し なければ なぐ J なんつ た。 故 じ 化 
が 闲 でも々 や 牛-ホ 掀光 かお ザと なつで W る。 ゎ 
^ 树に めで もがが おはこ. いーヶ が W じり 化しい 
^ が おを をげ 一九 S 六が トーり .$ が裝 小は L - バ 
パ I セントと なつで々 牛-ホ 如 W たが かを 处竹 
し、 がが は 巧 何も なくなつ でむる。 じん 化，-:' 
ずぶ； 製は ホ おじか 加し、 脱が^ おは 仏な 巧が 
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巧 W ナナスが ホ通« -一二 

を か 城し で 巧る。 がみ かは 巧備 をが 娘し で、 このげ 化の 巧 巧に 迎かサ ふとして W るかが お 牛の か 化 
とが 格 お 孔の結 巧、 みかい 利な 勘ぶ はな々 涧巧 ならん とずる が 向 じある。 ホに 化が 9 が錢牛 •ホな を 
がげ で 見よう。 化げ ぶが) 


これを 见 でも 如何 じ：：： 本の 化 ホ カが かおで あるか' >刚 かとなる であらぅ。 錢化睐 はり 本 . V ドィツ 


のん ならず 化 ホの 巧みで あ 6 、 をの 化か 供が はを々 w おならん としで-わる。 

巧の ヶが かぶい 火 綱は 化かの n が n 化に ある ことは 化に 巧 巧 か 記述した 巧で ある。 然る じがな 献 

乂而 にめ では 灭巧 資源に ミし いなめ、 如何に 巧 力を 拂つ 
で 見で もを 段の ぶし 巧がない が 巧で わる。 勿論な かじは 
ァ火 ミニ々 ム 、餅、： 曲 餅ず の 如 さが々 供給の 化带 をむ ひ 
フ がた おか も 無い 課では ない。 けれども 、阿 おはかで わ 
t る。 か A ホは 惟み なる のん ん政近 グィ リヵん . IJS 佑 人 か 
^ 杜 おし、 おお 品は 米る しくが かずる じ おつた。 シー ，ン 

^ 义や クルップず のた H 踢で はか' 小 化の なれに W 化 作を を 

9 

心 化 北し なければ ならない 瑞 なかが々 化つ た。 化つ でかが 
- * なに 11 しでは 化を な 巧 化か 如へ •レむ、 がぶ： 丄を n がいん 
に ホされ て W るかち むで も 何け 化か. =が5 媒 じが 化し W 
るか 見 巧し かつかない 。ならく 巧叫ヶ がかぶ を W つ N 、 し 
て もこの おはが ム されないで わらぅ。 
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巧 興 ナナスな 濟 ホな 


困を の 先 巧 ドィツの 石油 業 

‘ ドィツの 石油 販寶ホ 巧は 元 ホを S 大部 
かを お 外 お 入に 仰ぎ 闻ホ 石油は 巧に 需要 
の 一が かを 充 たす のみで わった。 從 つで 
策 ー ホ 四ケ年 計を では 海外に 化が する ド 
イツの おおを 除ます ベく、 化づ 一千ぶな 
巧 マ I クの をを を 投じが が 巧 巧を 巧つ た。 


をの お果バ 》 デン 


I パ 1、 ファ 少 


スタィン、 ホ火ス クィン 等 巧 油 旧を 開が 
し 採油な も 一九 11111 年の 一一 十二 萬 九で 巧 
から 一九 S 六 年の 四十 w 巧 w で 巧へ 約 二 
がが 化しで 0 る。 これと M けに ィ •ゲ— • 
染 巧の n ユ ナエ 媒を 始め 人造石油に 力输 


を 入れ、 おきが 巧に 燃 巧の n 給 円 足を 巧 ひがる 巧に 到 速し でむる。 けれども 一九； 一 rk がが 加 お 人を 
がふ 爲 めに 尙ほ一 化ぶ でぶ 巧 叫 マ— クの巧 用を むじて おら これに 加へ た 鄉湘倫 入が は-一 技* T へ" 
巧 マ— クに 卜： つで 徐乂お 巧の 約 二 巧に 速し ドィツの 闲乂 化な を澗 しで W る。 

巧 一一み 阿 ヶ伞計 茹では 人造石油 とが 偏の 增 進を もつ でかな の 効 化を 收 める ことか W ホる であ •レ 
ぅ。 ；：1:ぶ術は化づ说巧闲ホの化|^^なしで巧るものと見られる —— 0 

巧 ま氣の 石お类 

一肢 H おがの 巧が とがに 获绒策 も お 巧を 怯み、 •一九 S 六 年 卜：九 ヶリ ぶが ぶが はが 年：！ 视い卜 
パー セント ホ、 巧が ぶ： 返は 約 九 パ I セントが となつ でむる。 これ か 巧め 頸 山が 化 化は ホぶ じ械小 
し、 一九 S ぶが 上九ヶ W1I の 一で：：：： 八十 一 おがから 一九 パが M 巧-の 化 パ 十 お斯へ 約-一 •，りじ 小 巧 W 
汹 かしで むる。 

ぶ ホ、 石炭は 動力 版 か、 巧 油 化が として 必お 故く V から ブるも W であつ たが、 化が だ お 於 化じ裝 
の 勃 巧す ると かにな々 をのを おけを 化へ、 巧 叫ヶ年 かぶ じがでは 化か 闲 巧の かがと 曲 むる にお C 
た。 

ザ ー や 巧阳 ヶザサ * と ナナスの エ巧化 巧 二 化 


巧 興 ナナスが 濟通« 二-パ 

父、 輸出な おの 上から 見ても 化 お 的ぶ がが 加 にげ ひ、 大な的 生 ホが 巧 结 せられる おにな つ \ 、米た。 
從 つで 巧 阳ケが 計 ホに めでは こいが 門に も 非が な 巧 力か拂 はむ る ことで あ う。 旣 にボ裝 おが 本 
ぶ W ではを のか 佈 ぶか 稱立 さむつ、 ある。 
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巧が 工業の 大巧 

ッ のが W エぶ はが 錢策 及び 〇种小 H ぶと がむ じ 非 化な# おを ぶげ、- 化 三ぶ が 化り のがを 申 


八 化 •一ー パ ー セントと なつで、 こ 
れ での 新 記な をが 义 しで がる。 

こ U を 見で も 一 化 二八、 九が の 
がが 期に がける 巧 おが か 古 じ •に 
パー セントに 进ざ なかつ たので わ 
るから 如何に 鼓 おり：！： ぶが か 巧が 
を 怯め 巧る ん剛 かとなる で わ*^ 
ラ 0 

けむ どもぶ 巧 S 内が を 满バで 化 

ると をの 巧 加の 化 巧は ドイッ 阿内の 处 文に かふ 所 か夕く •むか 巧 助 も 一 A に； 3 しで W る 化が わるの 
は 化り ずべき 瑞を である。 

徐 山は 一 化 一が' S. 小が 期な 米 おか 巧し では’ わるが ホ だが が 彻の水 ザに 速し で， かない。 故に 巧 叫 
ヶが补 ぶでは ドィッが 碱エ おい々 生 ホ 如を 利 W し 輪 W をが 巧ゴ 甘る ことか 化 H とさむ てむ る。 

これ かなれ じ 化れ 八.：：： 給 n 化、 が 門 的れ 術ぶ お 化が 巧. 咐 いな 巧と 甘ら むで むる。 

が 一巧が 阳ヶが 井が と ナナスい H 巧 政ぶ 二 七 
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溫ま 育ちの 自 iH 类現巧 

ドィッの 贵氣囘 化の お 勤 力を なしで W るのは 〇轴ホ H 業で わる。 
一九 111111 年な ホ かがせられた なかの 仓 が 的 化ぶ 化 巧に 化つ でぶ じ 化 
ホ カを 問な し、 一九 S 六が 八月には が 策牟化 0 ー パー セントと 朱 
曾 かの が 記を を 巧 立し で おおを 凶のは 巧を 揃いで わる。 

一九 一一 一六 年を じ 採用 甘ら れた采 用が なは 二 h •萬み、 巧 物 n か 非 
おはぶ 萬 一千 まのを きに ム つで、 がが 化の おがを W ぶ 叫で ぶ义 化し 
で 居る。 

ドィッは 一九 S ぶ 年中' めまでに 未だ 八十 一巧み の 来 用が と 一一 十 叫 
萬四干るの巧物卓を巧がずるじ巧ぎなかった。 然るに モータ》化シ 
な 巧す る 時代の 潮流は ドイツを ± をが おし 昨 华ーケ が 削で を h 树 化 
おの 二十ぶ パー セントを 巧を する にず つた。 

をれ だけに 〇 勤 卓 的が も 化 •卜 しで、 一九： 二 六が 中 巧 S ぶ 用 ホ 化か 


ス巧濟 ホな 



は 一九二 八 年の 间ほ がを 二十ぶ パー セント 下 おつで をる。 

おで 一九 一 云 ハ 年 九 巧、 十月 じは 約 十 パ— セントの 巧が 引下げを 巧 行し、 をが 制 化と 脚が しでな々 
大息 生 ホに 化る 巧が 引下げを 行 ふこと、 なつた。 

なし 自動が ェ 策は い iw. い 巧、 お ホ 進出に ま 力を 注がない 化り 飽か 勘に 到を する 危除 巧を 化しで W 
る 0 

ホに が 計を 示しで 見よう。 
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斬 興 ナナ* «濟 3 巧 ゴー 11 

か鸟な 文に 巧み 造お界 

る 近 化界の 造船 策は 著る しい 巧 おを あげた。 一九 ハ 年上 化 ヶ月 問のを 船 かは とが！： 卡ぶ 化、 が 
九十ぶ 萬 バ^卜を なつで 前年 间 期の S 巧 九十 一を， が 巧 バルトを 約 化かしで 巧る。 この 中、 化 も：：： 
巧し い 巧 巧を 巧 じで 居る のは お 肉、 巧 逸、 义 にか 巧、 日本 等の 述闻 である。 卽 も、 


世 巧 遣ね 業 (軍？ ご卜〕 
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がくの かく 化 巧め 造船 策が ながに 巧展 した 腺 因は、 おくの 巧 船が 小が おしく は二卡 がのを 齢 かじ 
な 6、 け 代のを ホす る 便利な な 速を の おかに お あされで ホた からで、 强も化 ホ 巧知が が轉 した かぐ， 
ではを い。 
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翁 興 ナ于ス ii 濟通估 ゴ ー巧 

ドイッ 造船 案の！！ 進に ま 巧な 巧 おを なじで 居る のは 外闲 註文で、 一九 S 六 年 十" かわに かを 中 S 
巧 おな 化 巧 十一 蚕の 千 バ^卜の 中 十九 萬 一一 一千 バ八卜 は 卽らホ 均註义 である。 巧く も 化 ホの な 父グド 
イッは 集中す るのは、 ち材 ドイッの お 術 的 程度が 化が じ 卓越し でが る 如ら で このが がは 巧々 けがす 
る ものと 看 化されで 短る。 然し 旣に巧 策 半は を 能力を 巧 巧して おり 將 米は 設備の 巧 おを おとなつ \、 
むる。 

■力業と 巧 力な 巧 

一 おの 景乂蔚 巧と 同 巧は ドイッの 電力 菜 も 非が な 巧 進を あげ、 よを 韻 力みれ 巧 ニト •一れ の" おじ 
據れ ば、 一九 一 云 ハ 年上 化 ケ巧閒 の 巧 准を は、 前年 M 巧の 巧ぶな に 比しで も 十ぶ パ— セント 巧 化し 
居る。 一九二 八 年度ぶ 巧電 をを 一 〇〇 とすれば 一九 S 六 年上 九 ケリ 脚には r 五 〇 となつ でか 化：？ 巧 
記がを示し、 一 九二九年なのが記鉄を二十八パ—セ ン ト巧おしで巧る。 おつで 一 九-ーー六が化のみド 
イッの 黄電 量は 四す 鱼キ 。ッットに も 速ず る ことで あらぅ。 これを 前年 巧の ミな 六十 化キ 〇ブヴ 
卜 、一九二 九 年度の 一 二百と 谊キ n ブットに 比 ずれば、 巧 ぶら の 巧 ホと なる 澤 である。 

今囘の 巧の ケ 年計晝 では 巧 力が がの 岡 おが 論 誰せられ で 居ら、 化ぶ！！ 巧 及びみ かの が ホ H 化が が 





- ぉぉ.， が一 ， jhwrr 3 !ぶ賽み 

究 甘ら れで 居る。 これに 化つ で、 巧 力み か のを 
お 的 利用、 巧 電力# 化の 設立ず かか ホされ る こ 
とになる であらぅ。 旣に 闲ホ朦 巧の 增ホト W 斯 
しで 大勒力 巧 §1 の設扔 •か 化 おされで W る。 化つ 
で 電力 巧の お ホに も ほ 巧し い 嫌 おか 师巧 さむる 
であらぅ。 お 外が 闲 はがけ るぶ ゎ 裝の滿 逝に も 
谎く V きものが わら、々 に アン グ 0 サクソン ぷ 
闲 にこの 巧 向は 著しい。 

ァメリヵの かきは 一を 二 六が 化 じ 一九 一一 九が 
巧の 设な 記な を卜六 パ— セント 巧 巧して がる。 

これは 鼓 W の囘 化と 相 おつで 、 H 策、 たお、 ぶ 
庭 用 等の 電力 霜 巧が が 巧した からでぶ 力 化げ 化 
S おむ とかに M ホ お 部門の 化 巧、 巧ぶ はな々 彼 
たさ： i るが 向を 俄び で W る。 次に ホ 巧闲 み 

一二 化 


スのエ 巧な 巧 
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生 ホ おれを 巧げ で 見よう。 (累ー ホ ー八 年 - loo ) 
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お g 巧 生ま 巧 


ドィッ お典赏 なの 巧を を 論ずる に 巧つ で 常に 薪 巧す る ことの 出 ホない ホ 點は消 巧 化 化 ホの ぶ がれ 
であつ た。 これは 前设 お岛揚 期に がける と M 巧、 一九 三 一一 一年な ホの がが 期に もぶ 化する ことの 出か 
をい が 巧で あつた。 だが、 この ー ヶ年閒 にお 巧 ホ おは 油が としで 巧 化 巧に 立 も かつで 米た。 邮 しで 
をの 巧 W 抱な にがつで も强 あられる 如く、 一九 一二 六 年卜； 卡ヶバ 脚の ホ ホが 化は 一 0 二 •网 パ— セン 
卜に 速し で 前年 阳 巧の 水 ホを 十ー パー セント 巧き 上らせで 居る。 ドィッ W 巧の 一 お 化 入は わかしで 



巧せ セ ツメの 市 fc チ プじイ ラ 


ホた ので ある。 か 論、 化 裳々 樹 ぶいが かが ぃれ M 化 
に 化る や 巧 巧 谢時閒 の延な 等を なれで、 W 巧的收 
入を 巧 田し で をれば、 別の お 論が がられる ので わ 
るが 巧 お 的に 改蒂 しで ホた が 巧は がむ ことの 出か 
ない も S である。 卽も 化 ホ财 化 ホが 1： にかぅ 化つ 
たかお風は闲：：：^のはを洞して、 い^^^^ぶ巧^化ホが 
巧を かきまく つで W ると 云 ふが が だ。 巧し ぶ々 ホ 
裝 部門の 中で も 最も 巧が をみ •しで W る . S は權 化に 
裳で わる。 化 おで 化づ樣 おて たんら が述 しで W •ょ 

ラロ 

田家 的 巧が 下の 讓推 工業 巧 

•一九 一一 一六が ム化 ヶリ 間の 獲が てた の ホ ホ おれは 
化. 八 • 〇 をな で 前年 M 彻の析 化を 約 化 パ— セント 

乃 七 




新興 ナナス g 濟 a 巧 1 二八 

を筑 しで わる。 巧いで M 年 巧には ま 節 燕： あが 增 化し、 みが 巧 か ホ莱 部門は 詳义巧 到、 巧に ぶ 備を做 
大 しなければ ならな かつた。 だかが が 工業は 販巧 かがの 改蒂 とかに 化か 不巧 にが まされ、 このが W 
を 如何に 解決すべき かの 危巧 にな 面した。 一九 一二ぶ 年 十ニ リ がか 甘ら れた媒 維 化か 化は こい' 崎 維を 
罔 巧す る 巧め のプレ I キ であった。 だが 巧 乂的巧 巧 及び 生 ホが. い 制限 等 かが はれた だけで、 S 代い 
火勢を 巧囘 する ことは 出 ホな かった。 同 法に 化っ で资 本ぶ 侧 はが 巧の みが、 半がない 々化に 制限を 
化 へられ、 巧が 的な き 及びが 版 林 お 用に おするな 由を 化 おず るの みで あつた。 化っ で お 外ん . b 檢人 
せられで 居た 原 林 品は が 巧し、 羊毛、 末 おず のを 入 巧は ホの なおを 示 おする に まった。 

巧*!* 巧文キ S みの 誰 入 (単位が* マ i 

- 1 九 二八 年 一二 一二 半 
.. 羊モ义 その他の なお モ 近を 0、 セ ニニ 化、 五 
モ ホ 1 0111、 化 一、 一二 
V 木 巧 六 0 八、 九 二 六 0、 一 
.木 巧 ホ ーニ 阿、 セ ニの、 化 
.一巧ち 大ち巧 ホ ー セ 六、 一 六 一二、 一 
ホ 巧 お 一二 八、 0 八、 を 


一二の 半 
一 一九 六、 化 
六 > 化 

三ち ご 一 

三一〇、 た 

六 八、 0 
一 化、 九 


一二 あ 半 1 H 
—— 九リ么 

二〇 化、 三一 
化、 •立 
ニニ、 一二 
ミミ、 网 
六 セ、 兰 

ニニ、！ 


立た 半 1 H 
な 

一八 二、 化 

一一 、 r 

一八 一一、 化 
一六、 八 
六 二、 阿 
九、 八 


s 及び 紀巧 ニー 毛、 八 一二、 八 二 四 J 1 ニニ、 四 一八、 置 
At 510 、一六 8、 二 ご ハ ーー ー、 九を ハ 六、 ご 一 阳八阳 、一 

がち 羊毛の 輸入は 一九 一二 六 年上 九 ヶ月 巧に 一 谊八千 一音 章 萬 マ， ク となつ で 前 清 期 《お 入が 
ょら も 二 千 六な 八十 萬 マ ー ク 、かを にがで 一二 萬 二 千 か 夫々 巧 かしで むる。 木綿は 同期 閒に 二で 八， り 
四十萬マ1ク巧、 お量にがで二萬四千九巧«巧とをつでおる。 これに比例しで貯が品もホ巧に城少 
し、 ド ィブを 巧は 遂に 化工 品が みに も々 お規 をを 設けを ければ ならな かつた。 然し 隙 巧の 不足は お 
ホの 進 ホに 拍 をを かけ、 巧し きを ホ、 新しき 巧 械が篇 々揉 用せられ た。 お ホの 原 巧な をを なの 版 科 
品に 化工す る 方法が 硏巧 甘ら れ巧 物、 巧が ホ 等から 代用 羊毛 代用 木綿、 人が 等を 巧を し 佑れ た。 

人 巧の 生を 角は 一九 一二 一二 年度の 一二 篱 がから 一九 一二 五 年の 网萬 四千が に 向上し、 一九 S 六が 化には 
巧に 增 化ず る見这 が 出 ホで ホた。 巧 原 巧の 中で も 巧 羊毛は 巧 巧に を 巧 巧を 巧で ホつ、 わる。 

ド ィブの 巧 羊 まは、 世 巧ボ壤 にがけ る自 か* 維 原 巧に 比 巧し でを るし く 巧な になつ で 居る。 なし 
大量生産に 化つ で 巧が を 引下げる こと も 出 巧る であらぅ し、 一方 世 巧 原 巧 巧 ホの 巧 舟に 化つ でを の 
巧き が 次 巧に 狭 A られで ホる 可能性 も わるで あらぅ。 しで 見れば 巧す でに おする 化 用 難は 解が され 
で ホる 譯ゼ 。かで、 化へ で 設備 改善に 巧す るが ft もまつ でみ い。 これず 满化 化に な 3 れで巧 羊毛の 
第一 ♦巧 田ヶ年 2 と ナナスの 工業 さ 一一 完 
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生 ホが は 近年と みに がかし、 が ホ 心 巧 ft をな つ 
てし では 到お廉 巧を たす ことか W 米ず ぶ 備が化 
を 計を 中で ある。 だかな でも お 村 化が がを 化 
れる ことが 出 巧ず、 が 年ぶ から、 が 化よ ずと M 
おに 勒が制 おの： 卜に巧 かれで むる。 

この 他 ドィッの ホ 巧が 生 ホ 部門 —— ぶ 巧 な 
巧、 巧が 等の 諸 部のに がで も 業る しい 巧が かが 
めら れ 、生を 巧な はなに 一九！ 一九が のが わじが 
速し で おる。 然し 消 巧 財 生 ホが 巧 の 巧が は强も 
ドィッ ばからの 現を ではない。 與 •ぉ •佛 すい ぷ 
闲 にがで も H 巧し さもの が あ 6、 々にお 闲の 
お 工業は 最近 ー ヶ年閒 に 約古バ I セント 巧.：.： し 
で おる。 ホ 巧の g が H をは 一丸 一一 一二 年の ホ ホ 巧 
かと 二 •一一 から 一九 S ぶ 年の 九 0 •阳 じ、 酣 


しで 一九 s 六 年には 1 0 四 •一二へ ながな s 段が をを しで おる。 化っ で 化 おの 供 維が 巧は ホ 粥に 缺さ 
し、 がが 品は お化しが がは 年々 奔 がの 巧 向を 帶 びでおる。 

な 巧を 氣に润 み 交 巧を 業 

夕近ホ 業は 商品 取引の が' が あび 闲巧收 入の 獲 動を 如が にだげ する もので、 化が 巧 おじ 仏る ドィッ 

W 巧の 收乂增 化は 同を 策に 可 化ら の 洞 ひを 舆 へで 巧る。 化づド 
イツを 乂 の 交 姐を 策 —— 闲が 銭进に 例を とっで 見ょぅ。 ドイッ 
ル の W な錢 迸は 一九 三 六が 卜：九 ヶリ 問に 前伞间 期の 化 お巧构 か" が 
t を約十ー パーセ ン ト膨脹さ甘で灼る。 而してみ餘的には的じ 1 
一 化 一一 九 年の 水苹 にを し、 旅 おのな ホ も 阳期帅 に 前が M 视の 水が 

^ をみ 八 パ I セントを 照し で 巧る。 げ华 化は ォリ ム ピック 火み じ 

ホ 

£ 因んで 阁摘旅 巧者が をかった 。おっで 紀收人 も 一九-二 六 年 kh 
ヶ 巧 間に 一二 十二な とで 巧 巧 マー ク となつ でが が阳 期の 紀化 人-一 
十九 億 六 千の 巧な マー. クを ぶかに 巧 破し で 巧る。 この 化のを 油 

第一々 巧 巧ヶ年 か ♦ i ナナスの エ まなが 巧 一 





W ぶ ID # 


と共に 急がな 上向 おを 滿い - 
で おる。 巧に 化 目ず ベ さも ^ 

めは が 便 事務で 巧 信の 化 ホ グ ；： 
は 一九 I 二 六 年上 九 ケリ 削に 前が M 期の 水 举を約 八 パ— セント 巧 
で 居る。 電話 薄務 も时视 削に 前华 化を 六 パー セント 巧が しで， が 


ッ の » « » な (ザ 巧 n 萬 ホい 

# がわな ft 


化 巧が 化た 


一 九 一二の 年 五-五八 0 二、 ニ セと 
J 化' 一二. ぶ 年 ■ぶ、 八二网 二、 I 二 化 五 .•’ . 

一九 三 一ぶ 年 巧 一二 四 半が 一、 阳阳八 •左 化 一一 

一を 一一 六 年を 一 南半 巧 一、 こ 直 •さ 二 一 

; 、 

- 下‘ イツの お運类 

夕曲ホ おと！！： お、 跑 進が おを だげ しで 向上 おを 辿つ で 巧る ものに お述 おが ある。 お 化 策は‘* 化： 一 
六 年度に をの 賠 間を ぶる しくが め、 ム九 ヶ月 問に 前年 M 视の範 脚を 卡ー パー セントが 狀 しで W る。 
がしで 火 巧 一九二 九 年の 水 苹に到 速し で 巧る か、 をのの がに まつ子は、 巧げ のが おとを くれ 的を 巧 
じしで おる もめが ある。 卽ち 一九二 九 おのが 巧 お時化に はお 外が がか ホ： あがかを 占 W 、 诉が K かは 
巧 ニ ホので あつた。 ところが 一九 一ろ 一一が な ホの 化が かおには 沿が がが がが •加 じがは む お 外が 化は を 
の 巧 後に をを かくしで & る。 これは、 ドイツの 巧 おの 特 がを 如げ じ 斑 W しで W る もので、 化 邦' おぃれ 
の おおは 化 お だ わるの だと 云 ふこと も 出 ホる ので ある。 つえ ゥド イツい 化が が おはか 内的な 化 恥が 
乂 であつ で お 外 11 係の が轉 から 來る巧 巧を 赏 おでは ない。 

第一 や 巧四ヶ ザれ 畫 i ナナスの 工業 » 巧 内 一一 一 


ミ ナナ； 濟通な HB 

沿岸 航 巧の 中で も T タト f のれ 巧ち 最もが 巧を 極 う ノ — ^ゼ， はこた々 いで お ミ 
お 外 整は 一九 ミ ハ 年度 K 巧み 冥し、 前年 援 比すれば 望 パ— 七 ント篇 しで おる。 これは 
化ホ贵 おの 巧轉と 共化貨 巧を 巧が 巧と で ホた からで、 景お巧 ホ 巧の な 計に 依れば 十六 ヶ W めか 舶述 
をは 一九 ーニム ハ 年上 半 巧閒に 前年 同 巧を ー パ— セントを 巧し、 世 巧 巧 迸 速 おは M 巧 割 C 約卜 7 I セ 

ご增 化」で曼 。こた 襄 して 裏 Qff 菱 某」 で ミ。 一を 一一 窒克； 推は 

が 年 时巧〇 二で-* ン占 とな ミ 居る。 而 しで 世 ホ 0 窒策 はい まや 货襄 菊と 巧ぶ 夺 
のが# は 依つ で 收乂增 化を 巧さん としで 居る。 
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第二 章 新 四ヶ年 計畫と ナチ ス賓 易が 策 

V 

いづれ の 分 巧に がで も おからが を创 造し でを 化 ホを 游 倒す るのは ナチ ス ドィッの 视 化で わる。 だ 
が 巧み お 巧の 巧 A に 如何なるが 巧が あるで あらぅ か。 著 ホは な 削 じしで ホ だものが 巧を 地かない。 
昨年な ホを 哨 せられた が-巧 巧阿ヶ 年が おでは 夕 かが 巧な か 巧 かが 込まれで がく ものと 化ら れで W た 
が、 第ー ヶ 年を 巧みず るん— 日に がで も ホ だ をれ らしい 形跡を 井出す ことが 出 ホない。 シャ^卜 巧が 
大臣 も當策 ホと ナナス 巧との 化 巧みに をつ で 巧 小が にぷひ 送 まれた なおの かく おなお 巧、 父 ザぶな 
旧 惑の 色は 滿 されで 巧る。 

ヒット ラー 紀が もが 年 ニユー ルンべ 火 グのぷ 火な にがで 巧み 閒凿の ホ 火 化に 鑑み、 供 戈 化の が 巧 
巧輯闻 巧の が 立を なつで この 岡 巧を 解かせん とみ 巧した けれども ナナス ドィッ か 化つ 本 巧 〇 内的 来 
厄に 依つ で 人 閒の成 力を が 越した 一つの ぶ 向に 仰し 流されで むさつ、 あるかに 见 ぇる。 これ 巧の ホ 
化 件が 巧 化されない 限 6 巧 阳ヶ华 か 巧の： 卜 じめ でも ナナス 巧 おめ 巧の 火 おを なおす る ことは 的 ホな 
い。 巧 四ヶ年 計までは 一九 S の 年 九 パ. が 化せられ たお 入 巧が •化 及び をれ じ 巧んで おな サられ たが 制 

第二# 巧巧ヶ 年れ 喪と ナナス « み 政 巧 wi 



巧 興 ナナス 巧濟 巧が 内./ 

化 巧に ザ摊 し、 化势 S お 推に 化つ でを の 化 巧を ょ 6 强 化する 方 かか 採 巧 甘ら れ た。 何な なれば ナナ 
ス ドイツは 仏 然とし でか 準備、 お 外 巧が、 をい 化の 义拂が 備に 缺 をし、 化 引 W おでは 悼めで. 小利な 
條 件に 支 化 甘ら れ でが るからで あ 6、 化れ 阀 旅の 滿 立に 化つ で お 外 仏が から 解ぶ ごむな けいばなら 

ない 巧 遇の- > にが かれで W るからで わる。 

いま ナナス ドイツ か 化す 化； 吐い 绍を 列が して A ると ホみ 
如くで ある。 

一、 未提即 5 巧 外^ 化 W 巧 及び 闲内 じがけ るな ザ備 S 粘 
がは ドイツを しで 巧 外义拂 の 化彻 、ほが S 强帥巧 則、 
巧 本 逃避い 防 ル 巧い 巧 お 政ぶ をが 化な くせし める。 こ 
むは 巧 おが おの 巧れ じ 一 火が ボ となな ドイツの W 巧^ 
巧を 化が-甘 しれる 破 おとなつ で おる。 

二、 ドイツの お 外 巧な はを S 化 おまで がな 说 ぶ、 义拂媒 
ぶじ 仏つ で糾 立てら わで WO 、 が 人なる 巧 州 •巧 W を 化 
おかく Y からざる が 化 化 化と なして W る。 こむ は ホ ド 



技 

比 《 


巧 


イツの 巧 外 化 引を が雜 じみく 化 おれを がつ てがる。 

一二、 化 ホが 阳に めけるな 本 化み 離脱は ドイツの 巧 おおおじ 巧 かの ながが を與 へ、 をい お出 方を ぶ 
しく 削除して がる。 殊にぶ 化な の お 山に 化ぶ 化な お 巧を 及ぼし、 夕く いおな な 本が 潍 脱ん らお 
る扣 ホを 補 化する ことなし じ 化 引し がざる が 態 じが かれで 巧る。 なつ子 ドイツの 巧 ルな 易は.：：： 
が 闲ぶ別 ホ 巧 別になら ざるを/がない。 ドイツの 巧 易が じ 的 火な 期 ホが 脚と ダンピングを 化 北ず 
るが 排巧闕 の 充 がしで わるい はおす るに 化 引 W 化か 俩別 的に なつ \、 ，わるん である C 

阳 、近が ドイツの 化か. 恥 嬰は 城烈を さは あ、 エお 化か、 废お 化が 等 あらゆるが 門 じ-パつ で W る& 
だが 化ら むた M 力を なで 輸入 巧 おを W ふべ く 餘 化な くさむ てがる ナナス ドイツ じと つて、 何む 
の 化かを たじし、 何 H い 化れ を 化 じする かは 树乂 がが の 视點か >レ 枯れで ホ 火 がと サ . b :;; て W 
る。 なし： 水ぶ： 丄萊 削が 化 巧と なか 品 細 化の 化かを 化か IT おとしなければ な •レない 所な はドイ 
ツ S 內 外が かんら 姑で 吼 かな 所で ある。 もむ は ホ ドイツの 料 外な がを ぶる しく 對 船のに 巧く 碰 
闲を なしで がる。 

ぶ、 ド-イツの 巧が 水 ザは 余 本 か 離脱ぶ 闲 のがが 水が ょ 6 もぶ かじが かじ r んんむ V - K る。 なじ 檢入 
巧 おに 降し で、 巧々 のが 制な が 的 遇わ 巧を 隨 化する のは： しむを がざる 所で ある。 

巧 二々 巧阳ヶ がか 巧と ナナス K おお 策 w -? 



新興 ナナス# 濟 a 巧 阳八 

化で これ 等の 孰が かは ド イブを しで 巧乂の 爲荐巧 巧を が 巧な くせ しれる。 な卜 •記述した ホが おは 
敗 巧 W ドイツ かな ふ悲 なな 述か であるが、 ナチ ス ドイツは. 化 にん 巧閒 獲、 ォー タルキ— か 巧、 外を 
卜：の 巧 蒂ホ義 等に 化つ で、 二を 当を の 巧 巧を 課 甘ら れで 巧る。 化つ で 巧 ホ 巧 巧の M な もを むだけ W 
がな 化 態に 巧 かれで 赔る巧 だ。 

■允 II 二八 年中の 责鑛 

化 ホ ホ おにが ける ドイツ 巧 おの 不 巧は 巧に 巧々 が お 討し で ホた おであるか、 ちれに も 化 •レず. 也 
S 六 年の お出 巧みは 獲 かが 巧し で わる。 卽 も卜： トー ヶリ 削の お出 おがは 阿 十； 一一な 一 二が 巧 マー ク 
に 速し で 前が 阳 巧の 巧が を 約 一一 •九 パー セント 读 がしで 巧る。 が もこの お 撕は化 ホが 巧に がける 
物 巧の 化 ド 6 を 巧茲ん だれ ホで ある だけに 於进 的が 化が をれ だけ 火き く 巧いて 巧る。 だかん ゆる 除 
酱を夕 がしで これ 义の收 巧を 巧げ 巧た と 云 ふの も お W 、 統制げ iT か强 くが 用した からで、 お 外が 巧 
にかす る. は郭 、品 巧と 巧が とが！！ は 化る 巧 巧々 の增 化、 巧みが のの ぶ 化ず にれ ふ 所 かがくない。 

ホ 年度 « S 

が 年 化の ドイツ 巧：* にと つで おもが# のた さかつ たものは フランス、 か 助、 スイ スタ、 かブ 《 ツ 


ク满 w のか 伤 が： 卜げ である。 巧し ドイツめ かが この 闻 巧め 巧が 巧 化の 培 勤に 晰應 したが 巧を 媒 じな 
かつたならば、 をのが# はもつ と乂 さかつ たで わらぅ。 ドイツ 巧みは をの 巧內 のけ々；；：； 化の 化に 巧 
特巧巧 制度、 お乂巧 巧 制が、 巧が 巧し 巧が が 等を が化强 化しなければ ならない。 

巧け Q A け 

が もみの 統計に 仏れば 一九 S 六 年上 十ー ケ w 脚の お出な おはが々 が轉 しで わる かお 入が おはが ど 
停滞し で おる。： 怖して 巧な がを 巧べ で 見る と 巧 論 阿な マー ク のがが となつ で W るか、 义此 =§ の お W 
がが 化 ドと 城 巧 品の-お 入 巧が おかの 巧 巧を 巧け で 巧る ドイツ 巧 おじと つで、 この 山が が 化しで々 巧 
の 山が であるん どぅか 巧から ずが 叱し で 見なければ なら W 。 なる 巧 一九 S ぶが ム 小ー ケリ 训い 出が 
一位 一で 一な 巧 マ I クに比 甘 ばげ が 化の がが はおく， へきが 雄で ある。 

巧し 巧が おがの 巧 加は か 姑 結が の お 加に 化つ でか 巧され る。 のん ならず 一 化； 二 六が^ 卡ー ケバ训 
の おお 入 巧み 巧 鞠を 1 九 二八が 化め 巧み 巧撕に 比が すれば お S かの 一に 激 がしで わる。 近々 六、^ 
ケが 削に かく も おくべ さが お 逆 巧を おしで ゐる W みか ドイツを がいで 化 じある であらう か。 


# 二々 巧 巧ヶザ ホ* と ナナス K み 政策 W 大 



ぶ 半 巧を 换をキ 巧を 檢 


巧 W ホ ナス お濟 ホな ’ 五 〇 

巧な 别 になる ドィツ K る (ザ 化さ 萬 マ— ク) 

一壽 半. 一— ザ j た爵！ たが S 

入な が 阳 、の 五】 の、 一を 化 一二、 セ セニ 三 1、 八 おご 一 
.巧 •品 一、 た w 一 一、 阳 一吉 ハ ー、 二 七 九 一、 一ニ セ 0 
巧 お 一、 阳 セニ ー、 のを】 一、 一二 六 六 一、 阿 0 二 
お お 八 六 一二 八 一号 セ お 六 セー 化 
お お ぶち 五 阳〇八 三毛 一 呈ハニ 
W なが 阳 、一六と 阳 、一一と 0 一二、 八-立！： 阳 、一二 一一 
巧 品 一 狂 一 吳 八闲 セ 八 
巧 な 阳 W 狂 阳 一二 六 一 一充 八 一ニ セニ 
お な の 11111 の 一 一六 一一 一八 六 の 一二 一一 
投 お 一二、 一阳八 ご 一、 一ー ニニ ニ、 化 八 六 一二、 阳一 二八 

このが 計の 中で 注なず バさ ことは お 入が 品の 中 じを かの 巧 化かを つで むる ことで ある。 卽 もな 巧 
品の お 入が 巧 化し 動物 及び 動物 嫂 品のを 入が 一巧 目ぶ つで むる。 一方 おかな の 徐乂 もこれ に 比例し 
でが々 巧 化しで がるが 半 お 品 並に ぶ 化 品の 徐入 はがみし で 時ろ お出の 側を 見る とぶ 化 品の お 山 か 



巧 筋し でを 巧な や 腺が 品は 逆に 巧々 滅 ルして 巧る。々 にこの 贸み 11 係を 化 巧 別に々 巧して a ると ョ 
* -ロツ パ諸闲 へのが 的が 巧 加し で 輪 入は がかし で 居る。 化つ で 最近 か年帅 巧が の 一な を 辿 6 つ、 わ 
つた ドイツの 出超 额は 巧び が轉し 始めが ホ巧材 かの 一つと 見られる じちつ た。 昨年度は お 外から い 
徐 入な あ もが 退し、 をれ ホけ ながが 巧くな つで ホた。 巧に お 31 n ツパ 巧みの 内 別を 期べ で 見る と 
前なブ n ツ ク諸闲 へ の輪出はを縮し英闻、 ス ユ ーデ ン 、 ノ ^ ユ 》等のを本化離脫闻 へ のおがはこれ 
とな おに 膨脹して 巧る。 スュ ー デンからの 輸入が 巧 加し で ホた のは、 锁物做 巧の 需巧 かげ 祐 になつ 
で來 たんら で、 ドイツな みが 巧が が 待し で 巧る のは 南あョ 1P ツ パ說闲 との 化 引で ある。 この 乂邮 
では前が巧に比較しで 一値阿巧マークの檢出が加とな6、 ドイツの健をな巧巧關巧がれがされで 
むる。 

ホに 巧 お 巧みは 最近 巧 H すべき もい か あな、 が 人の 滅 か、 お 山の 一二 化が とろ ふなぶ \、 さなみ をみ 
しでむ る。 こり 化 お 米 及び 南ァフリヵ へのが 出は お 加し でが 入は 汹 かしで わる。 だが 比 化の 化沛し 
で W るのは 乂阴 との お 品 化 引で、 この 方が には 巧 どが 轉い 見沒 しかた、 ない。 

な卜- 記述し々 が 巧を なかする に ドイツ 巧み も 巧 ホ 巧が 閒 がされで が轉 した 巧では なく、 \ 巧 のな 
作用に 化つ で 巧み 尻が 賄ぇで ホた と 云 ふ お 化に あぎない ので ある。 

第二 章 巧四ヶ がか 查と ナナス** 致 策 五】 



着 興 ナチ** 濟 通な 五 二 

獨这巧 ホ— る C 單巧 •白 ミ—，) 

输入餘 « 完 巧み « 乂扣 輸出 g 柏 ぶ 巧 川 « 

一 化 二八 年 一网、 00】 こ、 阳た〇 一二 、一毛 六 八、 八八阳 
j i 化 二 化 年 ニニ、 阳阳 一；、 こ 六 化 ニニ、 阳八 一二 化、 八 三！ 云 
一 儿互 S 年 阳 、二 S 六と 0 巧 八と 一 ご：、 た 八 じ 
一 化-- 一一 托 ザ 阳 、一た 化 を ハ お 阳 、一石 0 H 、 iM 八 
一九 一二 六 年 1 H — H 月を 一二、 八た 一二 w 八 二 阳 、ご 二 1 一二、 化 六 お 
I 

; 巧 巧ち るを 巧の 審巧的 情勢 

i 

ドィツの 巧み か 巧は ホな のが 其 協ぶ を 化が としで がぶ サられ で 巧る。 ドィツは 一九； 二 六が 八" ブ 
; トア ニアとの 淸巧 なぶを が おしで な ホい まや ョ Jn ツパ諸 闻と夕 かれ かかれ M 巧 姑の 化ぶ を がれす 
i べくが化なくサられで巧る。 巧闲及びべ ^•*1との巧易なぶは化づ巧本的なが態であるかか>^«5 
i 闲 がに 化つ でが々 に 培： 化されなければ ならない。 お 外 託闲 とのな ぶは 火が々 ョ — n ツバぶ W と；！ 巧 
のな せで あるかが 現を 取引の もの も あ 6 夫 等は た 巧 人 巧と なつで おる ので このぶ 曲に がな to ぶを が 
おする ザグ 巧が のな 巧と 甘ら れで おる。 だが 元 ホ 巧 巧な ぶま 巧 協ぶ ずの 取引 おぶ はな WW 化を 巧々 


巧 あの 版始が 態に を 无す るが ひが あら ホ 現を 化が のをれ じ 比しで 仲 巧. りれ の適應 れを缺 いで w るの 
で ドイツに とつです 利を 點 がない 巧では ない。 巧に ドイツの 如く 一ぶ のがれを 夕 がに お 入し なけれ 
ばなら ない W ぶに めでは 阳 rt み淹 巧に 適がず るな お W がを 巧 化する 必； 巫に 姐ら れるお 来を S 巧が が 
が だしい。 のみならず 常に 巧し い 時酱が 巧き 巧つ で ホる。 をの- 悔ボ をと 6 除く 巧め に 义げを 化 巧し 
をければ ならない だけで も か 巧の 巧 力を が 巧す る。 お 化 ァメブ 々な ホ闲 との 化ぶ じこの 巧の かがが 
がぇず な 化されで わる。 卽も 一九 S 六が 上半期に ドイツ 巧 おが かに 化る お ホ 取引が 巧の ra がは かが 
のが 巧间 になつ で 巧た。 胳がツ シン トンに 於け るァ イブ々 の監お W はを Q 化 引 市 巧を お锁し ドイツ 
の 巧 力を 水炮 に站サ しれた。 ドイツは 一九 S 六が 八バ r イリ々 かかの ドイツが 品 じ 巧す るげ 別が 化 
を おかす る 爲れに 一が S 度 巧れ 巧を 停止した が、 たみは 化 然とし でな々— プを 描き 一 化 二八が S 化 
引滿二小八化二で一一訂巧マ1クから一 九互ぶ年のの化 一 ^巧マーク へ巧雜し、 がしで 一 化ーーー六がの 
か 巧へ とめが がしに 轉 化しで わる。 かぅ したが 巧は、 r メリ々 のん ならず ョ In ツ パぶ 闲 にがで も 
巧 巧し 一が が 半 晰諷に 化 引 脚 係を つ'、 けで わた 巧佛 削の 说 なおぶ も 昨が ホ 巧淸巧 化ぶ にお 巧し、 巧 
棋檢 入の 化 おを おおに 抑制す る お 巧に あられた。 

#11 夕新阳 ヶザホ 喪と ナナ* K #* 策 と VI 



巧 興 ナナスが 濟 通な 五 W 

巧を ぉ 外 支 巧の 內 幕 

ド イブの お 外 巧み か淸算 なぶ、 义拂 なぶを 化が としで お 化 甘ら れた ものである ことは 旣 にが 化ん 
述べた ところで ある •而 しで 村な なをは 巧な なるお 入 おくば 特 巧なる 化かが 入を がふ 巧 かは 恃ポと 
なること もが 巧し で 巧いた 如くで わる。 化に 對外 巧みは 現を ま拂を 巧が とする 05 化 引で なければ 
巧展 しない 巧 由 も 巧ら 明かと なつで ホる。 ドイツめ かは 一九 11 一六 年み 現を 取引を 化 進ずるな か 化め 
で俩 人的な 巧が 取引、 が あ 取引に ある 巧の 制限を 化へ た。 めが かか、 る 制限を 加へ ざるを 巧な かつ 
た 巧 由は 一九 S 六 年 化の 受取 巧ぶ を 巧ぶ 位 マー クホか 甘し める 必 をが あつたからで、 ちれな しじ ド 
イツ 巧みの 化 巧を かせる ことが 旧 ホな かつた からで ある。 だか をれ のん ならず 淸巧 なぶの 不利な は 
測 6 みるべからざる ものが ある。 卽 も、 

A ドイツは が 巧の 巧 巧な ぶと 支が 煤を に 仏つ で おじ 巧外胎 巧の お 巧 をれ 巧し なければ ならが も 
かかな W のがぶ に 化れば、 政が か 巧 伉の 支拂巧 巧を 游明 甘る にも拘らず 折 ほ 一 化 一二ぶ 年 化ぶ 化 
•k で マー クの利 ホを 支が ふべ くが 化な くせられ で 巧ら、 一九： 一一 六 年 化には-化に をのが かがかず 
る ものと 見られで 巧る。 これは を大 なるお 點 では あるが が じ、 


H 说巧 協ぶ では 旅 巧 ホの 爲め にわ 別の 化な をし なければ ならない 不使 がか 化する。 

C 一九 S 六が 巧の 巧 化 超 あがは 一九 一二 阿、 ぶ伞 おの 淸貧 ホ满 分を 巧め な 甘るな めじが かけな け 
れ ばなら なかつ た。 卽 ち巧佛 巧みの 如きは 一九 一一 一六 年上 乂ヶ "削に 1 怡 二'^ 一一け 巧 マー ク 山が 
となつ で 巧た にも 巧らず 一文の 現を も 巧 取る ことが 出 ホな かつた。 M がに ドィツは 一九 一一 一ん， 小 
か 頭ユ） ゴブ ラビァに 巧し で 阿 化 デナ—^ の 巧 あを 帶 びで 巧た か 一九 S 六が ホには をの 告 がを 
輸出 お 品で 巧 還し なければ ならな かつた。 斯 くしで 一九 一二ぶ がぶ パ 末ぶ 化 六で bw 巧 マ— クじ 
速した 巧みを 一九 一二ぶ が十バ ホまでに 阿 値 一で ぶな 萬 マ ー ク返 ホす バ くが 化な くせられ た。 

D 巧佛が 出な お 糊の 中からは が 华ザ I ^ 炭が 買戾 しに か 巧す るお获 がが 代で 例 除せられ る。 化 
么巧谢 協ぶ の说 巧に 化つ で お 一 化 •山で 巧 マ ー クは佛 巧 巧 巧 か 人の 則に 化かと なつで おつた。 

E 化に ドイツは 豁乂 化かを お 外に 仰いで 巧る 脚が 上、 お 期 支拂湖 問を ホ 恥す る ことが 山 ホな 
い。 何 化なら ば ドイツ 侧が 長期 ま拂 をち おすれば、 をの 化 化と しで ドイツ 巧が に 巧し で ぉにね 
巧の お 彻支拂 を主跟 される からで ある。 此處に 毒 かの おい ホ ホが W お W 闲の巧 巧が わる。 

F 吸 化に 一九 S 六が 巧斷巧 甘ら れたホ 巧が げに 化つ で ドイツ かなけた が ザは 化 化な トーの も 的 
がわる。 

巧 二# 巧四ヶ ザ サ奎と ナナス おみな 巧 化 化 



巧 興 ナナス 巧濟！ S な お；，、 

この 闻際的 巧が 巧 伉の 巧 おに 仏つ で、 巧大を ドイツの 化 外物が もが 巧 化と な 6、 ドイツ かわが W 
に宜 つで をいた 財 旅 も 水 袍に歸 せられた。 をの か ホは 一な マ ー クを义 がする であらぅ と； ぶは むで W 
- る。 か、 る 諸が ザから 一九 一二 六 年の ドイツ 巧 おはな 化ぜ巧 にも 巧らず I 文の ぶ 巧 も 叫る ことが 出 ホ 
一ないで お 外 爲特： 小せ を かこつ ばかりと なつた。 だが 巧 ニ ホ 阿ヶが 巧を をぶ がする なれには 巧 6 かな 
い 外 巧も个 二々 に 利用し なければ ならない。 一九 S 六伞 十ー リよ お出 巧が がぶ に 化く 巧那制 化かが 
施 甘ら れる にぶつ たの ももの 扫 のの 巧れ であら、 义 海外への を 化 お 山、 ホぶ 販 巧り 训ホ せらむ るに 
ボ つたの もこの H のの 爲 A である。 がし お W ド イブの 闲巧巧 化は を々 想 化ず るが 向を 帶び でむる。 
何化ならばド イ ツ か巧乂取る マ ー ク はみれも レデスタマ1ク、 ァスキマ I ク等巧々 マ I ク りおでけ化^ 

一 つで ホる もので あゥ 、ドイツの 化 おを 補 巧す るが 等の 正 巧で も わ 6 がを いからで ある。 ドイツ 巧 W 
:か 巧の 最火 のがは 此 おに あるの だと 云つ でも 强も 巧-巧で はないで あらぅ。 

世 ホ 《 みのお 進 力と 巧を 

W 巧 巧な はこ、 れが閒 化 ホを ホ 活動の 活 化に 著る しく 立 おれの 巧を みしで 妃 た。 か 論わみ めじは 
; 一九 二が な ホ 向卜： みを 辿 6 つ、 あつたが、 巧 お 的には 一九 が么ド かかを 揃 さ* 化-一一 だが こは 


に 巧いで 一九 当ぶ 年 K かれで が轉 のかを 現は しで ホた。 いま* 心 小 ニケ 的の 巧 おが 態に かいで 巧べ で 
なる に 一 化 S 六が k 化ケ =： 阿の 热股巧 巧は 前が M 巧の 巧 化 约额を おトパ I セント 巧が しで がる。 

これは 化 ホが W が闲巧 巧み 不 がは 巧みで、 闲内ホ 巧の 膨化が い 1? を 化 進した なれで、 一巧 S お； の 
副 ホめ 現み と 見られる。 おで お 近の 巧み か 巧は 闲內が 巧の お 巧から 闲巧巧 おの 化 巧へ ホ 巧に をい 化 
おを 巧し つ、 ある。 これが 巧れ 化が 巧 巧は 従 巧のを おと 化 浦から 脱却し でな かの 椎遊 力を 巧が しけ 
わた。 化つ で おれ 找ホ 物の おのは が 策を 械； € 、版 巧闲 、拽お 闲の阳 巧 巧价 はなが に改 巧せられ て ホ 
た。 がかが 態 もが おの 货 がを 示し、 巧な の 移動と 化 盛 巧の が 因を なしでが る。 斯 く-. i で化乂 化な 
6、 ホ 化 巧知 かにが はれで 巧た 貯化 品が おは 漸くな 川を 削 さ 始めた。 みい 化 浦の 化ん ら化盛 けの お 
巧が おがと おさ おされで ホた の だ。 か 辕出巧 比や说 巧な お 等に 巧 げられ で 巧た 化が 約 ぉは 速に：：：？ か 
用を げび 起し、 巧み 巧が の巧述 をが 化しで ねる。 T : 菜 品は 设策 なや 化かが 巧の 化を 追つ て 逝 山し： 水 
無 巧を と迎 かしで この 巧 迷を 促進し で 巧る。 化つ で 巧 描のに は 化が 巧みは 向 k が 惦 のが 向を 巧び で 
巧る かョ ー 0 ッ パの 化 引が 巧には W 巧 巧が や说巧 •个说 けを かが 地し 械れ で不 がな 化 化か 歸 つで W 
る。 最化 巧み 界に がける 3 — P ッ パな 外 ホ 発の 巧 w 甘ら れる S も か、 る 巧みに 化 閑し でい ことで わ 
らぅ。 ゼかョ — n ッパ ホ媒と 雖も强 もがみした ものでは なく、 巧 化の： 9 みお 巧が おがさむ、 ば 巧み 

ホニタ 巧四ケ ザ ホ 表と ナナス S # か 巧 化 七 


巧 興 ナナスな 濟 通が お八 

ホに 趕ぞの おる のは 必然の 势 であろ がし 一が にョ I n ッ パの 巧みょりも r メリ々、 かが 及び おが 
諸 W は 地に 巧 おの 可能が か 多 いのは 円刚の 則で ある。 

アメリヵに 例を とつで 見る とな ホ闲 では 政 近 ーヶ年 削に ちる を 面 的 持が# 化に W 餅して お 人が 乂 
るし く 賄ぇで ホた。 お出 侧 でが がが、 向 動が •ぶ乂 、巧械 、化 巧 器械 等い ぶ 化 おり 檢 山に W 化が 化 
じで ホで おる。 なにな ホ 闲が化 桃闊の 王化から ず Y 6 が もる の もぶ いが ホの ことでは わる 3 い。 昨 
が 上 十 ヶバの 巧 おを 検 がしで 見る とお 入は 前华 M 期の 十ニ パ— セント ホ、 徐 出は 前が M 期の 小^ バ 
I セントが となつ でが るか ム化ヶ W 脚には 徐 入が ながに 巧 かしで なお 期ぶ をぶ 拂 が 巧に 巧いで W 
る。 おで 个バに 這 人つ で徐 出かが 耀 的に 巧 娘した 巧れ、 をの 支拂が 巧を ぶを に ヵバ— ずる ことか W 
ホた。 な ホ阳の 巧が 期 化が 帅 りな 6 にも お出 お あを 化つ で 巧る のは、 巧す るに あがみ 政策 S わかげ 
で、 

M 巧み 政策は 火が ホの 一二 化训ん らお 化せられで わる。 卽 も、 

一、 法外な 商品 化 引を：：： 的と ずるが 證 W お、 防 お W おのかな 的撤お 
一一、 差別待遇の 撤が —— 特お 闲條款 、補助を 制 お出の かな 的 辟 お 
: 二、 淸巧 なぶ おしく ば义拂 おぶ い 巧が 


而 しで 合 ホ闲は 一九 s 阿 年中が 巧み 調 おを w おに w 親ぶ 十 パー セント 引下げに 顏 ずるを 巧を を 化 
し、 闷 巧み 謝 あを 貝 おは 旣に 十六 ヶ闲 別の 巧みな 宠を締 おし、 怕 乂就阴 、々ナダ、 スエー グン、 フ 
ィン ランド、 べ少ゲ I 等を 始め 前余ブ n ック 謠阴 にも 新 化 引を 削始 しで W る。 だが こい 巧 巧み 協ぶ 
に 依る 澗 ひか 一 おが 環し、 お 外が がぶ の 巧 ホ、 巧：：^ の本闽 への 送金、 が 巧 上がが 等 かを へで ホむ ば 
み ホ闲お ホの 贸 みおを かどぅ 巧 化しで 来る かなから 化进 のかぎ ク ではない。 

おで 嘗 では 世 ホの 化が 闲 としで 玉が を涅 しくした 英闲 も米闲 とを のがを-- つじし、 化椎 的から 化 
巧 闲へ念 速は がらを もで おる。 

一 化； 二 六 年上 十ー ヶ W 間の なみが 態を 調べで 見る と徐 入は 前が M 期に 一 ご ー パ— セント かお 山に 巧 
しで 一二 •ー パー セント 巧と なつで おる。 化つ で 支 拂お巧 も 一 化 当ぶ 年の 一一 化阳で 一二が 巧 ポンド か 
ら 一九 一二 六 年の 一二 お 一千 r 苗な ポンドへ 約み で 八な 化 ポンドが 化しで 巧る。 

これは 英 闲の闲 巧が 父が 凹 化しで ホた からで、 投林 並に 巧 物 化かに 巧ず るぶ がが 巧 加し で ホた ば 
からでを く、 半驳 なの-お 邀も增 化しで ホた なれに お 入が おしく 賄ぇで ホた 巧で わる。 

だが をれ にも 3 しでを 妙な 梨を を 苗し で おる のは 佛阴 である。 佛闲 はが 米の デフレ— シ 3 ン から 
ィンフレ— シ ョンへ 巧 おし、 一九 11 另年 上半期な ま 心が にお 入が がぇ て ホち 而 しで 一 化-一一 六 半 k 

第二々 新 巧ヶ年 サ查と ナナス 及# & 巧 た 九 



新興 ナナスな 濟 a な .パ 0 

小一； 削 《徐 入は！ 奇て器 7 ラ N にを しでが 年 M 期 《がを 約ぶ パ！ 七 ント义 ぶしで W 
る。 この 中 お 巧の ニヶリ 削は 巧 巧 巧が 從を 巧が としで 勘定した ものであるが、 を わじし でもを 入の 
咐化 はな だしい。 これに 巧し 徐 出は 巧 級の 化卜； 4、 物 仿の巧 巧 等 じれ げらむ で 仰び 巧みの 做を W し 
で 巧る。 なつで 昨伞 がの 支拂な 巧が は前华 おのみ 二 化と なつで 巧る かげが 秋の ザが W ドげ な K 、 坤 

巧 ホ 策が ける 踞巧 力は 著し、 巧 易谭 著が 巧す る乏と A をて W ろを もが W 巧みょ フ 

ランスな 外の 前余プ n ック が闻 にも 兒巧 けられる。 

違 じめ では 旣に 巧な お额 かが かし、 か 助 語 おとの 化 引は な激 にが 巧して がる。 かで、 かへ で 
巧 巧 巧を 巧は か 巧の W 化 巧が にが 彩 巧を 及ぼし、 を； を ホ 裳が 門の 巧 作が、 を ホ コストを 化 本のに 改 
__ 巧し で 巧る。 

S 是 w をの 解 お 

化 ホ货慧 墓 力は 卽も 上ぶ S :— や 来 S 巧 巧 易 蓋 にれ ふ 所か夕 いか、 芝 他 器 城 S 
i 廢 、を 入が® 化を の 巧 か 等に 剌 がされる 巧 も 巧く をい。 

保 SK がでは 伞巧蝴 ドぶ 夕お科 品に 巧し で丰 パ— : 卜 、乍 望な K 巧して 卜： J パ， セン 


卜 、半 巧な に 致しで 十ぶ パ— セント •ず 燕 エ莱用 輸入品に おしで 二十 パー セントめ 關巧 値下げを 断 
巧し で おる。 か、 る大 ホの M 巧 引下げ や爲替 捕ぶ 制の 廢止 等が 巧 W の 貧 易に 巧を 的を が 巧を 度 ぼし 
で 居る ことは 云 ふまで もない。 

スィスに がでは 一九 一二 六 年 十月 二日に を 巧な 並に ぷ油 におし でを 入 耕を おなし、 六十れ ほ 化に I 旦 
る お 入 制 化を を 化 巧した。 ィ タリ— にがで も 十五 パー セントの 一 化が 巧！！ お 及ぴみ 均一 一十 パー セン 
卜の 巧み お « をを 化が しで 居る。 をの 上、 をな 品、 巧な 品、 羊毛、 石获 、を 巧 等に 巧す る W 稅 おぶ 
も 著る しく 援 巧せられ でむる。 一九 一二 六 年 十二月 一日から 新たは 巧を 貨巧制 巧もぜ 施せられ、 円 ホ 
取引への 索 化が 造られで ねる。 

巧の かく 一 おり お 巧では 巧あ模 巧の 解 おする 巧 蓮が 作られで 居 6 輸入制限 や 期 巧 巧 機が み々 じげ 
巧され で ホる 巧 巧が 踞 めら れ る。 而 しで 一九 一 云 ハ 年な 勃 巧した 平 巧 切 下げと 世 巧 巧 巧值 化の 培 助 
は、 世 巧 巧 おにが ける 巧爭關 巧、 取引 W 係を 改 おしつ、 ある。 これは を 近 五ヶ 年 巧の 化 ホ 巧 おに 見 
られ ざる 現を で わると 共に、 义景氣 巧轉 への 前 巧で あると を ふ 事 も 出 ホる ので ある。 

世 ホ K る 總 g ( ♦军但 T 夕】 
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巧 興 ナナス «濟* な 六 二 

一 化 一二 一一 つ年 1 C 九 •八 一二 9 四 
一 化 一二 一二 年 乂乂 •セ ーニを •一- 
一 九 一二を 年 九 六 •六 ニニ 0 •巧 
左 十 ニケ B 

一九 S 友 年 巧 一二 四 半 巧 一二 •五 セ ーニ •一 
一乂三 一六 年 巧 一二 四 半 巧 1 一ー ニ. 六 セス •六 
化し*# «« は 一九二 か 半の 價 巧を 巧苹 i する もの。 

巧を％ 易と 巧巧ケ 年計畫 

巧 逸 巧みは 做 ホ 巧みの 一環と しで、 い 如何なる なおを が じで 巧る であらう か。 巧 四ケ年 かおを 
巧 巧と しでか 何なる 巧 巧-面を 賠閒 して 巧る であらう か。 著 ホは 姑 近 ドイツ 統お 局の# をした かかを 
化と しでを の 動向を 巧を しで 見ょうと ぶふ。 本年 策 一阳キ 巧に がける ドイツ 巧みの 出 ぜ额は 一一で 六 
巧 お マー ク にを しで 前年 时 期の 出 おがを 約 十八 パ ー セント も 引離しで 巧る。 だか、 をれ にも 巧らず 
ドイツ 巧みの 巧を 粘 おはみ しも 援 かされで 巧ない。 何 かなれば をの 乂 部分は W 巧化按 の支拂 、お 
出巧をのが巧、 旅がの化ホ等にお6をでられめ一 千萬マ》クは化ホか巧じ於ける物が巧なのお巧、 



ドイツ 巧みのを るか ホ 袖 巧の 巧め にお 6 かけられで おる からで ある。 

而 しで 又 化か 徐乂 のす {かも 解 巧され で おない •か 巧 阳ヶ年 計 まの 進 巧す るに つれで、 これ 等 諸が ボ 
は 除 まされる ものと 期待され で 時る。 兎 も 巧 化 巧の 搜策闲 おか 闲の 闲巧贷 借が が 巧し、 ド イツエ お 
なに 勤す る需染 が 賄ぇで ホつ、 ある ことは ドイ义 巧な ホの 化 ホを 化證 する 一證左 となる であらぅ。 

巧 网ヶ年 計 まの お ホ ドイツ エホが では 近々 半 ヶ年閒 にみ 十 巧の 失 菜ぶ がが 巧す るに まら、々 働げ 
训は 益々 巧 化しで 失莱ホ 巧滅の 素地を 巧 化しで ゐ る。 巧械エ お、 電おエ お、 巧密 巧械エ お、 化巧エ 
お 等ち： を ホ 菜 部門を 始め 阳ホ巧 巧な 生 ホな 巧 もみ 巧に 巧が を 巧び で ホつ、 わる。 か 論が、 巧が、 メ 
タル 了 お 等の 諸 部の かもの 一巧を なつで 巧る ことは 云 ふまで もない が 化 巧 おは 城、！！ 鉛 等. 小 化 S 
巧め 巧に 化界 おに 到违 しでが るかに 见 そる。 いづれ にしで も ドイツ 持が ホは 巧 四ヶ年 巧董巧 化な 
ホ、 半年に しで 獻巧 不足、 技術ぶ 不 化、 對 ルな 巧不を にがみ ましんで 巧る。 いまや ドイツ 闲巧 じが 
ではべ 少 リンの 「巧 等に のヶ 年を 巧へ ょ」 のが おな、 デ ツ七少 ド 八フの 「生 ホす る W 化」 の 巧 おな 
等、 巧 阳ヶ年 巧 去を 中ム とする W ホ述 巧が をされ で 巧る かこれ じ 化つ で ホし でが ホ的阳 巧を 助 化け 
がるで わらぅ か。 未だ 謎は 依な としで なの ま、 巧され で 巧る。 

第二# ホ 四ヶ年 か查と ナナス* A 致 巧 ホ ーニ 



*111 ま 世 巧の の價と ナチ ス のの 價か策 

世界の すがは 物 巧の お 巧を 巧し、 物 巧の 崩 巧は 巧 買 力の がか、 貨お 制度の 助が、 巧 外な あの 制限 
化巧資 易の ま お 等 一巧の 反作用を 呼びを し 化ホ婷 •濟界 を お 化に 導いた。 

勿論 これに 勃ず るな々 の 對應化 巧は お 立せられ たが 一九 一二 六 年から 一九 一二と 年に 直る 轉巧 期には 
未だ お 立と 統一の 錯糕 時代を 脫 がしで 居ない。 

いまこの 巧み 巧の おみ ホから 物 偵 問題に 期す るを 要な モメント 若しく ば 現を を 巧 出しで 见 ると ホ 
の 諸事を が 列み される。 

一、 化 巧か墙 にがけ る 物 價の獲 動ち 農 かお 品 及び エ菜 おかの 物 巧を 筆頭と しで みれ も 一九 S 阳 
年を ド 向 殺を 巧 さつ、 あつた。 おが 一九 一二ぶ 年の 中間 的な 安を 巧を が あしで 後半 巧ょり 一九 一二 
六 年に かけで 巧が ホが しお あた。 一九 一二 六 年 十月の 化 ホ 巧 格 巧な は 一一 年 前の 水 ザを 約 十 ピバー 
セントを 無しで 居る。 

二、 だが 化 おにぶ 进す ことの 出 ホない 現を がかせ しで 居ろ 從 巧の 物 巧 おわは をる しく 阳凸 のが 

第一 一一 章た ホの 巧價と ナナスの 巧價 ft 巧 六と 



新興 ナナ K 細 濟通巧 々巧 

かを 巧び で 居た が 最近に まっでは 凡ゆる おなが 一 巧は が一 的に おびで ホ 始めた。 

巧 論、 多み の チムポ のか 異は ある。 ゴム、 铅 、巧、 巧 铅等不 巧 期に ド ホの 巧 だしんっ たものは 
をれ 丈け 强く なおしで 居る し、 お 需エ策 期 化の ものは 急速に 筋な しで 巧る。 

農を 物の 巧が 巧な はこれ と 巧々 異 ったが 向を 巧ぴで 居る が、 をれ でもが 巧し で 巧る ことにが ふ 
餘地 はない。 化 ホ 物 巧が 巧を 巧 制しで 居た せ 庫 品の 氾お もこの 巧は ド 火に なっで ホた。 

化っ で 巧 巧 巧 功を 旧 おする 就 化かが 漸ホ出 巧っ で ホっ、 ある ことが な はれる。 

S 、 おに 需巧の 側を 見で も 根本的な 避 化が 現 はれで 巧で 居る。 今迄 巧 目だった 巧 巧ぶ はみ 厢 的に 
攻 おを とっで 巧 はじめた しおが 品 巧が の 巧め のがが か 巧、 ィ タリー に 封ず る 化 ホの 閒 巧を 夕坊 
としで 巧 おった 思惑 巧、 物 巧 巧 巧、 利 润の巧 化、 フランスに がける 中 巧が 下げ 巧 いづれ も購巧 
力を 巧な する 巧材 巧を なしで 居る。 

巧、 携ホ物 及び 巧れ 品の がかが 巧は 一時を ぶ 品 巧 あな 善の 迫隨を かさ ブる ところで わった。 ぶ 化 
品は 農を 物に 化な しで ホ 巧 巧 ドげ にけ ふ規夕 のお果 著る しく 不利な 化 件の 下に おかれで 巧た。 
ゼが度 お W の 用 底 貸借が が 巧し で ホた 巧みに 完巧 品の 取引が 媒 にも 新たな々 がか 閒 けで ホた 巧 
でみ る。 



な 上記 巧した 巧が 巧勒に w する 梓 巧は エち闲 と 度ち 闲のお 別な く ホ ホの 瑞 みとな つで 巧る。 

これは ホ巧內 にがけ るな 巧 巧 あがなの 上に も 巧いで おる。 卸 巧 物が おおは 最近 巧 推 的に 巧び でか 
でむる。 化づ英 WQ 巧 贸物巧 おな を 見る とこの ーヶが 間に 阳バ I 七 ントが 化しで 巧る し、 スエー デ 
ン では 五 パー セント、 スィスで もや 巧 切 ドげ 前 巧に ぶ パ I セント、 祐网 では 二十 六バ ー セントた々 
增 化しで 居る。 米 W のがな は 比較的 巧 かしで 居る が をれ でも 一九 一二の、 五 年に 比する とも 二十 パ ー 
セント か 上しで 居る。 

一 おに W 巧 巧みの 巧が はが W の 巧 巧が かにが を 巧を 度 ぼし、 をち ぶの 利 巧を ホ 化さ 甘、 W 巧の 巧 
なが 巧を 化 おしで 巧る が一 化 三 六 年 巧の や 巧 切 下げは ザを かもの W 巧を 巧 巧し つ、 わる 巧 巧で わる。 

モ要 S 团 のな 資 情# 巧 g 

一九 一二 五 年 十 H 一を 二 六 年 十 H 
芙 两 をク八 六 一 •二 
スエ ー デン ス を •巧 六ク と 
•ヘル ギ ー た 化 •阳 六 一三 二 
ホ W 六ク四 六 化 6 

日 本 を 0 • 0 を 一 •■ー ハ 

第ー ニ 章ホ养 のか 價と ナナスの 巧價* 策 ホ ホ 



新興 ナナス ーー 濟 4 巧 ホん 

か 两 六 化 •四 ちた •六 
か W セ 八ろ 六 六 •の 

スイス 九 云 •一二 を 一 •'义 
チ t ツ 3 八 五 •六 セ ーニ •六 
ド. イツ ー〇 二 •八 10 巧 ，111 
備ネ ー か 二 I 二 年" 一 00 

この 統計 Q 中 V 讓す •へさ ことは が 闻§ 巧 物 巧 おな 《開 さがみ 第 這 ば A られつ、 わる ことで 

ある。 

卽ら 、一九 S 五 年 十月の 指 おを ぶる と 巧 田の 五八 •八から スイスの 九 一二 こ 一一へ 一二と •ぶの 明 さが 
あつた。 をで 一九 一二 六 年 十月には 英两の 六 一 •二から チ ユツコ のと 一二 •六へ 一二 •巧の 閒 きか 巧 さ 
れで 居る に 巧ぎ をい。 これを 見で も 物 巧の 巧き が テンポの か異 こを われみ 策に 巧 一のに な 6 つ、 わ 
る ことが 巧 はれる。 だが 巧が の 避 巧は 未だ 停 巧した 課では ない。 

化闲にがではホ巧巧下げな巧、 巧內物ががを々—ブを描いで巧貴しつ、あるし、 其他の諸巧化が 
でも 《巧が まの 足 どクは 依が 持續 されで 居 ミた <巧 近 五ケ 年閒 のか 巧の 巧 さょ 6 も 一九 ミム ハ、 よ 
年の お 巧の 巧 さがょ なをが であると 言 ふこと がを へる 化 g ざ I (。 


ホに 前 や 巧 切 下げ 諸 巧の 巧み 避 巧を お 討し でぶ ょぅ。 

巧資憤 か巧數 

j 巧 田 米 W ナ；。 ベル ザ| 

I 平 巧 切 下 前 ーヶ年 一一 六 •一 1 CK •八 1011 1 〇一 三 一 
I や 巧 巧 下 0 を 時 义化 •セ 100 •一二 10 平 一一 一 一一 四 ふ 

I や寫 下を ーヶ巧 S を 6 10 四 •一一 10 子 八 一一 化 6 
モ價切 下を ーヶ巧 sll •六 一三 •八 S ク五 一二三 一 •セ 

用 ザ 英 W の や 懼切下 ザは 一九 一二 一年 九 巧、 チ* ッ n では 一九 一二 巧 年 二月、 米國 では 1 九吉 I 二年网 M 、 ベル <1 では 
1 九 一二を 年阳巧 、而 して 孰れ もこれ はや 價切 下げ 前を 一 〇〇 とした 巧 » である。 

- 

巧に 列擧 した 四 ヶ闲の 巧が 指 かにが いで 特筆すべき ことは やが 切 下げ 後、 が蜗の おおが 均 化を 化 
つでホつ、あつたことである。 然るにこの均衡はが巧の 猪^|^巧策に化つで巧々に 分解されでおつ 
た。 

巧两 では、 や 巧が 下げと w 職し で ホ 字を 巧の 克服、 膨化 巧みの 引插 A を 目的と する 化 政 政 巧、 ク 
レ デ ットを 巧 か 揉 用 甘ら れ 、をの お 巧 半が 切 下げ 化、 向上み を辿ク つ、 あつたな 巧 物 仍枪わ も 化が 
じ逆轉 し、 巧 內巧濟 め 巧の な 苹 となる ホ 均 闲巧ホ 巧々 もを 態 依が のがが をを する じちつ わ。 

第ー ニサ サ养 のれ 價と ナナス のれ 巧 •パ 九 


« 興 ナナス！！ 濟 a 巧 AO 

ナ エ ッ n にがでは新貨おな巧のおホ、 卸資物巧が巧八パ1セ ン ト向上しで居る。 だか率均ホ巧巧 
はお 闲と大 村 小異の 巧 あを 辿つ で 居る。 

ベル VI では、 二十 八 パ ー セントの 平 巧 切 下げと W おしで 卸寶物 巧が 約 二十 阳 パー セント おなし 
でむる。 化し 牛 巧 生活 巧は 殆ど 化な しでむ る。 この 物が 唐は 贷 おが 上げと や 巧に おんで 巧るな 化を 
れ だけない 巧强 さを がつ でむる 課で ある。 

米 闻の平 巧が 下げは これと をく 淫 つた 條 かの 下にを 行せられ た。 ホ闲 では 巧 貨巧化 巧に 化つ で 巧 
お 問 お、 クレデ ット閒 お、 闽ぶホ 字 閒お义 び 巧 大な输 巧み 問題を 調豁 する ことに 成功し なかつ た。 

た •、巧 巧 お 巧を 二十 ニバ ー セント、 み 均 ホ 巧 巧を 九 パー セント 引上げる ことにぶ 巧した 丈で ある 

化つ で 一な のには やが 切； 卜げに 化る 巧が 吊上げは、 ち 化に 歸 しで 居る と 見で 差 支へ ない。 だか 衍 
が 問 蘭は W みの 計 ま 巧みに 化つ で 達 ホされ 得る ものと 見る のが 現下の が# にがでは を 巧で わらぅ。 

巧をがホ諸《の巧巧力の換頭にを巧される處も巧くないがおぶめなものは化然をの闲のが‘^!^化巧 
で わる。 巧 濟か巧 も# おの 段 巧に 依つ で 巧が 問題に 巧く 度な が 速つ で ホる。 か 巧、 スィス、 佈 内ず 
に 例を とつで 見で も 明かな かく、 巧 蘭と スィスに めでは、 信用 ボ瑞 引が めを H 的と する 巧が 化 巧の 
故に 巧が 閒巧か 支 おされで 巧る し、 佈闲 にがでは ホ 字が かと 巧 お 化 上げに 仏る 膨 化な 巧の 化に 化か 



脚 題が 左右 甘ら れ でむる。 詰 6 曲 ホは をれ まつた 巧が 巧 巧 巧を 描いで 居る。 

化 两の物 巧は をが に 度 巧し で 居る し、 かが、 スィスの 物 巧は お 巧な 足 どらを 見せで 巧る。 

だが いづれ にしで も キ巧切 下げは 巧 巧 物 巧と ホ 巧を 巧々 を 巧 本 的に なまし 得る ものでは ない。 た 
だ 一巧の @ 巧の 波と 見る ょ A 化に を 大 なな 寒が ある 譯で はない。 

ナチ K のみ 價政巧 

ナナスの 物 巧な 巧は 化巧ボ 場は がける 物 巧の 避 動 や 諸ホ闻 の巧货 巧な 巧は 影 巧され るょ 6 もドィ 
ッが 巧な 巧の 乂 網に 彩 巧され ると ころが 巧め で 多い。 これが 爲 めに ドィッの 物 巧は 巧れ 年 問が ど M 
づけに せられで むる か携ホ 物は をが 的に！！ 化し、 危 巧の 乂苹を をは 脫し でむる。 

エおぶ戍おの巧がは一九一ーーニ年なホ、 お於きにサられで巧るか、 巧歷的には巧ぶパ》セント化ド 
しで おる ザげ さへ 認められる。 巧 巧が 生を 部門に がでは なおぶ 化 品 及び 衣 巧が 一九 一一 一二が な ホ、 の 
二十 ー パ ー セントが 功し でむる。 

巧し これず は、 戚 巧が がが おなしで ホた 巧め、 自 巧に サ 6 上げられで ザた もので 例外 中の 例外で 
あらぅ。 

ザ 己々 サ ホの 巧價と ナナスの 柯情致 巧 ホー 



巧 興 ナナスな 濟巧巧 


I イツ じがけ る 物 巧 政 巧に かぶの な 作用を 及ぽす ものは、 一九二 一六が 十 リ化命 甘ら れた 全闲 .口 か 
制ぶ を W なで ある。 村を：：： なは ドイツの 物 巧を お 二次の ケ年 計を におなず る 里 大な化 巧を なびで 识 


« このを U おか 從 ホの がか 制ぶ を：；： かと 
^ 化 本 的 じ 巧 速す る點は ホのを 樣を献 興 甘 
卽 られ でゐる おに 存 する。 卽も 町に 物 化の 
一^ 引下げ やを 巧を がふは 止 iw らず 化に 巧が 
T を 制を し、 巧 お 的に n K 卜お 式の 化 ザを 
巧へ る椎 力を おする。 このま 大な巧 巧は 
一九 S 六 年 十二月 一日が ホ 甘ら れ たんぶ 
:^なおぶに仏つでみめでドィッが妍歧巧の日おたされてホち ドィッの巧格巧苹ち 化でこの化 
ぶを 中 ふとし で 巧ぶ 甘ら れる 。だが このぶ をには 凡ゆる 巧が のかな、 物品、 化物に 巧す る 巧 格が ム 
けを 然 字る 化 W がつ いで おろ 而 して 火が 一九 一一 六 年.：.".^ 八 HS- 巧 苹巧 格を 賠守 ずる 若 か 化 
ぶ せらむ、 この おを じ 迫 化した るぶ じは 巧乂 のを 裳 紫 止、 がみが 巧 巧 止 等の 罰训が 課せら むる。 を 


一し お 別が ぶに 巧な する もめ、 みは 除 ま 甘ら れ る。 

卽ら輕 余 お、 级 、みが、 烁肉等 •说料 供が 9 若る しく 坦潍な ものに おしでは、 例外 おぶ をぶ けで わ 
る。 がし をれ も お W がが. 父を を 化 則と する 大 おの 下に 化ぶ 甘ら れホ琪 巧が を巧亂 する 妨の もいで は 
ない。 

この 化 搜ホ物 及び 紛械 法に 該 巧す るが 品 も、 例外 化を の 中に 加 へられで むる。 ホに 泣が 及び 利丫 
等 ももを：：： み 化ぶ の 尚 外に 置かれで 賠ろ 詰り クレ デット 市場に がける 巧が 榜 巧は 巧 阳ヶ年 かぶに 
お づく财 化か 巧と おが 政策に 包含 甘ら れ特 巧の 化かの ドに 支 お 甘ら れ でむる。 

.化に 闷 巧を もに 化 づく化 引 巧が、 外 巧 巧 品め 巧 巧 等は いづれ も 例外 规 ぶの 中に 拟 かれで がる。 

I これ 等は ドィッの 巧ホ义 をを 目的と ずるが 游化 巧に 巧 おを 典へ ざる ものと 誌れ られ 、む 別 化 ひを 
一 3 れで睹 る。 

ドィッの 物 巧 化 巧は 巧の ヶ年 ホぶ を 巧 巧 的に をむ ずる 巧め に牺 巧と 巧 おを 期 かさせる ことかが 巧 
的 前巧條 化で あると 云 ふが 前に ホ 巧し で 巧ぶ 甘ら れで 居る ので もれに 於 巧を 巧へ ブる ものは 例 ホと 
なれられる。 

けれども巧が巧成を巧かす悄巧の钟がしたる巧なには、 を闲巧がを=^ながおなお故を廉ずる權化 

巧 一-一巧 サ ホの 巧懷と ナナスの 的 價致巧 Al 二 
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巧 興 ナナス II 濟 通な 四 

をが がしで 居な、 諸 法々 をホ吿 する を 巧を 巧 巧せられ でむる。 

ナチ ス巧 ホ か 巧の モットー は 現 巧 生活に 卽 した 諸 化 策を 樹立す る ことに ある。 この 巧缚城 則は 巧 
巧みな 策に も 適用 サられ る。 これは ホを なにし で 寅 化 あるな 供に 化つ でのめ ぜ おされる ので ある。 

な 上 記述した る 諸が 化に 化つ で ドイッの 物 巧な 巧は をか掉 巧せられ 曲 お獲 力を なつです る イン フ 
レ— ション 防止な 巧が ホ 第に 强 めら れで ホる ものと がられる。 

だか もれは ドイッの 巧 外 巧みを ばょ 6 巧 おに 巧 巧せ しめる お ホと なる であらぅ。 . 

いづれ にしで ももれ はが おにぶ 服し 得ざる 內的ネ 盾で ある。 



完 


ニニ •八 
1 一一 二 -二 
1 一二？ 〇 

0 の •阳 

ー ミニ •セ 
1 0 お •五 
と 七 •八 
セ ホ -0 

» そ 一九ニ ニ 年 十 H を 1 〇〇 とナ 


ザーニ々 化 ホの 朽 估と ナナ* のれ « 政ぶ セぶ 


戍 お 
生まな 
巧 巧な 

巧 おお 
を 巧 巧 
巧# 阳 内規を 巧 巧 
巧な か闲 おぶ® 巧 
時み 海 巧が ホな 


一网 •二 
一一 六 •四 
一ー ニ •五 

を 二 •化 

一二 五 ニニ 
一〇 二 •九 
ホ ニ - 〇 
五一 1 T 二 


ニニ •八 
1 111T 九 
一 一吉 • < 

九 六 -0 
一二 八 •一 
1 0111 •四 
ホ 三 一 •五 
五六 •八 


一一 化 
二吉 
一二 四 

一 〇 一二 
ニニー 
10 四 
セニ 
セ： 二 


一二 


一二 

五 

八 

と 



ま 四 ま ナチ ス 金融の 內幕 

I 

ー ナチ ス のをな 巧 巧 

- . 

ナナスの W 巧巧娩 はこの ー ニヶ 年間 旺盛を おを 巧 動は ぶ おはれで 居る。 だが この 投を巧 動は 如何に 
巧 はれで 居る であらぅ か。 か 何なる 贵 おといへ ども、 流のを 本の 巧" ぶな くしで 巧 進し 巧る ものでは 
- ない。 流 劫 資本は 亦 巧ました 信用が おを 基 巧と する ことなしに 巧 成され 得る ものでは ない。 

故に ナチ ス のを 触は 正 お 的な 流動を 本の 巧 化と をれ に 適み した 信用が おの 確立を 前提 化 件と なし 
„ で 居る。 か 論を の 巧 作には 卓越した 技術と か 巧を 必巧 とずる が、 をの ま 面には 何等 欣 術け かか 在し 
- で 居る 巧では ない。 このな 化に がで ナチ スお 融の內 おを 神 _ が 化する のはな を 得た る ものと 云 ふこと 
j が 出 巧ない。 

ー ナチ ス a 民 g 濟 にかけ るが 資狀度 

I ー ホ ニニ ザ ーみ 号军 一み 一一 あ 半 一み ち 半 
j を 巧 巧れ あびを 巧 一、 おお 0 二、 1 1〇〇 六、 お 00 セ、 阳 〇〇 

ザ W サ ナナス 4* の 巧 寒 ミ 



新興 ナナス « 濟 IS な セん 

索 屋巧案 ち ハむ 化 115 一、 六 0 C 一、 化 〇〇 
あなず ホ 11110 二 8 一二 左 0 阳む C 
な 柔 をを 0 六 00 八二& 化 00 
エ 索 四を 0 ぶ 二 0 一、 网 〇〇 二、 000 
手エ ホ 及 巧み 置 一を 六を 0 八 二‘ 五 堯〇 
な 計 四、 二 五 0 を、 1 00 一一、 お 00 ニニ、 だ 00 

傳ザホ 巧 十但マ I ク 

おでこの 統 ホを 觀を ずれば 如何なるす 段の は ホ 如何なる 巧 巧な 條 化の ドに 一 化 一一 三 K 中な 朱. のむ 
を おびに 生 ホ 巧 劫が 肺へ たかと 云ふ閒 おが 提 おされで ホる。 

この 脚 おは ドィッ 闻 はが ホのを おを 一 巧し 信用 化 態の 巧の が おを を 兜し なければ 巧 解され る もの 
ではない。 

巧に 巧 お 力、 投 おが、 瞄巧 等を ながと する 闻 はが ホを おのが お 段 巧と をの 巧 かを が 叱し でん、 ら 
なければ をの 本 巧は 巧が されない。 

一九 so —— 一 化互二がのデ フ レーシ ョ ン時化は例をとつで見でも化かな觀なホはが本粘がの化 
に 一が 巧 ホは 萎が 衰退を つ < けで W たの だとが ぶを ドす であらぅ。 だが が 巧は が 本の； がか かが 



用さ れ でおた に巧ぎ v ^を業ぶ の 貧怠が缺け で居た巧め に废化を信用がおがを Q ま 、 か巧さ れ てがた 
に 巧ぎ ない。 

然し これに だし 生 ホ 的な む 載 活動の 爲 めに 信用を 巧 乂し巧 おすれば、 販巧 は增 化する し、 收 なは 
が 巧し、 巧を、 巧 入 等 も 問 化しで 朱る。 かで、 化へ で义を か娩巧 もが おする。 化に 一 お 二た の ぉお 
とろへ るので ある。 

i ナチ スは 一九 兰 S 年頭 か膨 火な むを 計 晝と巧 期 クレデ ットの 巧ぶ に 仏つ でおぃ み卜： かを 脚 巧した。 

I がしで W ホお閒 甘ら れた 似々 のが お 段階を 巧な づければ ホの かくで わる。 

1 一、 化 滞 期 このげ 化には 巧を は 沈 浦し、 企を ぶの 巧ぶ は 巧が し、 侣用 はが 化し、 グフ レー シ 3 

^ ンの伤 かは 巧 行し で一肢 巧が ホは 不お をつ < け 生 ホ ヵ巧剩 、技み みのお お、 おな なみ 湛巧巧 W ぶが 
みが 現 はれで 巧た。 

二、 お 巧が ところで ナナスな かは 多 巧 的な々 侦お巧 化 巧を お 立し、 た用モ 形の がけを なつで か 
が ホを 拔 作し、 たお々 做 力を 生 ホが おに 吸引す る 方 かを 執らは じれた。 斯 く.- i で、 化袭 々做 力との 
ぶ 品と 梨が が剩を 本を おなしで、 闻 ぶの 口のに 勤な した。 

一二、 副み 作用の 巧 生 巧 彻お巧 政策の が 化に 随伴し でが々 財を ホが 巧の 巧が、 販 巧の がか、 を 化 
第 田 章 ナナス さの 巧暮 ま 



巧 興 ナナ*！! 濟 I * 信 さ 
述 おのが お、 デフレ I ション 巧 巧の 巧 退、 巧 かまの 收乂增 化、 なお をの 化を 囘 巧# の 削々 的な 反 作 
用が 巧 おつで ホた。 

四、 が 巧を 本の 膨脹を 融 巧には 扳出手 お及び 信用 手形の 巧 巧は 依るな をの 膨 股、 巧 我 化 入の 巧 
加、 貯金の 增 化、 金融 巧 おにが けるな 却、 お# の續出 及び さ 巧を 巧の 進 巧 等 ホ 策 巧に ががず る說巧 
化が 現 はれで 巧た。 

ぶ、 あおの 進行を 共 お資な 巧に 化つ で おを せられた 膨胶赏 おは 巧規 おを、 は 間 巧を に 化つ でな 
々が 巧せられ 生を 力、 巧 お 力、 貯巧 品の お 巧を がくに 至つ た。 

か、 る 段階には 二つの 資 展性が 巧され で 居る。 一つは 公共 投 をを 巧 制しで をが# の# おを 化がず 
方を。 ニクは W ぶ 的 公共 巧 巧を 先にし でな 巧 W を もれに 從设サ しめる か、 迎なサ しれる 方 化。 この 
策 一の 方法には ホ W が 巧し 游 一一の 方法には 巧 逸が 現 はれで おる。 

ム ハ、 巧 をの 巧 合 巧な の 巧 合には な 其 おを を 先にす る爲 みに 巧 期 負が をを 削し でを 期を 化に み 6 
巧へ で 行かなければ ならの。 この 巧の 巧 ま 本な 成は 凡で 巧みが をの 黄 巧を がた な けれげ ならない。 

と、 か 巧 化の 段 巧々 衝力ゃ 生 ホ 能力が 極 おに 利用 甘ら れお 外からの 獻 がを 入 もを おした 巧には 
を おはを 毕限ホ おに 巧を しで 居る ものと おで 差 支がない。 



こめ 段 巧に がでは な 度 化々 肢 したおが 巧 法を を お 的に 巧 用し w 產の完 ぶ おを なつで 巧-一一 w みの 化 
巧 品と 巧みす る やぅ 巧れ なければ ならない。 

をし も W ぶが 非常な 巧 張力を なつで このを 期を 巧 巧 せんと すれば、 巧 干の 化 人の かおを が ザし • 
巧 間の 巧を をを 戍 しで 巧く やぅに 仕向けなければ ならの。 

をれ はは 亦を 莱 ホの 適を な 巧 力が を必 巧と する。 だが ナチ ス かがは もれを 合 巧のに 巧 かしで 米た 
若し ナチ ス おな# に 神が 巧が 在らと すれば、 をれ は 一九二 一一 一一 年め 椎をお 立し でな ホ デフレー ン 3 
ン克 化の 巧め に 巧つ で 巧た W みの 果敢な 動員に 化つ で 解明され なければ なら 《。 

現せ ドィッの ま 本 及びを 本 ホ あを々 巧 せんと ずれば おな 巧の 基 巧を なすな ホの が W 的 化み 的 W 化 
を 田巧點 としなければ ならない。 

な 上 記述した 閱 なから みのお 謀が 抽出され る。 卽も ナナスを な ホは、 

A 、 信用 豫備 力の 巧 員と おな 巿 おにが ける 信用の 巧 巧ぶ 
U 、 巧 ほが 濟が 力を おを としで 巧を する 化かを 本の 巧 お 
C 、 貯 をと 個人 おおを ながと しでの お 巧 おな の設ぶ 
これに 化つ で、 をの 膨脹 質 編を 賄 ふこと が 出 ホた ので ある。 

« 巧 章 ナナス 会 融の內 g 八 一 
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を融ホ 場の 巧ち もを 行 

ドィッ 闻は紹 巧を 巧展サ しめる にち つた 大 いなる 原因は ホの 一一つ である とを ふこと が 出 ホる であ 
らラ ° 

卽 ももの 一つは 闲夕 がな 苗 凹な を 目のと しで 膨大な 公 巧を 負 巧 せんと 举備 した こと、 二つは が 期 
浮動を ほ 巧が を 巧 化し 闻ぶ的 白 的の なめに 金融 ボ瑞 をが 作した ことこれ である。 

この ナチ ス おおか 巧に 從 つで 余な ホ お、 手形 巧み 巧、 お 巧 及び 信用 巧 M のを ホ 巧を は 一九 が 
な ホ 著る しくな 善せられ で 来た。 1 九 一二 六 年 巧は はこれ 等 諸 巧 期のを 巧を 目的と する 流ぶ 湿が の M 
收が巧 はれた が、 一九 一 云 ハ 年末から 一九 S と 年初め にかけ でぶ もがが を 再現し がが な 巧は がかす る 
し、 化 ホ 手形は 不 巧の 巧 化を 辿つ で 巧た。 

これと；！ 时 にが 利な 證 がの 流 ホ 巧は 一九 一ー ニニ 年中 巧から 一九 一二 六が 中 巧までに 約 十 佐 マ I クか化 
した。 か、 る 短期を 本のが かに 化つ でな 行 进夕 はがを 巧れ 取引 湿が が 巧 巧が 等 もを お 化かの 不 がを 
つ < け るに まつた。 

だが 一九 一二 二 年な ホの おお 手形 のみあか 巧は ドィッの 信用 託满 M がが 巧は ホ 巧す る 凡ゆるす おの 



勘 引を がふ ことに 化つ で おがが 肢の爲 めに 決を のな 巧 巧を が じた ことを は 迸し で 巧る。 

而 しで 手 お及び モお證 がは 一九 一ニ ニ 年 十月から 一九 一二ぶ が十リ でに 約 阿 十な マー ク增 かし、^ 
用ぶ 巧關 のをを 內を はお 巧 十六 值マ I ク 改善 甘ら れ でむる。 巧に 一九 S 六 年には 約 十八 惚^'^ 巧 ザ 
1 ク のな 巧手 おが 巧 化しで 居る が、 これ 等は 大部々 W 立 お 行に 化つ でが 化されで がるので わる。 

巧 立 お 巧の モお ななは 一九 ーニー ー年 ホから 一九 一二 五 年末までに 約 十二 ほ マー ク巧 化し、 一 化 •一一 六が 
末 でには； 化は 八を 111 で 萬 マ I ク增 化しで 居る。 

がし これと：！ けに 巧 立が 巧 じがげ ついでむ る お 利な 斑 お 义 びみ 巧な 物が も 一九 S 二が な來 一一 一 化 •一一 
千 マ 》ク巧ぇでむる。 

これを 見る と W 立 お 巧のを ホ をの 一巧に 巧 おが 巧され でむる ことは がへ ないかを も 巧 地は はを 
れ だけ 巧 化し、 販巧ホ 巧の 巧 化と 貧 お 化 上げの お ホた 菜ぶ と 巧は の おを がが ぇで ホで W る ことを ぶ 
明し で& る。 

一九 一一 一六 年上 九 ヶ月 脚に がける 化 巧 手形 及び 巧 巧の 巧が は 一 化 一二 一一 一年 M 期間の 水 ザを わ卜叫 パー 
セ ン トを热しで巧るが、 これと^かに«は巧がも巧が及び化がををれで約二个パ》セ ン ト增加し'^、 
& る。 巧々 S 販资 部門に がでは 小 巧な 滿が M 巧 問に 巧 二十ぶ パ— セント 巧 そで おる。 

第 因 ザ ナナス 金融の 巧暮 八 一二 
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これ 等 謙が 態を 一九二 九 年の 水 ザと 比 巧し でぶ ると がに 注目ず べき 現を が褒 はれで 來 る。 が も； 
九 二 九 年は は 爲い巧 おと 物 巧の 化に 小 巧は 巧 一二 十四 パ.- セント、 W 巧 所得は か 二十 九 パ— セントを 
れ<^ 一九 一二 六 年の 水 苹を夕 化しで 居た。 處が 一九二 九 年上 九 ヶ月 脚の ホ 均 巧 巧は 1 九 S 六 年 M 期 
閒のや 巧 通貨を 約 一六 パ— セント 下 巧つ で& る。 これを 見で も 一九二 九 年な ホの 巧货 がが かに 引が 
つで ホつ、 ある ことが 巧 かとを るで わらぅ。 

がしち お 流 あ 祝は ドィッに がで も 諸 外 巧に がで もが々 は增 化しで ゐ る。 
a 貨 Q a 展 (巧 年 十月 末概 ホ〕 

獨这 (百 萬 マ— 夕〕 芙 H (巧* ボンド〕 AW (巧* フラン) 

一九二 化 年 六、 四 一ご二 一二 五 九 六 八、 二 六 A 3 
一九 三 一二 年 ち セ ー四 一二 五八 八 二、 110 お 
一九 一二 一二 年 ち 六 一二 0 一二 六 化 八 一、 〇义化 
一乂 一二 置 年 六、 二 あ 化 四 〇〇 八 一二、 一一! 0 六 
一义ご 一六 年 六、 セ ー】 四阳 一二 八 セ 、 I 乂八 

を あ » 年閒 にち る ドィッ 倍 用な 行の クレデ ヴト巧 巧を 巧べ でぶ ると ザは 舆 かわる 事 ザグ 訟 わられ 


卽も 叫かが の 貸出しは 大部 か 公共 おを に 向けられで おる か俩人 おを には かけられ でむない。 而し 
で貸出及び手形寅をの勒合はべ ^リン大お巧の巧ぞ結がに比巧しで 1 九二九年末のぶぶ、 ニパ》セ 
ントから一九ごーニ年未の六二、 とパー七ント、 一九一云ハ年未の四四、 八パ》セントとホ巧に巧をの 
ホ調を辿つでむる。 がし手形、 お夕手お、 を價巧券は阳巧閒に1111ーパ》セ ント、 二ぶ、 ーーーパ—セ ン 
卜、 四四、 ーニパ》セ ン トと渐增のが向を示しでわる。 

一な にが 信用 お 行の 貸借 おお 表を お 討し で 見る とみの 說 尊せ が列舉 される。 

A 、 旣述の 如く お 巧クレ デット の宝點 は、 手形 資ホ 及び 證券 モ 形を をに 移行し で お 6、 ベルリン 
大お巧 及びを ホ 信用 巧 曲のを ホ內 をを 見で も 一九 一ニ ニ 年から 一九二 一六 年までに 二十と な マ ー ク のを 
おを をの 巧 化が 認められる。 あほ この 手形を 產の內 課を 調べで 見る とを 共 事せ に関する 手 おか 始巧 
大部分を 占め、 個人 企 菜に 閱 する 手形は 至つ でかい。 

この 他 一九 一二 六 年 一一 巧な がの 信用 ボ 巧には 流通が 問 ー ニヶ 巧な 上に 及ぶ 期限 化の モ おがぶ るし く贿 
ぇで 巧で ゐ る。 信用 調 ホ 巧の 巧 報に 化れば この 手形の 殺が は、 一九 S 六 年 一月 ホの 一一な 六 千ぶ ば 巧 
マークから一 九ーニ六年十巧未の十一 巧マーク へ巧巧的に巧化しでゎる。 

B 、 ホに 注目すべき 事を はが 信用 お 巧が 闲 ぶのを 现 をな 引を けの 巧め にを 大 ななおを 巧 じで -わる 

> 四 章 ナナス A * の 巧 幕 八 あ 
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ことで、 乂規 巧は 巧 巧せられ るな 化は ホぶ にな 用 おがの ながの 中に なをし つ、 ある。 

C 、 ベ ^リンぶ乂ががの巧借お糊は一 化ーニニ年ホから一 九ーニぶ年ホまでに約十のはマーク滅かし 
で 巧る。 これは ホ 闲クレ デ ットの 化か 中止、 ク レデッ ト巧戾 しのが 化、 巧みを おから ホる をが のが 
み、 M 時に か 凹に 互る 海外 說闲の 半 巧 切 ドげ、 巧 化物 權の化 ドら、 最後に 倘 人の 信用の なが かを W 
決を 的な： を 因を なしでむ る。 

ベル U ン 大巧 巧の 巧を 化 巧 

十 H 末な ホ ー九二 九 半 
手が 义話ホ 乎が 二 一、 巧 
有な 證券 一、 六 
巧 m 巧 二、 ご 一 
手 お まを 一二、 化 
麻を あ 巧を 一二、 巧 

爾ネ > 巧は 巧 巧總稱 にか 十る 比 ホ 

けれども 化 立が 巧と を ホ おがの 閒に はおる しき 相異が 度れ られ る。 化 立 おが じかでは 巧 借な 糊 か 
化ート しで 居る けれども、 な 共 お 巧 ホび にを 共 信用 巧 期に めでは 巧 借 巧が が 逆に 增 化しで おる。 


一九！ ニニ 年 

一八、 セ 
六 > 六 
ぶ 一 > ぶ 
二、 二 

阳 、•立 


一九 一二 五 半 
二八、 セ 
1 0、 二 
阳 六、 八 
二、 八 
一二、 八 


i 畫 

三 ミ ー、 六 

一 〇、 と 

の 一三 一 

二、 ぶ 
一二、 阳 



卽ち w 立 巧 巧と 州立织 巧の 巧を なおは 最近の ヶ 年間に 約 十一 お マ ー ク增 化しで 巧る し、 中央が 巧 
お行にがでも闷巧閒に巧十六悠マ》クのおを热額の巧加が認化られ、 义ぶ公ホ巧別設備にがでもも 
のぶがは！1巧閒に十と谊 マ 》ク巧加しでゎる。 

D 、 上述の かくが 巧の 巧 出か 巧が 年間に 漸 ホが かする 傾向を なびで 巧る としで も、 をの 巧 巧に ち 
つでは 注目 すべさ 現を が 示されで むる。 もれは 不況 期に 焦 付と なつで おた をみ め巧抽 がな 用 かおの 
巧 巧と ホに ホ 巧に 囘收 されつ、 ある こと、 だに 大部々 は あ 還され つ、 あるず 巧 すら 認められる こと 
これで わる。 

E 、 巧 巧な 巧の 化引內 をの 改善は キおミ おのが かに 依つ でも 證明 される。 

裏書 キ おの 變 n 

ー ホ ニニ 半 一を 量 年 一を 二 あ 半 ー ホ ニ ホ 年 

闲立巧 巧の 手 お 在な 二、 八 豆 セ ご 一、 一阳セ 阳 、〇を 八 阳 、八 八 八 
.を 巧引级 巧の 乎 おせ 高 三 二一阳 ー セ お た 六 八 阳化ご 一 
を ホ ーー ー、 一八 一 一二、 一ニ ニニ 阳 、六 ニス ち 一二 八 一 
ベルリン 五大 银巧 八 六ぶ 化 1110 六 0 九 あ 化 八 
十一 火 だ 用 お 巧 莫 一 五 二 八 0 一八 あ 

第 内 章 ナナス 金融 の 内 » 4 
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培 同 街む 云 八 セ 
お 公共 特則 設備 四 1111 
中央 巧ち が 一、 直 ー ニ 
合 ホ ーニ、 四 二八 
爾 々單 なな 萬 マ I ク巧半 十月 爾ホ 

このが 計は 巧® にキ での お 加 にも拘らずを 信用 お 行の まぶ ホ おが 巧々 しでむ る ザ 巧を 《說 つで 
わる。 

か 論两巧 巧みの 巧が と共に 非 割引手形は 消 巧し で& るが、 一九二 一六 年 十月 ホに がける 化 信用 かれ 
ぶび 信用 橘 S 丢掌 おは 二十 四 谊二千 萬 マ， ク にが かし、 巧ぶな 巧ぶ ぴ金巧 引か 巧の 美ぶ モ おは 
五十 巧鱼マ I ク にが 增 しでむ る。 

この ホを はこれ 等 諸# 関に 依つ で お 引され る 公共 キ おがを るし く 巧 化しで ホた ことを なかしで む 

る • 

F 、 クレ デット のみ あは 巧み、 信用を 巧と が蒂制 巧の 諸 巧 期との 問には 非常を 巧異が 生じで ホた 
が 蒂が行 及び！！ 一: 讀諸巧 W のを ホが 態度 吊に ホ 化しで 居ら 中央 貯落級 巧の こ デ ツトは あお お 年間 
に 目 巧し き# おを 巧げ でむる。 おが、 ベ 火 リン 五大な 行の クレデ ットは 一九 一 こ 五 年 十 巧まで 表 おの 


云の 六 
セ 六 一 
四 六 化 
'セ セ 六 


九 一 

二、 一六 丸 
i 
一二、 〇巧 セ 


10 五 
一、 四 二八 
阳二 
T の 二 0 



一を を迪 6 、 一九 一二ぶ 年 十月から 一九 一二 六 年 十月までに 、かめで 二鱼マ I ク巧 化を 示しで わるに 巧 
ぎない。 

がつ で 信用が 巧のを ホが おを々 がしで 見る とみの お 論が 得られる。 卽ち 一九 一ー ニニ 年な ホの ドィッ 
巧# はな 共振 典な 巧が 巧が 的み 力を 有 もな 共 事 菜に おする 長巧投 まがを 大 をな 巧を 占めで 巧る。 公 
共 巧が 市 おの 時 巧 おおと 中間 金融は 化つ でな 立 お 巧は 景氣の 巧 後は かくれを の 活動 分 巧 も 狭められ 
でむる 0 

巧し 巧四ヶ 年計畫 はこれ 等な 立が 巧の お 巧に も 新任 巧を 閱 がする であらぅ。 

何な ならば 現ぜの ドィッは 個人 企業を 巧 娘し 化 巧 工業 施設の 改 集を 化 進し で W お 的 目め の爲 めに 
巧 貝し をければ ならない からで わる。 

資本 巧 巧の 巧が 向 

一 九ーニ111年化巧のナチ スを本ボ巧には巧なる傾向が現はれでホた。 この巧向はが^!^ 1 なが巧が 
をな びで ホた なめで も あるが、 潜在的な 生を 力が 生 ホ 巧 おに 巧 引 甘ら れ闻 巧を 巧の 巧收が 著る しく 
お化しで ホた 爲 めに 巧つ で 巧た ものである。 

第阳サ ナナス 会 « の 巧* 八 九 
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卽も不 巧 巧め ドイツが 满ホ はが 化 力を おがしで わた けれども、 もれを 活お づける がな じ 化けで む 
た。 、 

だが 一九 一二 一一 一年な 乂お立 甘ら れた かかの 諸 おが か 巧に 仏つ で 休眠が 態に がかむ でむた 生 ホ ヵは、 
な々 に 巧の 巧を 帶 びで ホた。 

而 しでを 本が 戍の 上に 巧：： r 化を お閒 ずるに まつた ので ある。 この 資本が 化は ホ ホ ヵ かが W A とな 
るに つれで ホ 巧に 巧 巧を 硕火 する ものである。 

従 米を 本の お 化は ド クター •シャ 、イト が 云つ でゐる 如く ドイツ 闲 化が ホに とつで を 火な な 巧を A 
めでむな かつた。 處が新 四ヶ年 計を. いお 立と 共に 巧が 重 お 化を 加へ、 おか W ホの 化が をが 立ず る卜： 
にめ で 必变缺 くべ からざる ものと なつで ホた。 

ドイツのを 本 巧 化は 火 巧 ホの 一二 化 則の 化に 縮 立され でむる。 巧 一倍 用 博 W 、 化 お 度び ぶが が おを 
ぶが とずる あ 本 巧ぶ、 巧 二 rt ごを 融に 化る 流 勤を 本の 巧ぶ、 巧； 一一 祕 おを 化と ずる 阴ぶ的 致 本み 化 叱 
これで ある。 

この ご 一が 則は いづれ も 巧が なな 寒を お々 でむる か、 を 近い 化が おおに めでは みに 巧： 二の W ぶの 資 
本の 巧 巧に* おが 巧 巧し つ、 ある もり、 如く 巧 じられ る。 



如何なる がかを 見で も 明かな かく お 巧 化が の 巧 金を 化と しでが 化される を 本い 巧 化は 政 化 著る し 
きものが ある。 

一九 一一 一六 年上 十 ヶリ 脚の 巧を 巧な は 一一 运 ニモ 八げ 巧 マ ー クに おじで 前年 时 巧の 巧な を お々 ド おつ 
でむる が、 これは 巧 巧の 增 化と 巧 本编遐 の增 化の お 巧で あな、 巧 余は 一九 ミ ハが 十バ 末にげ W 十二 
はマ1クにをしで 一 九吉二年十巧末の水ザをお内+のなマーク速媽しでゎる。 

而 しで 貯洛が 巧の 巧みは 年々 巧 加す るが 巧を 巧び でむる。 

お 期を をは 一 おに 生か 化 おのが お金を おがと しで 巧 化せられ でむる。 この 巧を 本は 一九 S 一一が じ 
なと十のな マ—クにをしで&力が、 一 九己み年十巧ホには二な二十八化 マークじトーつでむる‘ 

生を な «« と 資さ 

一九 量 年 一を 一四 年 一を 五 ザ ーを H ハが 
巧を 巧が 一ち 八 一八 一九、 八 ムハ六 一二、 一 一充 八 こ 二、 たたた 
巧 巧を 巧 阳 、〇六 0 闲、 闲一亢 阳 、を 一八 化 JM 1: 六 

二、 一三 一ー ニ、 円 10 二、 巧 九 セ ニ、 ぶ-: 八 

ホ问 ill と 111 1、 10 セ ー、 一号 呈 

巧の ホ ナナス 会 M の 内幕 カー 


內巧 
ず 巧を 
かの 巧游 
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± 化 巧が ニニ II 二三 一四 二八 巧 3111 八 
巧で わ® 一四 九 S 九 一国 II ニニ 〇 

化しな 半 十 H « ホ (♦巧が 萬 マ— ク】 

個人 企 策ぶ び 公 おを 策に おまされ でむる 生命が 除を 化のを 本は 一九 S 1 一年 末に 一二 十八 位 マ I クに 
巧ぎ なかつ たが、 一九 S 六 年 十月 末には 五十一 一一な マ I クは 達しで 巧 十五を マ J ク巧 化しで むる。 こ 
の 中四值 一千 八な 萬 マ I クは 一九 一一 一六 年上 十 ヶ月 間に 巧 化した もので 巧 かの テン おはみ 巧に 急速と 
ならつ、 みる。 

然し 村を 本の ま、 むは 個人 企 菜から 公共 企 菜へ 漸 ホを 動し で 居 A 、 一九 一一 三 一年な 巧 巧 化かしで むる 
をが 證券 在爲も 大部 か闲巧 引受けに おら 向けられで ねる。 おを ホに 巧す るが 巧 趣 おおな のがな は 一 
九 一ニ ニ 年 ホの 一四 パ J セントから 一九 一一 一六 年 未の 二 五 パ！- セントは 引上げられで 居る ので この か 向 
はまみ 注目せられ でむる。 

長 巧 資本は を 近 信用な 巧の 巧 おに 依つ でも 梢ぶ せられる。 

ベ 作リン大な巧のを座巧をはを近ー ヶ年閒はお六千萬マーク巧化しで一 九一一一六年十巧ホにはぶ巧 
一 一千一 二百 萬 マ ー クは 逢し でち 6 この 化 信用 お 巧の 長期 巧を もな ー ヶ年閒 化 二な ご 一千ぶな 巧 マ I クが 


おしで 巧る。 

信用 化合は がで もを 近 かれで 巧 おなかの 巧 向が 現 はれで 巧た。 

從ク でな 巧を 本の 化 源は ホ 所に が 化されつ、 あると 云 ふこと が 出 巧る であらぅ。 

ホは 巧 一一のを 本な ホは がいで お 討し で 見ょぅ。 

こ、 で 言 ふ 自己 金 おに 依る 化 巧を 本の 巧ぶ とはを 菜ぶ か 株式 貪 化を がを し、 巧 おからな た W なの 
中、 一が を 配を 若しくは 巧 おの 形態で々 祀し 巧を を述 用し でを 本と なす もの、 謂で ある。 

これは 自分の H 巧 施設を# あさせる ばか 6 でな く、 エ お豫備 力、 お 轴巧備 力と をつ でを 本 ル おじ 
_ 一重 巧な 巧 巧を 巧ず る ものである。 先づせ 近な 年閒 はちる 白 己を おの 巧 お 化ないで 见 ると 九十 一 化 マ 
I I クの巧 まを 本を をつ 一千ぶ 巧の 巧 式み 化は 一九 一二 五 年 十一 一巧 未が 切らの 巧 巧に がで ぶは 1 千 阿 •百 
一一 萬マ1クのなをを畢げ、 をの中立を九千ぶす萬マ》クを祀を若しくは貧巧のおおで々柜し、 巧が一 
6 1 1 千 ぷ百巧 マ I クを なかを 本と しで 運用し で 居る ので ある。 

1 この 他せ 合が 换をあ 巧と する を 本の お戍も 苗ぶ 的が 菜の 巧め には 重大な な 巧を よわで なる。 

美ち巧みは 一 九一一一六年十月末に二十巧 マ ークとなつで 一 九ーニニ年ホの水ザをお六巧八で巧マ 1ク 

~ まがしで 居る し、 失 菜 おお も 一九 I 云 ハ 年 十月を 一十 九な 六モ巧 マ I ク となつ で 一九 一一 一一 一年 ホの 水が 
♦田 章；* さの C 慕 を I 
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を 九を 二で 笛 マ I クタが しで 居る。 

これ 等は いづれ も 巧が ホ 巧みの 收入巧 か と共にを 本 巧 巧の 一段を 巧ず るを 巧を がしっ、 わる。 
だが、 を 本 市 おにが でかを 的を 地位を お 立し っ、 わるものは 次に ぶべ る 巧を に 化る W ぶ 的を 本の 
構ぶ である。 

巧を にを づ< 困 家 的を な 

一九 11111 一年な ホ ドィッは 府が 遂行した 々化 お 舆攻巧 A びぶ 化 巧 おは、 膨 欠な 巧を をぶ 锥 とする W 
ぷ 的を 本の 構ぶな くしでは 到底. 巧 現し 巧ざる 巧の もので あった。 

ド ィブのを 裙收乂 は 一九 一二 五 年 —— 一九 S 六 年の 年 巧 期に がで 化 十六 巧ぶ 千 萬 マー クに 上って、 

1 九 一ニ ニ 年 —— 一九 一二 一二 年の 水 ザを 巧 一二 十 値 マ— クを がしで 居る。 

而 しで 一九 ミ 六 年 四月から 十月を のと ヶパ閒 にがけ るを 巧收 入は 六十ぶな マ I ク にを しでが 年 M 
期の 收 入を 約 十は マー クタ 巧し で おる。 こめ 巧な で 巧けば 一九 一二と 年 一ニ リ までの 化巧收 入は な 化视 
をもをめで百十八色 マ 》 クに上ることでわらぅ。 

■を 巧 巧な ホ 巧た に 巧 用せられ た 租視巧 目は 化 入 お々 巧ぶ びみれ 巧で あるが、# 化 巧は 巧が 的 かお 


はなせられる 巧 巧で わら、 一九 一一 一六 年上 半期に がける み 化巧收 入は 一九 一一 一二 年上 半期の 化 入の 九 巧 
に 上つ で 居る ので、 闲ぶ巧 巧に とつで ま おなか おの 一つと なつで むる。 

この 化、 を 目 すべさ 役 化を 巧し でむる のは 販資 耕と 巧 巧 巧で ある。 

期 親は 外 W 巧 易 ま おの お果 、いまの 所 保な め 程 おにと < まつで むる。 巧し 夕 化な 携ホ かの お 人 こ 
巧し では 特別 おが 課 甘ら れで居 A 、 これが 特 ますべ さな まを よめで むる。 

供 班 化 入の 巧 化と ホに 州 及びな 等の 地方 规收乂 もが 轉 しつ、 ある。 勿が IW 巧收入 ほど ながなが 化 
をを しでなる 譯 ではない が、 一九 S 六 年 第一 四半期は がける プ n シァの 州 おは 一ー ニ、 八 パー セント 
巧巧は巧六パ》 セ ン ト、 をれ<^巧かしでむる。 

州 及びな にがけ る 地方 規制は 一九 一二 六 年 十二月 ホち 化 甘ら れた巧 制を 巧 法は 化つ でが 本 的に 改ザ 
せられ、 化 巧の 一一 元 制が 解消され でな つた。 

而 しで 従 巧 巧 雜を巧 A で 居た 十六 巧 目に ちる 地 お 巧 おな、 エを巧 等 も 解消し、 を W のな 耕 制 制 化 
の 巧 一 化が を 化せられた。 

かは これ 迄の 地方 自ホ ほは を 早 地方自治 巧では なくしで 闲 ぶは 化 巧す る 一々 巧と 化しで おつた。 

化つ で ド ィブのを 闻 的を 巧祝收 入は 内面的は も 外 お 的 化 もを々 が轉 しで 巧る であらぅ。 

第 西 章 ナナ* さの 内 寒 お 立 
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次に 問 巧と せを るの 寞莱 かが 巧の がみで ある。 一九 一一 一二 年 化に がける 失 おか 濟 《は 始驾下 
一を 五 千 苗 マ， クに 上つ でむた 虔 が、 一九 一一 一六 年废 には 至运 T ク にがが しで W 矣的 おがを 輯が 
ずる ばかち でな く、 をれ だけ 田ぶ を 本 巧 化の 源み をが ぶす るに まつた。 

田 ま、 州及ぴ なのが かを はが ホを 視收 入の 巧 化と 失業 かが、 巧 菜が か、 失業 化な 巧に おする 巧 费 
の 巧 巧に 化つ で ホを は 立直つ で ホる であらぅ。 

をれ は ホ W を 的 巧 巧を を 巧す る巧備 力を おぶ する をが ともなる 譯 である。 

ドイッの 巧巧收 入は 一九 一二 一二 年 巧め から 一九 一二と 年 かめに まる 阳ヶ 年間に わなぶ 十 値 マー グが化 
しで、 あ惦 巧な 巧の 公共 曲 お及びを 巧 諸 巧 脚の 負 巧を 淸算 する にが 立つ で& る。 

吏は る 近を 巧が 計 局め 钱 をは 依れば、 巧が 收乂 のな 善 や 失業 ホが 夕の巧 巧 巧に 化つ で 六 千 萬 マ ー 
ク のがる お W 金が 生じで 居る おを が ある。 

これは 田巧充 ザの 巧れ におら を でられる ことで わらぅ。 

ド イブの 田 巧々 はな 街な 巧の みならず、 巧 舊あ规 の 收乂に 化つ で大が 巧に 巧 はれで おる。 だか ど 
もら かと 云へ ば冉 をれ をのち ム はな 巧な 巧 ょら 巧 我な 巧に 巧が しつ、 ある もめ、 如く 成 じられ る。 

. at .イッ Q & 巧 化ん (単な 巧 萬 マ— ろ 


ー ホ ー八 年， 1 ホ ニ 111 年 一九 一二 あ 年 1 九 =1 ガ年阳 H-H-H 
クー 巧 五 四、 0 さ ー クー セ 六 旧、 一ニ セ 八 

一、 巧 I 五 ち 10 三 云 ハ ニ 八矣 
一、 五 二 四 五一 10 1*0 奎 八奎 
力〇乂 二 10 五を 一 五 星 

一、 000 一、 五一 カ ニ、 0110 一、 111 五 ホ 

巧 费巧 一、 セを 一 K ち 九 ース ニニ 九 一、 一二 0 四 
M . 巧 一、 10 お 一 >0 六 お 1 M 1 四 化 八 一二 
を — ホ 化、 0 ニニ 六、 八阳六 九、 巧 あ 四 六、 阳九阳 
卽らド ィプの か 政は 巧 巧を おのおの とを 巧を 巧の 行 詰 6 に 化つ で、 两 ほに 膨大な 巧 巧を 强 がする 
ことなしは 巧 立し 巧ない 悲巧 にお 6 つ、 ある。 

扭券及 巧 引 ホ 巧 

ドィツの 證券 ホ 巧は » 巧の 化 入を な 巧のを 共 事 巧に 巧 化する 爲 A の 化か 苗で わる。 をれ はお：： 十 化 
巧の 巧' 巧を 目的と する 取引 ザ 巧では なくしで、 政 おのな まなが おの 下にな がれ 巧を 化が する 一 々巧 
でみ る。 

备車 ナサ ス さの 内* i 


巧慧及 營窠巧 

貧 錫 巧 

な乂巧 
•♦肚 巧 
K 責 巧 
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従つ で 新規 巧 おを ボ巧化 上提す る 巧 合には 必ず 致 巧の 許 ザを 得なければ ならない。 がしで が おに 
ホ ホ サられ た 巧 ホを 見る と、 先 づを巧 證夕 が一 九 一二 六 年 未までは めの 十二 谊 マー ク《 むせら H でむ 
る。 . 

この 中、 みあに « 巧せられ た 公憤は 六を マ I クで 一九 一二と 年 二月までに 責 出され、 がが ぶが かれ 
度び を 度 引を 曲の 1 部に 巧つ で 引を けられた が、 お 局 苗 巧の 巧を 增 化に つれで、 お 巧に 散 かせられ 
で 巧く もので わらぅ。 

次に 一九 一二 六 年 十二月 ホ々 巧 サられ た 四々 五 巧付プ n ンャ公 化は 一一 但 マー クに をし、 をの 中 一 化 
ぶ 千 萬 マー クは 一九 一二と 年 二月 一日は 巧遼 すべき 公 巧は お 6 向けられ、 巧が ぶ' Ms * マ— ク の 中‘-'^ 
萬 マ— クは 一九 一二 一年 及び 一九 一 二の 年 癸 巧 のぞな 巧# 借替 への 巧 A にが 巧せられ、 巧る ので 巧 マ— 
クが巧 規に巧 化すべきな 巧と をつ でむる。 

巧巧«行の證ホは^5^4^としでをの巧引をお限されでゐるが、 巧四ヶ年計畫と共にホホみ馈お及び 
W ホ お 巧の 確立が をみ とせられ 巧 一巧 マ I クの 巧規證 おみ 巧が ホ 可され るに まつた。 をの 1 部分は 
がかを 杜及ぴ A •E，G 等の 整理に 巧 立 も 橡まホ 巧に もが お 響を 及ぽ しで 居る。 

ドィツに おける 相場 Qein 



一 菌巧數 狐山 文 « 工業 かエ荣 
一を 亢年 ニニ ーう 九 二 一四" セ ーニ 六、 八 

一を ニニ 年 置 四、 狂 ぶ 六、 0 の 八、 六 
一丸 一二 一二 年 六 屯、 一三 セニ、 八 六 一、 拓 
一丸 一一 一巧 年 お セ、 五 八 四、 一二 と 一、 八 
一九 三 一ぶ キ 丸 0、 四 九 六、 を 八 一二、 あ 
一义一 一一 六军丹 一 0 六、 0 一一 19 四 九ち の 

« し 一九二 四— 六 年を 一〇〇 とす 

この化質巧ホの巧巧にも夕かの手必が化へられ、 一九互六年と巧にーニ千巧マーク、 一化ーーーみが十 
月に と 千 二な 巧 マ I クの 證券み 巧が がされで 居る。 

一九 一二ぶ 年には 質 巧 券 及びを 巧の 大を 的が をへ が 巧 はれた が、 一九 一一 一六 年には 主と しで エお巧 お 
の 借 替が巧 はれた。 

而 しで これ 等 借を 公 巧は ホ 均 利 ホ 六 分からの みぶ おへと み 第に 化 下しで 居る が、 中にはの かがけ 
I をが も 現 はれで むる 巧樣で わる。 

一 K ィツ •まさおけ ミ S 朽 

第 因 章 ナナ*. 会！！ の 巧 g 丸丸 
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’ 公共 倩 券 
ミー 0- 
二 四 八 
セー 
- セを 
六 ミ ハ 
丸ー ニ セ-: 


民 历值ホ 
八 


巧 义巧巧 

九セ义 

一を 0 
九】 
一四 一二 

一 五六 
三 ーセ乂 


« ネ 军 化な WT 夕 

この 巧 升を 巧で ホ 巧 かな かく、 を 共な 夕 の 巧 行 巧は 一九 一二 五 年は まつで 化か 增 かし 一廉 十六を I 一一 
千 萬 マ r クは 上つ で 居る が、 一九 一一 一六 年上 十 ヶ月は は 更に 前年な 巧を ご 一谊マ I ク上 おつで 十九は ミ 
モと百萬マ1クはましでむる。 、’ 

これでは 公 巧 イン フンは 勿を のこと 資本 巧 巧の お 巧 も 憂 ホ 甘ら れ るが、 ナチ ス ドイッに かでは 一 
片の 法々 化 化つ でを な 巧 巧の 巧 巧を W なし 得る 化な となつ で おる ので、 化のを 本ち 巧 謙 冉の巧 巧を 
なつで 凡で を 巧！！！ する ことは 出 ホない。 

まし ドイッ W 內 はがで 出な される がかを なつで すれげ 巧 ホ ホ 巧の 真 巧 も 巧 谎は捆 むことは 不可能 



で、 冉 巧は がけるな 巧な 獲のから を 巧を 巧 解す るよ 6 外は 方法が をい。 もれを なつで すれば ド イヴ 
證务ボ 巧の 巧が は 風前のを 火は も 等しき おせを 見せで 居る とを ふこと が 出 ホる であらう。 

巧な ホれば ドイツは がでは 證 ホ、 巧を の 引を、 應 まも 一片の 法令は 依つ で 巧を し 得る 段 巧 じ 巧を 
しでち るからで わる。 


♦囚 ザ ナ ♦ス All の 巧 慕 tol 



第五 章勞働 •巧 得 及び 消費 

ドィツに 於け る 失業者の がか 

一九. 二 年上 キ 巧に がける たを 巧 働 ホ ft は 一九二 八 年 I 一一 九 年の がが 巧に かける ホ 菜々 W おお 
ょ 6 もを かに 巧を した。 卽ち 五月 一日に がける そち ホは^ 十ち 六 千ん と 去 ふ未サ 有の 巧 記续を ホん 
出し、 失ち ホな あの 速 巧 も 次第に 念が となる にモ つた。 而 しで 失 菜 問 おはち 早 現を の ドィツに がい 
でれ# 的 巧 « となら 得な くを つで ホた。 

おが 巧存 する 失 栗 ホの 中には 大巧 二十を 人の すを 巧 か ホ かなを せられで ねる。 彼等は ものが 巧を 
が 巧 巧に 巧みし、 一を の戰 おを 有しで & ない。 

巧等が ー ヶ 月 の 中に巧働^を巧-史す る巧西がど の ちがに ち る かは ド ィ ツ 巧お巧かホも策化除所 
の 巧が じ 化つ で 巧 かな 巧で ある。 をれ はがる と 一九 一二と 年 一二 巧に がける 不 を々 働 ホの 巧 人 n はと 十 
ぶ 萬 九 千 人に 上ら、 巧 巧に がでは 八十 一二 萬 九 千 人の 巧 人 貝を 曲し でむる。 

第五 幸々 《 •所 WA び 巧 ♦ 一 0< 二 
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化 之、 巧が 失 お ホの 大部 かは 巧彻 不能 ホ、 巧谢被 制限ぶ である。 

巧衡 局の 統計に 化れば 一九 互と 年-也 巧 末、 十九 巧 二 千 人の かお ホは 不具ぶ、 ちが ホ おしく は々 做 
不能 ホで あると 云 はれで なる。 

若し ドィッ W 巧挣 -# の 中で 巧 倒 福 巧の 上は 化ぶ 的 か異が あると 云 ふこと、 ぶび々 制 かがを おがず 
る 巧 かに 巧ぇず 巧# と 巧 巧が 巧 生す と 云 ふこと、 これ 等の 满點を 巧 おする ならげ、 来而 トーた 策ぶ い 

巧が せる にも拘らず 巧 術ぶ にかず るぶ が 
が 到る 所 じを おつで 巧る とぶ ふこと も 〇 
^ ら# ル" されで ホる であらぅ。 

冉 一九：： 一とが 阳リ瑞 化 ドィッに がける が 
^ お々 倒ぶ 热れは 一で 八が 巧 人に 述し \ 、む 
ぶ る。 この々 彻 ぶれは 一九 S 二が w" いな 
巧 を 巧 做ぶ 巧を ぶげ 九 4 •巧 人 巧 化しで むる 
この 彻刖 じた 策 ホは W が 八で 巧ん 汹 みし 
で わるので あるから 巧る 巧 十 巧 人は 〇 巧 




ぃ Ji 

，ぶ 誤. 


i 


著に 化る 巧 做 力ろ 巧た じ击ィ も-^ 化 
と f も—。 

. • t ii がし 渡 i— びで 
冷-^,.， \ ;い.3?^?^^||| ^ ゎ る もぃ におた ミミで、 お 巧に •於 

- i^iln 

ぉ なま^む なお ミミ 
れ おにが 化が 险お找 を帶び ミミ •丄裝 
巧 お、— 等 器 ホ in W 巧人义 びが 

收 ：^ 千 二 •百 マ ー ク化 上の 巧が をが する 制々 おも 試 お ザい 中にはな ^><れ でわない。 

上述の 如く ドィッ 阀化 がが いが 施 的が お、 巧に 化 ホ 財 化かが が 雌の 巧 おじげ 應 しで W 巧 ホ お 
部門の な莱 ホれ はお 年 巧 かにが 加し でが た。 

だが、 诉 蒼生 ホ 部門 も 塞 巧況 をみ し：！： ホ お郎い 化お襄 は塞搭 向を 雙 でむる。 

か中媒 維エ莱 部門に かでは このが 向が おしい。 

第た # ホ ーー •巧が 及び ホ 巧 一 oj 


巧 興 ナナスが 濟 If な 


化って 一九 一二と 年 巧 一四 半 巧には 生を 化生を 部け も お 巧 化か-ホ 部 巧 も前伞 M 巧に 比 おしむ 叫 パー 
ント のが 策ぶ 巧 加 举を娩 しで わる。 


失業 巧衡を 巧を 
鑛 山 
おが、 ±材ェ を 
巧、 イタルち 產 
化 巧ェを 
巧 巧を 


職業 别に據 る 巧 ホホ窠 iKi*i 

ー ホー ーー 1 一年 四月 
巧、 丸 八 セ 

二 一 五 
ニニ 0 
九 セニ 
ニ セ 
五 0- 


一九 己 セ 半 四月 
セ 丸 八 


巧 巧を 
木な 菜 
を WW ホ W 巧エ巧 
を 通 
不み 》 巧 巧 ホ 
そ萊巧 巧を 巧 あ 


ニニ 0 
ミ 8 
一八 二 
三 io セ 
_ ー セ 巧 
五 二と 


セ 111 
一二 一 五 
一阳 •立 



失業を 衬巧 おを 巧 ニニ 丑 一^ 

ホに や 均 巧働时 削に 化いで 調べで 見る と、 一九 年 阳バの ホ 均々 做け 削は と、 八 二け W じ 化し 

、一九二 九 年の や 均 巧 做け 削と、 六 とげ 削を が々 を おしで 巧る。 

I この 平均 巧 彻け閒 を 一九 S 二 年の もれと 比較ず るに、 1 U 一- 
巧 間 巧の おな となつ でむる。 

> . これは 巧 期 巧 倒が がかし で ホた こと、 就 策々 働 おのが 加した 
« こと、 而 しでを 谢時閒 を おおす るな 外にを が 巧 做が 備 力を 化が 
供 せざる ことを 證刚 する 證巧 であると 見られる。 






巧 巧 おの 巧 盾 


づ ドイツ 闲 はおが は 凡ゆる ホ お 部 巧に が ホな々 做 力を 編入し な 
ければ ならない。 巧 一 硏究が 門に めいで が 6 である。 

硏究 部門は ドイツ 《みならず を 化 ホに めいで がに 巧し い ホ ホ 
ぶ 化を 削を する ま： をな 部門で ある。 ドイツは 従 ホ この 方面に 巧 巧の 巧が をが つで 來 た。 化つ でドィ 


> お# 巧 働 •所 か A ぴおサ 


1 0 セ 


翁！！ ナナス g 濟 IRA 10 八 

ッ苗巧 »濟 をお舆 しを々 化 巧 的な 巧 在を# 揮せ しめる ためは は、 巧 方が に « ホな 巧 働 力を サ ぶしな 
ければ をらない。 

ホは 實 なまに がける 技巧み のまぶ であろ 卽ら硏 巧 室に がいで 收将 したみ 巧 や « 巧を 現せの 生 ホ 
巧 おは « 用し ぞ巧 化ず る こと、 このために 優 ホな を 巧を を 保有し なければ ならない。 

第ー ニには 勞働 巧を にがけ る おかみの 蒙 成で ある。 この おおに かいでは 生 ホ カを な 巧 化し •能率 巧 
おを 巧す ス爲 めに 專巧 的な 巧ぶ をが 有しなければ ならない。 

ドイツ 巧 品の 世ホボ 巧に がける 優を おは 專巧 的を 技巧み の 巧が 力に な ふ 巧が 極めで をい。 

だが ドイツは 今や 上 ホの 一一 一重 巧 郁 巧は がで お 術 的 巧 巧を のか 乏 をな 巧し でむる。 

おつで ドイツ 田 民が# の 化が 的 基 巧を おおす る たれは は、 巧 門 巧 巧を 巧、# 巧な ホぶ 化がず るが 
巧を 充 すた： e の おを 巧を » 力 的に 巧 行し、 息を 的は が 制しで 巧かなければ ならない。 

巧 巧が にがいで はこの 方面に がける 巧 力が 閑が せられで & た。 

ドイッは がけるな ホ ホの 化ぶ 的# 成は、 な 年 S 十 萬 人 若しくは 一一 一十ぶ 巧 人の 讓巧 生を な 巧と しで 
むる。. 

がし ドイッ 巧 おおかみ 失 菜が お 所な シ^ップの 報が に 化れば 一九 一二 〇 年には 化か 二十 巧 人、 一九 



; 一 一一 一年は は 十六 萬 人、 一九 s 二 年には 十二 巧 人の 講巧 生が をの 部荣を 得た に 巧ぎ ず化佔 をく 顧みら 

； れ なかつ た。 この 缺 巧は 急速に 除かれなければ ならの。 雄 お 策 及びが、 メタル H おの 如き ち 部 
門に がでは 今や おがみの 不足が を 速は 解 巧せられ なければ ならの 焦 间の閒 巧と をつ でむる。 

を お ー ニヶ 年間に がでは 相を 夕 なの 化 ホが 煤 用せられ た。 がし 編： をの 巧 化は 未だ 卜 々化が かされで 
。ない。 

あは ドイツ 職 菜が か ホ 失 お化臉 巧は 一九 一二と 年 巧リ ホ 上述のを •丄裝 部 巧に がけるな 術ぶ のぶ 巧を 
あす 爲 めに 巧 法々 を 巧 かした。 而 しで 巧衡巧 貝は をれ じ 化つ でが 巧な エ巧巧 ホを む a 化ぶ 5 化々 化 
態を 巧究 し、 巧な をの 補尤を 巧は なければ ならな くな づ た。 

一九 S と 年ぶ 巧 中 巧 ドイツが ホ かは 巧みぶ びエ おに 期す ぶが 巧 的が 裳 的な がに かいで 火 化 おの 化 
化を 巧 ホし、 個々 の おかか 巧を を お 的に が一す る ことじ 巧ぶ した。 

而 .しで ドイツ 巧华 の巧衡 を# に W する 巧： をな を おの ホ吿 は、 な 年ぶ 巧 一日は 開かれる ドイツ 賊を 
巧 おみで 指示 せられる こと、 なつた。 

I がし々 偏を がは 一巧 一夕に しで 巧を おぶ ものでは ない。 

I ドイツが 巧々 彻 お# に 化つ でかが 甘ら れ たお 術 ホを なつで 生 ホが おを 铅此 する 迂で じは か 巧 のげ 
第五 章 巧 ••ザが A びお费 一 0 丸 
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H を 巧す る ことで わらぅ。 

巧 ニ ホ四ヶ 年れ 畫 のな おのな あに 一九 一二 六 年 十二月 ホ 重要な 衰 まが 円、 巧に か 及び イタ"/ エ を、 
建 巧 菜、 巧え エ ま、 を 村な# 等に 曲し で 新法々 を ♦ホし、 同產 まが E み 巧 働 ホ、® 巧 ホは 巧を々 の 
みずる 巧函 にがでの みもの 義 巧を 變巧 ずる ことが 出 ホる と 云ふ規 巧を 巧け るは まつた。 

勿論、 この 法々 に 化つ で 巧 努ち巧 働 者のを 會的 向上を 巧げ る譯 ではない • 

一九 一一 一と 年 一一 巧 十一 日に# 布せられ たメ タグ 巧 « ホの 巧 柔に M するな かも 问 一の « 神に ぶづ いで 
制を せられた ものである。 このを 令は 化つ で メタ まの 技術ぶ はを 巧 官の巧 可を 稱る ことなし じ 
もの 巧 巧を 巧 巧ず る ことは 出 巧な くを つた。 

だが せ 會的择 をを 除ち する 爲 » に 人め M 巧を 考 なする ことは 云 ふまで もない。 

化 ホ ドイッに がでは 巧 働 者、 を ホ お、 巧 巧を をは 巧 働を お 員の が 可を 得る ことを しに •任を もの 
巧 おを 巧 巧す る ことが 出 ホた。 

がしる 近 » ホせられ たが 種の 巧 法 かは 化つ で 巧 働 ホは かを のこと、 工美 的 お 術 お、 か 巧 ホ 及ぴ巧 
化 一千 マ ー ク未 巧の 技 ホ朵は 凡で 间 一規を の 下に 巧な はれる こと、 なつた。 

新を々 は ドイッの 勞働局 か 凡ゆる 巧 働が E にがけ る 巧 占 的 地 化を 完 化した ことを ま 味し でむる。 



このをかの巧ホサられるに至つたお因は、 メタ^^エ菜の巧術おホ備すが缺をし、 一九ーーーと年一巧 
一日 現在な 柔 能力 ある メタ 菜の 巧 巧 おが 僅かに 吾 八 千 人を おず のみと なつた からで ある。 

現 巧技 術を の 巧がず は 手工 ま 部 円に 巧 分な がしで 0 るに 巧ぎ ない。 同產 業が 巧は を W はがで と 十 
萬 人の 巧柔 ホを 有つ でね る。 がし エ菜苗 ドイッに とつで ま 巧な# を 巧 由を ぞつ でむる 巧では ない。 
化つ で ドイッに がでは な 巧を の 两ま的 巧 占が を 現せられ たと 云つ でも えづ 差まないで わらぅ。 

巧 巧と 貧な 

ド イブ W 民巧濟 のな 典は 巧 働 巧 得の 上に もがが 春を 及げ し 一九 一一 一六 年度に かける々 働 巧が 巧额は 
一二 巧 五十を マ ー ク にを しで 一九 11 ニニ 年度の 巧 巧を 九十 ほ マ ー クタが しで わる。 

一九 一二と 年上 半 巧に がでは 巧 得 巧を 巧の 增かサ るかく 巧 働 巧 得ぇ 增 化しで むる。 

貧な 巧は 一九 一二と 年上 巧 ヶ月 巧は 巧 年 同 巧の 水 ホを の 十ー ニ％ を 巧し でむる し、 巧が 巧 ま定巧 はが 
年 同 巧の 水 ホを か 二十 九％ 巧が しで わる。 

»■»♦!!« S だ十但 マ-ろ 

一を 二 11 一年 一 窒署 一九 一二 五 年 一九 呈ハ年 一み ちち 至ーヶ 《巧 
一一ち 丸 巧 一克 、一六 一一 一二、 一六 一二ち 01 00 、丸 0 

ff 五 章 ♦儀*# 得 A ぴ 《 貧 1 一一 



懼夕 (ドィッ 統 t 局の ホ » に 巧 &• 

• み ミ？ 

巧 巧 ホ 及ぴ勒 々ホの 巧 み惧 しで 見る と 一九 一二 一一 一年の 水单に 比較し で々 化 ホ 所 おはの 六网 
% 、巧 巧を 巧 得は が 巧〇% ホみ.^ 加し でむる ことが 明かで ある。 

だが 巧 かまの 所得は 一 化 二 化 年の 巧 料に お 比し 八 〇% となっ でむる し、 巧々 ホの 所得は 一 0 一二％ 
となつ でむる。 

この ホ 盾は を 化 巧に がける 巧々 ホの 巧 巧が 巧 化 ホの 巧 得 ほど 火 さなが 餐をザ 父け なんった とろ ふ々 
せは 化っ で 解かせられる。 

がし 一九 一二 一二 年な 巧の 巧彻ホ 所得は をれ だけが 計は 戾 しで ホなければ ならな かった。 

ド ィプ 闻 巧が 巧な 巧の 茲詞は 貸 おと 物 巧を 調節し で 巧く と 云 ふ おは あった。 化っ で、 侣 用の 膨眼 
も货 おな 値の 化 ホ ももの 點 からが 制されで ホた。 

一九 一一 111 一年な ホぶ 面 上の 貫 おは おどが づけに せられで &る がが 質め な 巧が は 著る しく 向上し でむ 
る。 この 特巧的 現を は現赏 おの 特巧 とする 巧で あら、 な 前の 巧' ぶ 期に 見られな かった 現み である。 

いま 一九 一一 一六 年末が 計 局の 統計に 巧が せられた 十と 巧 目の H お 部門は ないで ホ 巧が 閒巧 化を か 6 
出しで 見る と、 


巧モ巧 ホを 一時 閒 おに お八、 一ニ ペン こヒ 
夕子み 設巧衡 ホ 六 八、 一二 ぺごヒ 
■巧 モ補巧 巧 « ホ 六 二、 一ニ ペン こヒ 
の 巧 合と なつで わる。 

''，一巧 令の々 かまの 所得が をれ <^增 化しで むる 主 巧な 原因は ホの S つの おは 较 甘ら れ る。 卽 も、 

, A 、を 板 的に 巧 化 時間が 巧を した こと、 而 しで 巧 谢時閒 お 計は 一九 一二 一 一年の 亡 4 ■八 あ 八 千 巧け 閒 
か^ 一九 ご 一六 年の 巧の 十ぶ ほ 二 千 巧 時 問へ お 二 巧 お化しで わる。 

.心.' かで^ 化へ でを 巧 的巧笨 の 巧 はれで むる H 莱が 巧に がでは お 巧 6、 が お 等、 特別々 做 時 閒が附 か 
されで むる。 

'/ B 、 巧 巧ぶ み 乏のお 巧、 な 巧な々 衡貨 深は 益々 なおの 段 巧に つ 6 上げられで がくが 向が ある。 

を 化 巧に がで や 巧 貸な な 下の 療 ザに 巧 かれで おた々 衝貨 おも 化 巧は 比な 的改 ぶせられ で ホた。 

C 、 恃 みなれを 的 か設に 化つ で 巧 弟の 生活 水 ホが 向上し で ホた こと、 卽ち ホち 利用 か 巧に 仏る A 
活力の 囘 化、 をち 化 殺、 巧衡ホ 住を のな 苦、々 « 部署の 改善 ホび に まを 等に 化る. が 巧 的 巧 化の 向^、 
これでみ る。 

第 左 ♦巧 働 •が 巧 A ぴ巧資 一ニ ニ 



巧 興 ナナス g 濟 巧な 一】 巧 

斯 くの 如くを 働 巧 巧の な 善は 巧み 巧隐 、巧衡 巧 おに も反咨 し、 最近を の 約 巧が おる しく 時が 甘ら 

化つ で 一九 一二 六 年に so マ ー クの 巧閒巧 化を 取つ で おる 

を樹 をは 巧 巧 做 ホの 一二と、 と パ ー セントに 速し 一九* 一九 年 

のが 化 巧と が CM 一の 比举を 走み 出す にち つた。 

乂 

衆 巧衡 所得が 改蒂 しで ホた が. なをを ぶきず るもぅ 一つの が 
め 巧は 大 みかのを 巧 おおで ある。 ィ •ゲ •染 巧に 例を とつで 见 
巧 ると W 貪 化では 巧谢 時間の 延 をと 巧 做 能力の か 上と を々 供 
t し、 一九 S ぶ 年から 一 化 一二 六 年までに 巧彻 巧が かみ 一と、 

巧 一二％ 向上した ことを 證刚 しでむ る。 おに々 働が 門の 化み 的 
申伞 かもを のが 材 巧の 一つに な へられる。 

化 ホの た 王 莱闲は 工場 閉鎖、 巧 傲爭巧 等に 化つ でが 常な 
巧を を 巧け でむる。 だが ドイツに めでは おどか、 る ホ ホが 
面を 巧 A ずる 現を を 見出す ことが 出 ホない。 


れで 巧た。 




ドィッが 巧資な 調の 大 いなる 化 煤と 努力を がつ で 巧る とろ ふことは が ホ 的 巧 おを 巧ず 献 聞の 一つ 
でもみ らぅ。 

勢 働 巧 巧の 《» (單巧 十。， 1，〕 

一を 二 一二 年 一九 一二 阳年 
巧 《ま 貧を 一二、 ー ー阳 、六 
を津 のか 巧を 巧を 五、 セ 六、 ミ 
一 その他 官 巧の 巧 巧 八、 二 八、 一二 
な か ニク 0 一一 化、 一一 

さなの 化を 巧 加 

一九 一二 0 年 — 一九 一ニ ニ 年に 直る 化 滞 期に 種々 の 巧を やお お 巧の 巧キ をを つた ばか 6 でな くが 巧 
- の 巧を を 本を 巧に ふつた エ おを 榮ぶ はな S ヶ年閒 に 幾々 立が つで ザた。 

I なち 率の が 加と 能丰 改善の お ホ、 收支 W 化 も 著る しくが 轉 しで ホた。 がしで を 化 期な ホの 抽ザお 
- 越し も ホな にが 巧せられ •おな をよ はがび 利涧を ホむ 巧 動か 本じ轉 みしで ホた。 

‘贫本 お 約 二 卡一值 マ ー クを おする 巧式會 化ぶ 十な にないで 硏究 しで 見る じこれ 等 訊# がの 純を は 

# おや 巧 H •巧 巧 及 ぴ巧费 一】 五 


一九 一一 丢半 ーホ吴 年 
一六、 セ ー八、 六 
セ、 一 八- 6 
八 、 ra 八 、 w 
一二 二、 一一 一二た、 〇 
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一ニ ハ 

一九 S -1 一年から 一九 一一 一六 年までに 巧一始 マー ク 
巧 加し でむる。 これに 巧し がが は： 一切！！ じ 約 •山 
>1 .萬 マ ー ク巧 かしで むる。 

配な 巧 加の テンポ か视 なが 加の テンポに 戊 ば 
なかつ たのは ね お 非を じ视 する 化 巧 制限 かあつ 
たからで か 策ぶ のが 立を 化 巧 も お 巧ず る 所 かが 
くな かつた。 

いづれじしでも株式み化のがホ巧巧は故近；*^ 
るし くが 祥 しで 来た。 か 本の お 聘へも 一 化. 一一 
; 二 年から 一九-二 六が までには 約 二が になつ でむ 
る 0 

ドィッのを 策ぶ ががく も おなじぶ がる こと S 
出 ホた のは、 一九二 八が から 一九二 化が じ おけ 
でを がせられ た 合 巧 化を 巧の お 巧で わる。 


う 


—— \ 

ち 巧 ザ «自 巧 W るけ がに ス ボア 



豪 


しで わる 節 か見ク けられる。 

第' 五 巧 巧 》 •所 巧 A びが々 


だが 現せ ドィッの 企萊 ぶが 滿巧 しで わるが な 巧が を か 
惧 しで 見る と ホ つの 巧 巧れ を巧见 する ことか 出 米る。 

A 、 がな は 一九二 六が から 一九二 化が まで. の种 向ょ 〇 も 
强く 巧いで わない。 純な のが 加は ホと しで n スト 化 ドの わ 
果 である。 

B 、 か 菜ぶ はお 外 利す 支拂 のがが 巧 ホが 巧みが 小に 仏 
つで をのな 巧を 著る しくが よず る ことか 阳 ホた。 

巧し •牛が 切 ドげ からな ける 利な の 火 部 かはんで 闲乂 にの 
巧し なければ ならな かつた。 

C 、 一九二 八が 二 化が のがが 仰に 比が しで 利な 勘ぶ は扣 
巧の 引上げ、 お出に がける W た 袖 巧に 仏つ で. が 巧 的に お 化 



巧 興 ナ ホス！！ 濟 « な 二 A 

みせ 巧は 一九 一一 一二 年な ホ ホの かく 急がに 增 化しで むる。 

一を ニニ 年 一 〇 六 (夏 T ろ 
一を 二 一二 年 so 
一を 二 四 年 ご 1110 
一九 一二 お 年 五 九 一二 
一九 一一 一六 年 一、 〇 巧と 

而 しで 一九 一二と 年には おにを 巧 おの 增 かを 見る ことで わらぅ。 昨年 中 巧 巧 上げられた みか 巧は ホ 
巧に 巧 巧 困に 作用す る こと、 をつ でむる。 

この 化將 巧の 巧 展性に 一巧を 化へ るを らば ドィツのを 菜ぶ は 今やを の ホ ホを を 保 的に 判 用し ぶし 
巧た に 化 力巧充 を阁ら なければ ならない 段 巧に 到を しでなる。 

而もを の 能力 请充 はを まぶの 自己 お 巧に 巧つ で 化は なければ ならを くな ク でなる。 

がを 菜が 門に かで を 手 さるべき 巧充は 凡で 巧 ニ ホ 四 ヶ年計 晝の巧 巧に 立脚し で おがされなければ 
ならの。 

ド ィヴの か 菜を には をれ だけ 多くの 負 巧が 巧せられ で ホる 譯 である。 



化つ でを 業 おのな 立を を 巧 もが 巧の 巧 菜 巧を 巧ます るなら ば 强ち意 巧な きもので はない。 

か 責、 消 黄、 供た 

巧# 的活 巧の 最牧の 目的は 两 巧の 一巧 生活 水 巧を 引上げる ことで わる。 

ド ィブは がでは 生を 力を を 巧 的に 利用す る ことに 化つ で、 一を ニニ 意 ホ 不振が 遊に 駐を でむ 
た 巧々 を 巧び 巧 お づける ことが 出 巧た。 

巧 化なる 人民 » の巧夕 をを も 端的に 反げ しでなる 小 巧な がは 一九 一二 一二 年から 一九 一 云 ハ 年までに お 
六十を マ ー ク巧 化し、 二 巧と 十八を マ ー クに 達しで 二と、 五％ おかの 巧 合と をつ でむる。 

第一 巧 半が にがでは 前年 问 巧に 比 校し おに ホ 巧 一二％ の おかを 示しで むる。 

小資 巧が は 一九 ーニ ーニ 年から 一九 一二と 年 でに 殆ど 大した 巧 化を 訟 める ことが 出 巧ない。 尤もを 巧 
品に がでは 巧 1 0%、 衣 化 巧は がでは 巧 一と％ の 巧 貴を 示しで むる が、 や 巧し で 見る とかど 巧ら か 
ホい • 

これに 反し ホ 巧 お 量は 著る しく 增 化し、 一九 一一 一六 伞 の小賣 ななは 一九二 九 年の 水 巧を 化か 一 0% 
下 巧つ で 居る に 巧 ざない。 

第五 章勞働 •ザ w 文び ホ資 一一 4 



巧 興 ナナス お 濟巧傳 一二 0 
K ィツ 小 * R 資真化 十® マ- クぃ 

一を 一九 年 一九 さ一卒 一九 一一ー ホ ザ 
ぶ 巧みび 巧 巧 Ift 、 な 一 〇、 〇 一二、 一一 一 
衣服 お 一 〇、 0 ち 八 ち 六 
ぶ 具が 阳 "六 一；、 一二 ご！" 六 
义 化が 樂品 阴 、八 一一、 六 ち】 

お 炭 一、 セ ー、 一 一" 二 
合 汁 ご 一六、 六 ニー、 八 ニ セ、 八 

巧衡 所得と 小資販 巧とは な四ヶ 年間に がかな 巧 化を 辿つ で& る。 

1 九 11 一巧 年 —— 一九 iir 五 年に ちる 巧 働 所がは 小巧販 巧ょ 6 もを るし くな テンポ じか 卜： しで ホた。 
然し 一九 兰六伞 には 小 巧販資 が々 働 巧のを を 無しで ねる。 

これは 巧み 的が 醒と巧 おあかめ お 巧、 か 菜ぶ が おのの 整狎 •やが 立 か 制な S 爲 めじが A 巧で、 W た 
利 供を お 巧 向上の 爲 めに 振 6 向けで ホた からで ある。 

おみが W はか、 る现 みに 姑 卓を かける こと、 なる であらぅ。 而 しでが々 はが 期 W 食品ん らお 期 刑 
巧 品へ とみ 第に をの ホ 巧を 轉 じで ホる であらぅ。 





拍 描に ドィツに がける が 巧は 年々 を 5 内 おを-化 巧し つ、 ある 

巧 ニ ホの ヶ年計 まに がでは 刑 巧. 郑門 にもな 誠 的 統制を がふ 巧で あら、 供給 不足な に對 する 阴 W の 
廉巧 を闲 ホの 化が おお 品に 轉 巧す るぶ かで ある。 

食 巧 品に 巧し ではな 耕 巧义お バッケ かが 刚 せる 如く 闲ホ 品を-か 进 ずる こと、 なつで むる。 をのが 
別を 列艰 しで 兒 ると ホの 如くで ある。 

A 、 お剩お 品、 消 巧に 巧 まし さ ホ 物、 卽 もが 鈴 巧、 ミ火ク 、おが、 めが、 がかを をがず るな が 品 

K 、 推 策 歎" r ず 節 的に 巧が 



を 

视 

致 


ぶ 


を 米す が 巧が 

C •瑞 化が 巧を カバ ー し 林る 
搜ホ物 

い、 ち W 化の ながり § 

な卜： なお おを W が 門 じが かし 
をむ 巧 階を ぶけで 化ぶ 化 巧 
をが ふこと じな つで むる。 


巧 化ク 巧 》 •巧の 发 びが々 
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食 巧 品 巧々 のを 巧と キ 巧に 巧 巧 巧 用に 曲ず るを 巧 も 自らな 本 巧に# 化しで ホた。 田拍巧 《 に 巧い •，； 
では かち 利用 巧 巧の 運用に 巧つ で まるし くな 夕を 輕滅 する ことが 出 ホた。 

又を 巧 ホ ♦事 巧に！ 一し でも 一九 一二 一一 一年な 巧 四ヶ年 旧に 巧を をるな がを 巧げ W はの 生 巧 水单を 相々 
に 巧し でむる •このまを は、 

{一を 号军 ミ 五 0 ( ST ，】 

，."一が 二 四 年 ミ 六 0 
一/一九 一二 •五 年. ミと 0 
，. 1 九 兰六年 三 九九 . 
j 夫々 あ 化 サられ 、か# な 巧に 巧ず る 重 おな W お 的# 菜と 見られで 0 る- 

巧 二次 四ヶ 年れ 查で はか、 る 化か 的 事 菜は 勿を のこと お夕 化を なつで 》 巧の 生活 狀 旗を 巧 かな 善 
し稱る ものと 巧 巧 サられ でむる。 



巧 ホ 章 ナチ ス獨 逸を® みる 

至は 畫 ご， ン特香 とし 5 a の 工業、 な濟 に？ S 貪 さる 巧を 本紙に をり 《夏 葬の 
音た 巧い t 著者が ホ S 朝した® マ 去る 81 月芙 B 罢エ業 舌た 罢 支た S て 工業 ■保 者义 
ぴ蓋 A ボ 著者 £ み ナナス S た f 夕を 但した 席上の 主ち なでを え 未だ S に i ♦サザ 巧 
ミロを S い ミ Q でもる だけに 3 の 巧请を 巧る に 好 麻 の 义 とな ずる。 ca お ♦ょ® 0 

なが 巧 逸へ 行つ た 時には ホ 常な をお这 みで 巧つ たもので すから 向 ふに 巧つ でから も 非が はを ふげ 
々しでか 强し 、いろ {なほ 巧を 得で ホた ので、 化つ でを さんと をつ た 時に も、 巧を の热总 をな で 
いろ^^^ 參考 になる ことを を 話したい と 巧つ で 居 つたので すが、 生 巧の お、 向 ふで おおを しで、 や 
つと ホつ たばかろ でしで おら 長く お 話は 化 ホ ま 寺ん から、 極く ぶかに 戍る 可く 巧 時間で が 上げぶ い 
とぶ a ます。 义巧ホ a の 巧が わゥ ましたら、 後で 巧 巧 岡を しでを へる、 さう 云 ふやうな 法び にした 
いとぶ ひ 1 K ず。 今日はを 化 M なの 人と、 もれから 日本 エ菜 新聞の エ莱 巧は 供 巧の ある 人か夕 いやう 
です を、 主と しで 巧 & にがけ る會か 0 變 W と 云 ふ も 0、 つまら ナチ S を 獲# 立な ホ、 どんを 
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にもれ が 獲 化しで 巧た か、 をれ をを 話しで もれから 後で、 いろ {接が 的の 方面 だと か、 ホ裝 々化 
にがいで この おと 云 ふやうな ものを 御 質問 巧 ひ おいと 化 ひまず。 

巧 巧の 最近の ホお界 にないでは、 日本なん かに も夕 くの 人 かが かを しで 巧り まずが、 もれら の 人 
は ホ 常に 重 巧な 助を 見落しで おる とぶ ふので す。 をれ は 何かとろ ふと 巧 太人閒 巧で •巧进 ホ 巧 ホ 
を 巧る にを つで、 この 巧 太人閒 巧は かしで 見 ホす ことの 出 巧ない ま： をな おであら うと 化 a ぇす。 御 
承 かの お 6、 一九 一二 11 一年 ヒット ラ— が内规 をが 巧す る 前までは、 巧 お 人が 巧 逸の ホぶ おを 牛 巧 化つ 
で 居つ た。 例へ ば、 み 融界の 九十と パ— セントは が 太 人の 巧 力で みめで 巧つ たし、 もれから 巧 ぉ、 
巧换 ホでは 九十 追 パ ー セント、 $ がみでは おと 十 パ ー セント、 巧 巧 化み では 約 八十 パ ー セントの々 力 
をみ わ、 もれから おがと かぶ ひは 大巧な 巧と か、 を ひは 辯 巧- H、 巧 餅 おぶ とか、 所 巧. りか 贼 おみ 八 
十 パ ー セントと 云 ふ ものは が 太 人だつた のです。 さう 云 ふ 期 巧で 巧进 い ホ お 巧と 云 ふ もい は、 供に 
一巧の 人口に おぎない お 太 人に 化つ でた 右せられ で 居つ たのです。 ところかん-凹 ナチ スかユ グャ人 
をが 斥した。 ナチ ス にかいでは 未だを 菜を ート しで 巧ない のです か、 なは ナチ スと云 ふ ものは め ホ 的 
み 巧に が る W 防， ずの ィデ ォ n VI を 化ぶ した もの、 言 ひみ へれば 闲的 ずの 政が 的 別 術 保 だと 化 ふ 
のでず。 このな 治め 別衡 おなる ものが 化 ホを お化しで、 グ H ^ サィ ユ なわを 巧 おする 爲 にが 太 人を 


一一が 巧し ち 何故が g した かと 云 ふこと をを まがょ く巧这 人に 訊いで 見た のです が、 巧 一に 化が 火 巧 
I' を おさした みはい つたい おか、 もれは 巧 太 人 だ。 巧 太 人は 化み 大巧を やらせ、 巧ぶ 人を が々 巧し か 
I で® きながら がか ももの 背後に 巧 取つ でね で 大いにが けた。 かしの 巧を もを けずに 巧 川 併け た。 を 
i| れ から 後 巧 逸に 周 かの インフレ ー ン 3 ンが おつた が、 この インフレ ー ン ョンを おした のはが か、 こ 
一 1 れも抵 太 人 だ。 巧 太 人が インフレ ー シ ョンを おさしで、 两內の お货を ドン-^ お 外に •流出 さしで、 

ご 

: i さう しで 巧み 親 巧な どで 自分な 身が 巧け で 居る。 卽ら化 巧 大巧に なけ •义 インフレ ー シ 3 ン でがけ 

一； 

ii で、 巧を 人を ましい が 態に おれた めがお 太 人 だ。 巧す るに 巧 太 人は 巧ぶ 人を々 物にした の だ。 斯う 
-を ふやうな おへから 巧进の 軍人、 なお、 中小 おエ袭 をと 云 ふ 巧 中は 硏太 人に 巧し でが 常な 化ん をが 
- つで 唐つ た。 この お ホが 太 人を 何とかし で 排斥し で やら 巧い。 巧ぶ に 円か 等が をし かられた 仇を が 

j 

:; つで やら 巧い とちへ で 居つ た。 をの 巧 ホを なみ 上げで 立つ たのが 所謂 ナチ ス なので、 ナチ スと云 ふ 
ものは か 巧を# 立す ると おに 紀太 人が# を やつた のです。 をのが » お らも 非が に徹ほ 的な もので わ 
'つた。 がへ ば お 太 人の 巧を しで 居る •百貨店、 が 巧に おする 排 巧が 6 などは、 ナチ スの夕 •たと 
1: か、 琪 おがと かの 法 中が をの 巧 太 人の 巧な 巧、 巧 化に 巧つ \、、 をの 巧の 巧 太 人を 巧 W さに する。 ホ 
~ ひは 巧の 品物を 目ぶ をぶ にがしで 了 ふ。 ぶ ひは 巧 ひに ホる た 余さん をを 巧つ 巧 ふと 云 ふみうな 非常 
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な あおを 化へ た。 さう しでを の 方ぶ のがを 巧を 人の 巧 話中 小の 巧 巧、 さう 云 ふ 方が に ドン/ \ むく 
やうに させた のです。 この やうに しで 滑 太 人を あを した ものです から、 •百 巧 巧の 巧 巧が 中は 巧 か 外 
に 巧げ で 行つ た。 をの 後に 巧つ た 巧 夕 と 言つ たものは、 を部ナ チタの 轮部巧 中が を 挺した。 例へ ば 
伯林には ゥ 卜^ ィム、々 1 •デ ー •ベ ー 等と 云 ふ* K きな 百貨 巧が ある。 これは 元妍 ぶんかが 巧 
しで 巧つ たのです が、 さう した ことが わつ でが、 をの 百貨 巧の がは 殆ど ナナスの おがの モ にがつで 
なつた。 これは 谦力 的に お 巧で 取つ たので ずが、 さう 云 ふみに しでを 港を 化へ たので ず。 

をの 巧つ た 時は 一九 S 五 年の かめと 言つ た T 化 年 巧楼ら でした か、 をのけ々 には 未だが たん 俳 ザ 
の 熱が ホ おに 巧んで、 化み にお おのな 座 通 6 と 言つ たやうな 荣举巧 (.ク ー 八 フル ステン ダム ー かわ 
る。 巧 おはは 非常に 大きを* 五な 人 千 人 も 入れる 巧 ホ 巧、 バ ー、 々フ王 1 をれ から ダンス •ホー ルと 
言つ たもの が 並んで 居る。 これは を 部 巧た 人が 巧を しで 巧る。 元 ホ 化 林め 中、 むは ゥン タ ー •デン • 
リンデン にわつ たのです かが 太 人が 巧 おに 大きを 巧樂媒 をを つで、 化 林の 中. むを が おに おしで 了つ 
たと 云 ふが おで、 巧 おはが 太 人 のぶおで わると 言 はれで 房つ たのです が、 巧 おにが ぶ乂排 巧の = に 
巧つ で 見えず と、 をの 巧 あ 巧と か ホフ 王 1 に 巧 g なと か、 巧が 巧と かの 連中が 巧 山に 這 入 6 込ん 
で、 をを さんを 巧る。 ボ ー ィをん かを あつ ば 6 出す。 巧の 中を 目 ホを 茶に 荒す とを ふやうな がのを 


やる。 もれで ボ ー ィ、 が 化 —— 勿 萬 これは 巧 逸人です が、 さう を ふ ヵフ* 11 とか、 巧ぶ 化と かで 衡 
くこと が 出来を いさう 云 ふ 巧 中が 巧 頭に 化れ 出で、 一巧に なモ 人の 义策 ホが 化かが 內 になれ ると を 
ふが 態を 現は したので す。 もれから 父 或る 巧の ことなん か、 これは なが 巧が が おにぶら か、 つで 其 
たのです が、 巧 巧が のが 中が 二十 人 化で 除を なしで、 さう しでが 太 人め 巧を しで 巧る 化を 化 端から 
58^ しで、 化 化さの 楠す を 巧す、 ンョ ー ゥィンド をがず と 云 ふ 化な あ ボをも 化へ た。 もれから 父 巧 
なんかを 斯太 人が 自動 ホに ホつ でみ つで 巧る と、 ちの 自動が から 引つ お 6 田し で 巧 W さに する。 .N 
の 車は 引々 くら あしで 了 ふと 云 ふやうな あを を 化へ た。 をれ ですからが 太 人は ほう/ \ の 態で 化 
外に 巧げ た。 まる ホは 自 々の 物を ぶ 6 出しで、 ホる ホは 曲 米が 化 人、 英さ利 人、 佛 巧-的 人ずに 椎 
巧を 讓 6、 巧 外で 支が ひを 巧け ると 云 ふやうな ことを しで、 散々 の 態で お 三 巧ぶ 十 萬の W ぶ 人は、 
チ 玉 ブ コス。 パ キャ、 巧 太 利、 巧两 、化 蹲が 化は 巧げ のびたので すが、 をの 時 巧 巧から が 太-^ 化が 
持 出した 贪 煩と 云 ふ ものは お 六十 一を マ ー クと首 はれで 巧る。 がしが 巧は ば 巧 マ ー クを夕 巧し で W 
るゼ らうと 思 ひ す。 をれ だけ 巧 巧の 寶 おを 持 出した と 云 ふことは、 巧ぶ の ホ おがに ホが に 火 さな 
が 巧を 及ぽ した。 巧に 巧み ホに 及ぽ したお 巧 はお 大な もので わつ た。 と 申します のは、 揭 巧の 巧 お 
業 ホは おどな 太 人で、 をのち 太 人が 英吉利 ホ ひは 亞 米が 化に おる 巧 太 人と 巧みを やつで W つたので 
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ずが、 巧 太 人が 排定 される と、 がかの 巧 太 人は 巧を とな 引 しないと 云 ふこと で、 巧进 はだみ ム じが 
いでは おど ボィコットを された。 もれが 一九 一二 四 年の 二な 六で 萬 マ ー クのお 入超 巧と を ふ瑞 みを を 
する やうな お ホに なつた のです。 をの やうな 影 巧を 及した のです 力、 化處 でを ぶしなければ ならん い 
はな ホ的ボ 巧への お 巧と 云 ふこと です。 卽 ちれ 太 人を 排爱 したお ま、 お 術め なぶが にどう を ふが 巧 
を 及した かと 云 ふと、 巧 帥な どで も猎太 人で あれば ドン-^ 排 巧され で T つた。 かし クルップ、 ン 
1 メンスと 言つ た 非 おに 巧 巧を ぞ廉エ 莱のエ 巧に 居る 巧が などには あげられで 了つ ではを 命のに 阳 
ると 云 ふ お 師が夕 いので、 斯う 云 ふを がに おしでは 旅行を 狀を ド附 しない。 もれから 旅が を 禁止ず 
る。 をれ から 反® はがいでは ホ 巧が をが おする。 さう 云 ふやうな 禁足 M 揉の 巧みな が 態に 谊 いで、 
をを の 技術を 守つ で 居る。 さう 云 ふみに しで、々 をの お あ 的を がが を 維持し で おる が、 $ •あな 側が 
の ポィントを 解かす る 巧に 巧され で 居る 巧 太 人と か、 ぶ ひは 巧を 人のを がと かぶ ふ ホが 硏究 とか 巧 
巧と かを 現在 やつで 居る にしで も、 火き なな 本 的な を 術の 大巧 巧、 大« 見を ずると ぶふ々 みはなく 
なつで あつた。 をの お ホ、 ホ 逸の 技巧的 進 ホと 云 ふ ものは、 を 巧 一二、 巧 年 閒にホ おにが 慢 になつ で 
ホた。 同時は 非常に おくな つで ホた のです。 巧 巧なん かで も夕 かは ない 物が 出 ホで 巧る けむ ども， 
をの 前ょ 6 は 非常にを い 《がか なくなつ で、 技巧的は は どらら かと 云 ふと、 巧 ま 判 や® ホ 刹 化と 方 


ふやうな 巧から おなされで 居る。 巧 巧を をけ で 居る とを ふやうな 形に なつで 巧る のでず。 

もれから 义巧式 巧と 云 ふやうな 方面に も 非常に 大きを が 巧を 及げ した。 化は ょく 株式 取引 巧を な 
ホし ましたが をの 取引な と 云 ふ ものは 年々、 巧 日々 にみ なくなつ で ホで 居る。 と 中し ますのは 折ぶ 
人が ホ 業 巧から おを に ノック •アゥト 3 れ で、 がは 巧 謂 ナチ スの巧 中 か 占 巧し で 了つ た。 ところ か 
この ナチ ス のを 中と 云 ふのは おど 所謂 索 人で ある。 ですから やる こと も 非常に 尤 ，成で、 巧 巧 も 上 ホ 
ではを い。 もれから 非 おに 巧爭 巧を 巧ぴで 居る。 だからし で 巧 太 人を が ザす る媒 なにも ホ 巧に 化が 
的に が# した。 歐巧 E の廉史 にがいで、 巧 太 人 巧 g と 云 ふことは、 巧 ま 利に がいでも 係 蘭が にがで 
も あったので すが、 今 あの 巧 巧の やうに を だしく はな かった。 あんなに ひどく やった のは 今 巧が 始 
あで < 、言は •、巧 太 人の 持って 居った 物を 巧 力を 化で 巧を 人 か 〇〇 で 〇〇〇 ったと ぶふ 今う をが お 
だっ たのです 。だからを お 巧 ももれ だけ ま 巧した の ザす。 

此 おで 注 怠すべき ことは 第ー ドィッ 巧み 巧の 人め 巧 素が 凡で 乂巧 へに なっで 較 ったと るふ こと， 
第二に 巧式會 化は 化 ホの 肖 由 主義の 時代に がける をが 本位の 巧を 化が からが ぉが ホ 下の W ぶ 的 巧み 
を 多々 に巧ぴ たがを 化钱 はを 巧し でな つたと 云 ふこと であ 6,5 k す。 

化っ で 巧 式を 杜の保 •を 方 かと 云 ふ もの も 矢 お 6 ナナスの ィデ ォ n VI 、 ナナスの 巧 想と 云 ふ もの 
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はが 巧され で、 どうしで も 所謂 巧 導ま朦 巧、 ヒユ ー ラ ー プブ ンンプ 火に 流れで がくが 向を 巧び で 米 

た。 卽も 指導者が ま 巧を なで お 斑す る 巧 巧に 言 ひまず とさうる ふこと じなる のでず がさ ラる ふ 

やうに なつで ホで、 化 ホ やつで 居つ た 巧 まを かとを ふ ものは 巧ず るに 円み ホ 寒の 巧 代に 出 ホた もの 
I であるか らち ホち 巧め 巧 素が ホ 常に 多い。 だからし で これを ナン 3 ナル •ソン ァ リズムに おつた と 
一 ころの 化 おにし な けれげ ならん と 云 ふやうな なぶが 瑞れ で、 惜か 一九 一二 阿が のぶ リ •めだつ たと 化 ひ 
ますが、 ホぶ 制が 巧 ホを U みとを ふ ものを 促へ で、 巧 處で巧 まみれを どうる ふ 化に おがしで がく バ 
; きかと 云 ふこと を 硏究し 始めた のでず。 をれ が 化が 居る 問に 二 凹巧洪 かを 出しました が、 をい ホな 
る ものを 巧げ で 見まず と、 巧 式み かを おおしで 化 人# 化に 巧 元す る、 つま 6 巧ぶ# 化で われば 何を 
ずるに も 巧 主の 息ち を 巧かなければ ならん が、 をん な ことで あつでは 闲ぶ巧 動 U の 巧な に ホ 化 じが 
ながおい。 どうしで もな おの 一が の 下にを H おを 巧 巧す る ことの 出 ホる 化 巧に しなければ ならん。 

- ちれには 巧 ホみ 化を 巧ち しで 倘 人み 化に しなければ ならん と 云 ふ 令 うなぶ 見が むはれ たのです。 

一 もれから ナチ スの 所謂を ちを が H 巧に 這 入 6 达んで 巧 6 まず か、 をのを を おに ホ 化に 權 化を 持たせ 
る。 をれ から 無 おぶ 巧を 蔡止 ずる。 ぶ 十 萬 マ ー ク な-十の み 化を 巧 止ず る。 W ぶの 共 M 巧 巧を 化 進す 
ると 云 ふやうな 所謂 中央 お權 めを 方 かが 支拓 したので す。 をの 他々 にがいで は 一九 一二 阳 年の 一ニ リニ 


十九 日 だっ たと 思 ふので すが、 巧 巧 巧を ザ柔は M する 法々 が 田た。 ちの 條 文を 見ます と 巧ぶな か 及 
び お 限 責任を せ、 合を 貪せ、 なぶ みれ、 さう 云 ふやうな み 化は お 則と しで 六々 化-^ の祀 かを する こ 
とは 出 ホない。 ちれな 上の 记當 をす る 巧な には、 もれを 闲 巧、 を 巧に 巧 資しを ければ なら W と 云 ふ 
やうな 規 ぶに なつで お 6 ます。 化しを の 前が をと々 な卜： のが 巧を なしで 巧つ たみ かは と々 R 巧を し 
でを しいと を ふこと で、 一々 だけが なを 作っ た 巧です が、 これが ホ 菜 巧に ホが を 彩 巧を 度ぽ しで ホ 
ました。 が ももれ は 化っ で 巧の ホ 面なん かは 殆どな 巧 的な 巧 かがを くな っで 巧に 巧々 する 人は なく 
なった。 をが なくなっ たと 云 ふ 巧では ない が、 前ょ 6 ホ おに かなくな った。 化し 未だ 六々 のが 巧で 
はな 伉の 方が 巧々 ぶ 巧です から 公伤 にな 載す るょ 6 株の ぶかが いと 云 ふこと で 株の ホ而じ 向っ でが 
本が お 中され る倾 向が あった。 もれで 一九 S 四 年の 十一り W 日だった と 化 ひます がが なか おかに W 
するな々 が 出た。 をの 法々 お 化 6 ますと 化々 巧 式み 化は 腹 則と しで 六 かな k の记 巧を する ことは 山 
巧ない。 而 しで 六々 な 上の おを をす るを 化は をの 利を おを 巧进お 引が がに あ づける。 化しが むかわ 
づ かつで 居つ でもを の閒円 由に ながに 巧を ずる ザが 出 ホる と 云 ふ 巧 巧 识ぶ椎 力を なでみ かを が 制す 
る 一っのを々 を 境 ホした。 もれで、 さう 云 ふやうな が あが ある もので ずから 倒れるな かも あ 6、 W 
がする なれ も あっで、 を莱 巧に ホが に 巧 巧な 暗が を なげっけ# 化への 巧が おは 巧 どなくな っで 了っ 
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たのです 。もれで お 巧は どう 云 ふこと になつ たんと とふと 政 巧が 巧を する、 巧 巧 W ぶ费 本に 化つ で 
をされ る ホ 策と 云 ふ ものが 巧る にお 巧し で ホた。 巧に々 かお 巧め 巧を 中 ふとした ホを、 义ザ 備冉化 
を中ム としたず おエ巧 と 云 ふ ものが 巧ぶ を 本は 化つ で摄 頭し で ホた。 巧 巧は 閒お をのみ ホは 巧々 巧 
表しで 了つ で、 をの 代ち 两 みを 本に 化る ホ 業と 云 ふ ものが 段々 ホ カを 化しで ホた のです か、 もれと 
併 巧し で 一九 一一 一四 年のと 巧は 巧 式み 化 獲 おに M する 法令と 云 ふ ものが 出ち もれは 前の 巧 ま 制 巧 巧 
を 委員を の 答申に ぶき 巧 式み 化は 原則と しで 化 人み 化に 愛 元す る、 さう しで お 巧 ホ かを 資 巧を なで 
をの おなお 巧に 従つ で# 化の 巧 巧を 巧 ふと 云 ふやうな ことが がぶ された のです。 

ところが 一昨年が も 一九 一二ぶ 年の 十一月 シャ 、ィ ト巧濟 巧が ホ おに セン セ ー ショ ナ^な 巧 班を し 
た。 もの 巧 說の巧 旨は 巧 式 命 巧を 巧 人# かに 遺 元 するとを ふことは、 ナナスの 巧 巧から 言へ ば 冗し 
いか も かれのが、 現在の が 態に がでは、 もれでは ホ 菜 ホを を々 妻 靡 ま 巧させる ことは をる から、 巧 
く ともおを を 巧 お づける やうな 方 かにし なければ ならの。 さう しなければ 巧る の ホ 業 ホは ♦おせず 
巧 巧の 巧 巧 巧 態と 云 ふ ものは を々 をし くを る ばか 6 だ。 と 云 ふやう を ことで ナ チタの 巧 式 剌巧調 巧 
を 員を の 息 見は おしで 非常な 反 巧な 說 をした。 が 逸では ナナスに かしで も 反 巧す る ホは 〇 をい。 最 
近で もさう です がかし でも 反が すれば をぐ を まされる。 ンャ 、ィト 巧# 巧は ナナスの 巧 ホ# か 巧 巧の 


な 正 こお 一で 大巧を 反教 をした。 巧な くと も 六十 值マ ー クの 金を 巧つ で 巧 かお 典 政 巧を やつた 巧 
ホ、 をれ だけの おが 巧 間に 散 ホされ たの だから、 をのを を巧收 する 巧には、 どうしで も 巧 まじ 巧し 
で ほ ホの 巧を 力を 巧收 しで 巧く やうに しなければ ならのと 云 ふこと で ナチ ブな 巧に 反 かした。 をれ 
で これは 一 粗 どうを ふこと になる だら うとを のの 向を 注目し で 居つ た。 な 等が ょく ナチ スか植 の 一 
51 巧が あ、 云 ふ 言が を 弄する と 云 ふことは お 局 ナナスの 內部 にを 巧を 生じで 巧る と 云 ふこと を® 巧 
しで 巧る んぢ やない かと 云 ふこと をち つ 込んで 訊いで 見ます と、 ナチ スの巧 中は 言を お ホに しで 巧 
つたので すか、 をの お 巧、 今度 どう 云 ふ 巧 式 制 巧 法が 巧 ホされ る だら うかと 云 ふことは 巧が 非常な 
曲む をな で 巧で おつた。 これは 巧々 のみ をらず 巧进 のホ莱 巧に 取つ でも ホ おに ま大問 巧で わつ た。 
と 云 ふのは このを 令に 化つ で ナチ ス巧巧 下の 巧 式み かは どうなる かを 巧 おにを 巧す る こと、 なる か 
ら でず。 これは 昨年 中に 巧を を 見る だら うと 思つ で 居つ たので ずが、 昨年 中には 出な くで 今年の 一 
互二十日が巧時寒を巧おと同時は巧し い巧式法を巧布した。 をれを化はネ^んで見*^サんでした 
が 一寸 巧 巧で 巧片 的に 見ました ところに •依 6 ますと、 をれ は 大巧 シャ^卜 巧 ホ 巧の 息 尾と、 ちれ か 
らホま 制 巧 巧 巧を 員を の 巧 申と を巧衷 したやうな あの ものに なつで ちる。 をれ でも 巧 論， かおが ホ 
常な 權 おを 持々 されで 居る。 をれ から 巧 まみ 化を おんを 化に 巧 元す ると 云 ふ 方 かは、 化かと しで 維 
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持す ると 云 ふこと がぶ かれで ある。 をれ からが 則と しでぶ 十 巧 マ ー クな ドの み 化を 巧へ る ことは 出 
ホない。 卽 もぶ 十 萬 マ ー ク化 下の みかは 巧 止ず る。 もれから 十 巧 マ ー クな のみ かは 一 化阳 〇が卜 
二月 一二 十一 日を に 解 おず •へしと 云 ふやうな 巧を にを つで 巧る。 だからし でさう 云 ふ 小さい なかは こ 
れ から ドン {解散し で 巧 さ、 さう しでな がぶ 十 萬 マ ー クな 上の みかに 楼 .化しで T ふだら うと 化 ふ 
1 のです。 をれば からでを く H 巧の 中に 這 入ら 込んで 巧る をせ 化、 をれ なんかの 樣限も ホ 常に 火 さく 
なつた。 もれから 靴 ホの 巧茄 株主の 樣 化、 さう 云 ふ ものは おどが がされで 了： 3 、 ナナス S 化かに 化 
I いで、 巧ぶな 化は 矢 お 6 闻 ぶな 巧 口の おかに がな かょい やうな 倘 人# か •倘 人の がな しで， わるみ か 
に 還元され つ、 あると 云 ふ 火み がぶ がに 現 はれで ホた のです。 もれで なで 一つ ホへ なければ ならな 
いことは、 この ナナスが か 巧を お 立す るな 前には、 ホる H おの 如きは 一巧な 上の おな をし で W つた 
巧な も ある。 をの 一方ず お T : 策の みかは 巧ど记 なしで 巧な かつた。 例へ ば 円 巧ホ奸 かの 如き、 •一一 か 
位记 巧し で おる のはない 方で をの 巧 どは みおな だつ たのです。 をれ か 鼓 近では. がに 立 波な.；：： 助 ホぶ 
がを 巧へ 盛んに 巧 巧 か 巧を やつた ものです から、 まで もがで も 化ん なしに 做いで おで も W じか はん 
と 云 ふ 巧が で、 化つ で ホ 常にが けで 巧る のです。 巧 火に がけで 巧な まずから 一期な 上い おがは がに 
出 巧る。 併し 六々 な 上 おな する ことは 出 ホない ことじな つで 投 るから、 六々 い记 がを みつで、 をの 


巧ら はかなに やる とか、 まひは 會 化の 沒備 をな 善ず ると か、 ぶ ひは 化の 巧 立 おにす ると かしで 巧る 
のです が、 兎に 巧 軍需工業は 非常にな けで 居る のです。 をの やうに が廉エ 策は がけで 巧る から、 を 
の 人 まは ナチ スを支 巧す る。 又 ナナスは さう 云 ふが 需エ おを 化 ホす る。 さう しで 一方 地主の 化ぶ と 
昔っ た 人を とおびっ いで、 巧 巧の ホ おみを が 需エ莱 を 中 ふとす るか 向に 引っ 跟 っで 行きっ、 わるの 
です が、 をの 反が にがいで 軍備に 關係 のがい みなは 非 おに 巧な をな けで 片っ端から 倒れで むっで 的 
る。 一昨年 巧までは 新曲に もみ かが この 月 にがお 巧れ たと# をし ました。 

巧を 解かした と 云 ふこと もが 甘で 居っ たのです かこの 頃は 化せ なくなっ た。 をみ やうに 段々 が あ 
ホ義を 揉つ で當 巧の ザ 需エ袭 を 維持す る ことに 巧 力を 化 中し で 巧る から、 をれ で 化の 义栖 はみ 巧喊 
みられな いとを ふが 様と なった。 これが 爲 にが 巧の お 乂も巧 巧 巧で コント nl がしで、 がぶ 王を の 
巧 巧のを 入は ホ ザす る けれども パ W プ 、巧 油、 化 巧 品の 原 巧の お 入は ホ呵 しない。 然 止を しで W 
る。 を 可‘ ですから さうる ふ 方が のを かは、 巧 巧が なく 仕 ザを する ことか 阳ホ なくな 6、 がは 何が も 
お當 しで 居つ たが 最近では かし もお當 する ことが 出 ザ なくなつ であには 巧れ で お ふ。 をの じが ザぶ 
エ策 ホが の お 科は ドン-^^ 巧 巧 的に お义 しで 巧る とる ふ 化 態です。 をれ で ザぶ て裝乂 がは ょい こと 
はょ いのです が ホ 巧 おも ホ 常に 夕く 取ら U る。 未だ 巧ぶ されで 時ない のです けれども 或る# かの 如 
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さは 一九 网〇 年を の 巧を をもう 取られた と 去 ふこと である。 卽 もな 巧に かがない から ホ 巧 せとを ふ 
ことで 視 をを ドン^^ 化き の々 を取ク で、 さう しで をれ を單偏 巧と しで おつで 居る。 斯うを ふみうな 
巧は 巧 か あるので す。 また 巧 巧では をになる とを のかみ 事ち と 云 ふ ものが 曲 ホる。 が 巧 H 本の ホ 世 
单 なんかて か巧邊 らで往 ホの 人から おを 賞つ で、 もれで# を 巧いで 困つ で 巧る 人 化 輿へ ると 云 ふや 
うな ことを やつで 居る のです が、 もれと 间じ やうな ものです。 巧 逸は な 年を にを ると ぷ十 巧の 失策 
ホが 出 ホる。 これらを が 巧す る 巧々、 かが 事 菜を やつで 居る のです が、 先づ夕 g 除と か、 篇術 R と 
か 闲巧巧 人脚と か、 ヒット ラ！ ユ ー ゲン ドと か、 さう 云 ふやう を喊皮 員が をを 集 A 化れ く、 を 1 が 
お 年五值 、六 庭 マー クも 集る とを ふこと でず。 まる 場を には ゲッ ペ^ス、 シャ 、ィト 、ゲ— ブング 円 
ら巧 巧に 立つ で 金を 集める 堤な がわる のです が、 さう を ふ 時には 前の 日の 巧访に 明日 何げ 巧 ンャー 
卜が何 お 其 おにぶ つで 居る と 云 ふこと をを いたろ、 ホ ひは ラデォ でが をした 6 する。 さう する. 
化の 巧 巧 巧 中が ホで、 さう しでを を 6、 小切手な 6 を 入れで 巧く のです が、 をれ をん かを 見 3 ずと 
十萬マ—ク、 二十巧マークと云ふのがある。 だからホるおム1:には巧萬マークのわ#かがおつたこと 
も ある。 さうる ふ 巧で み 化の 負 巧と 云 ふ ものは 非常に 大きくな つで ホで 居る のゼ が、 しかし ザおエ 
菜の みなは 化が としで なけで 居る。 だから もれら の 人達は、 自 かを に错け さしで 巧れ る ナチ スを支 


持す るかを 業界は をろ しくが 行 巧を 帶 びで 巧で なる。 然し ナチ スの政 巧と 云 ふ ものは ホ だ'^ 巧く 
ゼ らうと あ ふので す。 ナ チタの 化 巧は 巧れ 觀立 巧销の 形式を 採つ で 居つ た。 つま 夕 、ナチ ス のが U 
でない 巧 中が 這 入つ で 居つ たし、 現が もンャ 、ィト だと かノ ィラー ト とかの 战 がが 這 人つ で 居る。 だ 
がが 巧は ナナスの 本を のな 樓か出 ホる か、 若しくは 闲化 がを 中ん としたな 巧が 出 ホる か 兎も角 巧つ 
で ホる でせ う。 をし さうな つたならば々 をい ホち 政策が ょらな 上に お 中 的に な々、 巧 式 おれと 言つ 
たものは 巧 論 かくなら、 ヒット ラ— か 一人で 巧ぶ を支祀 しで 居る やうに 化な 一人 かみ 化を 支妃 ずる 
やうな 時化が 必ず 巧る だら うと お ふ。 現 巧；！ 一本では 巧い 化が ホが にがつで、 ホ お ホは 一が 巧ぶ した 
おにを つで 居まず が、 が 巧 かがが 楚 つで ドン--^ が備 なおを ずるけ 代が ホたならば、 必ず W 逢の や 
うを をを 辿る だら うと 思 ふので す。 さう なれば 巧い む 機 的な け 化は 全が なくなつ で 了つ で、 化 引 所 
と 言つ たやうな もの もがくな つで 了 ふでせ う。 現に 巧みには ある ことは わる けれども、 巧 ど 化 引は 
をい と 言つ たが 態で、 H 本の 化 引 巧で 見る やうな 巧 W わる 夕巧 おはがに もを る ことは 出 ホない。 極 
く かなの 人が 悄然と しで やつで 居る にみ ぎない。 〇〇 でも 巧し 单 がか か椎を 化れば さうた、 ふやうな 
化 態になる だら うと あ ふ。 をれ はが 巧で ずが、 あに 巧巧进 の々 のむ さがと 云 ふ ものは、 お 化の リ本 
の ホ お ホの 巧 向に かしで 一つのを 林を 巧へ る ことになるから 巧进 のれき かを ホ 化に モ 巧みし なけれ 
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ばを らんと あ ふ。 さう しで 排 巧し をければ 不可を いおは ドン--^ が# しを ければ ならない。 が、 W 人 
れ るべき おもを 山 わる だら うとぶ ふ。 さう 云 ふ 立 巧から 巧 巧の ホ 菜 ホめ のきと 云 ふ ものを 觀 でむつ 
たなら ば、 日本のを 菜 ホの お 巧に 取つ で 非常に 參 おになる ことが 多いだら うとぶ ひまず C 非常にた 
が 巧だつた のです が、 大 かがれで ホた からこの 程度で 止みで、 後は 巧 間し で 巧 さ、 をれ にも 巧へ し 
で 巧く やうに したいと 思 ひまず。 

A 氏 巧 进が巧 太 人を あつた お 栗、 反作用の おつた 技術的 方面は ないです かね。 

著者 もれは 巧る 巧に 見る 事 か出来る でせ う。 

A 氏 巧 太 人は お 術に W しで 量的に 優れで おつた のでせ うか、 をれ とも 巧 的に 供れ で 巧つ たので 
サ うか。 

ま 者 巧 的に 巧れ で おつた しを 的に もがれで 居つ た。 が 太 人は とても 頭が ょい.。 ァィン ンュ タィ 
ンの やうな 巧者 も 出た がです から •非常に 巧 ホな 人 か夕い 。巧に 巧 逸い が 太 人中には 任 ホな 人 速 か 
多かつた のです。 

A 氏 巧 まの 取引と 云 ふ ものが がれで ちない と 云 ふこと にな 6 ますと、 巧を とを ふことは どうろ 
ふ ホ 法に 巧つ で やる のでせ うか。 


著者 所謂 おを と 方 ふこと がかくな つで ホる。 I , ふりは を部闲 ぶが 巧に なつで 來 るから …… だ 
からを 郁闲 ぶな 规でや 9 得る け 代 か ホたならば、：^ 叫から あ 本を 化 わる 必 典が なくなつ でが なんか 
全然なくなる だら うと 化 ひまず ね。 

A を さう します と 何 か 巧し いが 業を おすと 言つ た 巧 かには、 をが 闲ぶ がかを 出ず と- •み ふこと に 
しなければ ならん 巧です ね。 まう でなければ 巧 式な かが 出 氷で 了 ふとろ ふこと にな るん じ - V ないで 

卜 > 0 
ず夕 

ま 者巧进 にがいで 最近 巧し い# かか 出 ホた とを ふことは がら 閒 さま 甘ん。 もれから 巧を# むし 
で贵 余を をが すると 云 ふこと もが 6 巧 はれた ことがない 。大部分 かがが おを 出しで 么 おな W でを 化 
しで 居る。 さう しでを の 事 策は ナチ ブの おが 巧 中に 巧な さ 甘る とを ふやう じしで 巧 6 すずから、 巧 
を お化しで みかを 巧す と 云 ふやうな 自由れ がかいの です。 化つ で 巧の 化 引 も なくなつ で來 る。 をむ 
で 化が の 取引 巧に ぶ學に 巧つ で 見た のです が、 化 おの お 記 おで ある 某氏は 巧ぶ ホい す帖 ひい 人ら し 
いのです が 非常に 憂 へられで、 今の やうな おがでは 化 引 所が なくなつ で 了 ふから、々 の W に 何とか 
ホ かを おへなければ ならのと 云 ふやうな お 巧を 首つ で 巧つ た。 をれ からを の 人が 所 おい 馆に 化を 化 
れで 巧つ で 巧れ で 話を したと ころが、 ナ ナブの 政 巧を がかした ことを- ゴ つで W る。 ナチ ス の 人 化は 
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巧に 巧す る ことは チット もから ないやう です。 

B 皮硏究 巧と 一言つ たものは 澤か あるので すか。 

著者 巧 巧では 闲ぶ 的な 火 さな 硏究 巧と 云 ふ もい が澤山 ある。 下 化 H 本の 州 化々 妍究 所と ' K ふみ 
ラな 化 巧の ものを 闻 ぶか 烙を しで 居る S です が、 をれ が 非常に 火が 巧な もので ず。 さう 云 ふ おにが 
ぶ 人の お師が 何な 人と なく 筋いで 居つ た。 この 巧 中 かが 斥され で 了つ た。 もれで 巧し い閒 巧を 出 3 
I れ でも もれを 續 けで やつで 行く 能力の ある 人が かい。 化つ でな 術ぶ を おかに 巧 化しで おる A です か 
I は 術と 云 ふ ものは 一巧 一夕に 出 ホる もので ないから しでん-を 巧な 目な を おする ことで せう。 

B 巧 もれから 巧进が ザ編エ おに だけ 一を おかに なつで 巧れば 化の ホが を 顧みる ことが 出来 ませ 
一 ん から、 輸 田と 云 ふ 方 巧は 段々 表 おしで ホる と 云 ふこと にな 6 ますね。 

著# 自然 さうなら まず。 もれで 最近なん かでは S お •四谊 マ ー クの按 出が 巧に なつた と - K ふこ 
とを 言つ で 居る のでず か、 をのが 巧を にがでは お 人が 进 でず。 をの 方が をが つで 見れば 化ぐ 刹る。 
をれ をを® はを がが 巧 だとろ ふこと で 巧し で 居る。 をの やうな 巧で ずから •巧を で 巧ぶ しで 巧る 統 
升な どは 一つ も 信用が ホる ものは ない。 現に この 脚 巧 逆で もがぶな がが 巧ぶ ッ ー ゲマン 、こ-の 人は 
巧 お ホでは 世 巧 お 一の ホ ホで J がの が』 とえ ふ 本を 巧した。 をの‘ 本を 見ず ずと、 がかで ホを つくは 


ど 巧の っきみい 方法は ない と 言っ で、 暗に 巧ぶ の 統計を お刺しで 巧る のでず からせ 巧 巧 逸の が扑と 
云 ふ ものは 信用が 出 ホない。 だからし で々 度なん かも キットぶ 谊マ ー クの お出な 巧 だと 茜 ふでせ 
う。 けれども をの 中には々 を 巧 か支搏 ひの 出 巧ない もの •かな まれで 巧ら、 品物で を 化っ で 巧っ たも 
の も ある。 をの 品 かも お出の 中に 入れで 居る。 だから お 曲が 夕い やうに 見ぇる けれども、 巧 巧のは 
はお 入の 方が 非が に ぞい。 去年の 一一 一月の 巧 巧に がで 二谊 一千 络マ ー クの おおが 巧に なった とぶ ふこ 
とを をを しで 居る けれども 、おおな おがを 出しで 見る と 当ない くらと 云 ふ お 入な 巧で ず。 

をれ であの 巧みな ぶを 制度 —— これは 日本なん かで も閒销 になっ で 巧る のです けれども、 なる ほ 
ど、 あれを 巧 じで ホ 策 ホの 巧が 巧 W が ホが に# 速した。 を 近に がでは 阿十谜 っか も ある。 をれ はが 
巧の 調が 巧 供 です か、 をれ をん かもいょ {ホ おみの 動向 だと か、 ぶ ひは が闲 のが 媒 .い 動向 だと か 
を調吿 しで 居る のです けれども、. な 巧 的に 巧 曲を を やつで おる ものは 的 どない。 さう しで さう ぶふ 
をを 如何なる 方面に 化つ で 居る かと 云 ふと、 をが が備 のぶに 化っ で 巧る。々 に设 近なん かこ Q かが 
を 巧 つで 見る と、 一時 中止す ると 云 ふやうな ぶ 見 も 出て 居る やうな がが でず。 

A を さう するとが にを しいが 態に ある 巧です ね。 

著者 兎に々 ナチ ス のが やは 巧 力で なで やっで おる。 だから W はが 如何に おっで 巧で もやっ でが 
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ける のです が、 併しが 處 で やつでれ ける もの か、 一寸 政が 的な W が も あるので 巧-一*: 山 ホない けれ 
ども 

C を 巧进が 盛んにが 備巧狀 を やつで 居る と 云 ふことは 判り 切つ たこと でず か、 をの 方 かは. が 巧 
巧爭を するとを ふこと にある のです かれ。 

i 著者 戟が なんかし たくで も 出ホッ こない。 巧 一に々 なんん 巧な にが 備が出 氷で W ない。 をむ じ 
一を かか 不 化しで 巧つ で、 巧进 はか ヶ w な 上は 維が 出 ホない とを ふが 態です。 を 謀 本が 5 人 速は、 た 
张 らおい 化が を 巧つ で 巧る だけ あつで ホ 化に がまつ たぶ 見を 持つ で おり、 ナ チタめ 權 にぶる お 化は 
やらし で 巧る けれども、 巧は 化を にを がが わるの だと 云 ふこと を 言つ で 巧る。 だからし で 巧ぶ 人の 
中では、 ナナス かがの ホには がが 巧 巧の 改椎 •か 出 ホる に连 ひない とた ふこと を 誰し も 巧へ で W るい 
; です。. をれ でを 近い 巧 逆の 勒 向なん かを 見る おみには、 ナチ スの 幾の タカ かがび でが さつ、 わるん 
を おしつ、 あるかと 云 ふこと を 見れば ょい。 これが 巧 进い將 ホを 卜す るに 一等ょ い 尺 化になる ので 
す。 

A 皮な をのを なを 伺つ でが 〇 ますと、 巧な の 化が がが 脚亞 のが おに 化が つで ホで 於る やぅに 化 
- ひます か、 をれ にも 巧らず コミンテ^ンを 非が にがつで 居る とを ふのは どぅ 云 ふ 巧です か。 


著者 ホは 巧を の闲內 にがけ るが 力に おする 一つの 〇〇 だと 化 ひます。 わい ニユ ー ^ ンべ 外グい 
巧の 火み にめ いて ボ八 シエ グ ィズムに おする 閱爭 とを ふこと を 巧げ たのは •巧げ 歐 おじ じめいでは 
がが 才 のの 亂を中 、むとしで ファ ッンョ のを 力が 非常に 火 さくな つで むかう としで 居る けな. いで、 を 
れを 一つ 化が としで がく 爲 にあ、 云 ふこと を ザつ ち 昔 ひ おれば 闲 化の. 小 •かを をの ホに 轉化 ごしで 
がくとぶ ふ 目的の 爲 にやつ たに おぎないと 化 ふので すか、 さう 云 ふこと をし なけい ばなら W ほど W 
化は-小 かを かつで おる。 赏 除外 闲 になんで 巧っ で 日本人が ったこと を蔚 ぶ。 っま 6 り 本人で あっで 
をかった とと ふ 巧 じが 何時も 頭に 浮んで ホる。 何 化かと-昔 ふと 向 ふに 巧けば が U 化が はがが される 
な 物は 巧な に 得られない、 おを も 六 ヶリ おの 削は 一個の ぶ 子 もな はな かった。 な ひ 化い と 化っ でも 
ないのですからをへない。 さうをふが態ですからとでもががです。 化もむがになっでん.レいス^ 
な 人を の 話を 化いで が！： も あへ でぶ たのです けれども、 〇〇 ツ ザうな W に n 本は なっで 巧 ひ 化く は 
をい と 六 ふ お 論に ならざる をが なかつ たのです。 

をむ で 巧进は あ、 やる ょり 化 ホがなかった かとを ふ閒 がになる 巧で ずが、 おる けに n 本ん の义氏 
とおに、 おか 巧で 一っが あを どう 化 ふかと を ふな 知を 化いで 見ょう だ - V ないかと 公 ふこと じな った 
一け、 もの 人は 一が ばか 6 しか おなかっ たので 十 か 化 强は曲 ホな かった だら うけれ ども、 巧进は ナ手ス 
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よら 外は 巧くべき をはな かつた の だ。 だから これ よら ホに 仕樣が をい の だとを ふ お 論を-:^ しで 巧ら 
れ た。 な はとで もさう 云 ふ 大巧な 結論は 得られない。 外に 巧くべき をが あつたと 化 ふ。 外にが くべ 
きをが あつたの だけれ ども、 ながの 一つの 巧 あ 期と 云 ふ 巧な には 人的 巧 おが かぶ 的な 巧 割を が 巧つ 
もので、 ヒブ トラ ー と 云 ふ 政が 的な モな もがを あらた ホの 抢稱 おとしで 非常に 典 巧 的な 人物が ナチ 
ス から 化た ので、 あに ナナスの 天下に なつた の だら うと お ふ。 と M げに 中か谋 にもつと よい 政 かぶ 
が 出で 居つ たなら ば、 必ずやは 巧は をの 方 かに 巧つ で 巧つ たこと だら うとぶ ふ。 兎に 巧 ヒット ラー 
なんでを ふ 巧は なか-^ が 動ぶ です よ、 煽動ぶな ものです から 外の 攻 巧を 盛んに 其 ふ。 〇〇 なん 
かの お 口 も 盛んに 言つ で 居る。 去年の 自動が 巧 巧會の 時なん か、 をの 巧說を 化いで 見る と、 近 巧 色 
の 巧 色い 化 中が 闽巧ボ 巧を あがし で 居る から、 斯う 云 ふ ホは どうしで も 〇 き 0 さなければ なら W と 
云 ふやうな 茹 をを 吐いで 居る。 こんなに お 巧に された ことを 言 はれで、 外 巧せ は 何 化 お 巧し ないだ 
らうと 化 ふので すが、 どうも この 巧の かを なほ ど 腹の がい おはない。 が 巧 何にも 巧に 立たない S 
です。 をれ からもう 一つは 化 巧が の 女の 巧 巧 記 ホが ヒット ラ ー に ィンタ グユ ，を やつた。 をのけ に 
をの 巧 人 記 ホ か、 なは を 巧 巧 巧 里と 〇〇 に 巧つ で 見ようと ぶつで 巧る と 述べた とこる •ヒット ラー 
はちれ は 非を K 巧ない。 化 お 中で 识 ほを かな 化する ことに 化つ で 立つ でむる W ぶは K : 巧 取と 00 だ 


からが つで 見ろ とさつた と 云 ふこと です が、 これなん か 00 を 非常に 巧 おにした なです。 

A を ょく ヒット ラ ー は：： 一本 巧 神に 巧な をを しで 巧る とを ふこと などを 則く のです が、 もんな こ 
j とはが なんです か。 

一 著を どうで しょう かね。 何 化と 言へ ば 給が がを 巧に 居つ た 時、 『なの 閒 ひ」 とを ふ 本を かいた。 

I をの 中で W 巧附 巧を 論じで 巧る のです が をれ をぶ ると： H 族を 俊 ホな 化 巧、 巧 化のは 族、 劣等 W 放み 
- ご 一つに々 けで 巧る。 もれで 巧 ホ 巧 巧は どう 云 ふ 比 族 かとを ふと 卽も 巧々 ゲ火 マン ほ 跋だゲ 作 マン 
お 巧は 歐 おじの 义 明の 中 ム であち、 M がに 歐巧 じの 化 幹で なければ なら W 。 だから ゲ^マン W 放卽 
も 巧を 化 巧は 飽くまで お化しで 今*^ での 俾統を 伸ばしで 衍 かなけれ ばなら W と、 るふみ うな ことを 
:化 ベで おる。 をれ からを 系の 巧 化の 闲 化の 中には U 本の 闻 はも 這 入つ で 巧り、 n 本の 义刚 は峽化 
じの 文明を 巧 化した 义剛 であるか らしで、 歐巧 じが 义刚を 日本に 化が する ことを. 中止 すれば、 H 本 
- の义 叫は お滅 す々 ゲ らうと 云 ふこと を 判が らおいで むる。 をれ で 巧々 は 非 < 吊に 巧 慨 しで、 もんな 前 
らの ことがある もの かと 外交 化に 云つ たの ゼ けれども、 が 中は おがが くで 何も 出 ホない。 

D 反 化义で 巧々 がォ リム ビックの 王 ホ おなん かを 聪 いで 居 61^ すと、 巧を 人は ヒット ラ ー 始れ 
みを H 本人を せ 巧し、 巧迎 しで おれた とを ふやう に 於いで 巧る のです が、 せがは どんな もので せう 
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まを こい-み ではぶ 邮は隨 々ょくな つたで 甘う けれども、 化しせ 除は U 本に W へられで W る ほど 
一 ではない。 巧に 化かむ つたなげ は 抑た 人排 巧い 化げ でした から、 巧 色 人 巧 本人を ホ 化に ながし 
で、 H 本人い 旅が ホ か ヵフェ ー や レストラン にがつで も、 わが 巧い 米る ところではな いと . パ つで 化 
6 山され た。 ぶ ひは ビ ー 作なん かを がに ぶつか けられた 。もれから = 本人い 化なん か、 石を むげ 
つけられで 巧 巧を したと お ふやうな 非せ に 巧め なむ 巧を なけた のです。 巧 逸では H 本ん をムか •レ概 
迎 しでが ると 化つ たら ii 途ひ でしょう。 

八氏 をれか.1>いろ^な人いぶを聽いで見まずと、 が叫がる〇は阅：：^の-かか-い巧化か化いか，-:' 
お ホな がを かいて 赂キな ことが 山 米た の だとみ ふこと か. でぃ はれで W りまず か、 ところ か獨 逸み 
一お闲 化は かが 巧 化か W 化 6 ない。 ちれが たおら ナチ K の U 《述 なじな つで 传 めな ホ-巧を 令つ で W 

; ら なければ ならん とぶ ふところを 化ます と、 お W 膊 如の 强 いぶには 舰 はんとぶ ふが >‘1 じなる 杯で ず 

>0 

え 

まを まァ 、さうる ふこと にな 6 ますね。 

1 C 巧 この H 化朦 外務 火に か诚 なで H 本の 闲 が 職 巧 しないつ もらなら、 棘 巧は ない 5 だと - K ふ 


ことを--:: つ でん-問 踏に なつで w る、 がが 化糜外 かの 巧 楽の ぶ 6 な w 歐雑 じに がでは 牌 巧は 出水ない 
とお ふが 態 じある' 化 だ . V ないです か。 

まを ががん-い 框 では 職 かは 化 甘ない。 やむな いと-ぶふ 化 態に ある。 つまな 叫が ザい 勒亂 を诞つ 

.. ての 二つの 巧 如か 化 仲し でが る。 


だから これが もうみ しがいで 打つ 
て、 どつ も か 隙つ とを ふ々 うな こ 
とに なつたら どうか 知い ず 甘乂グ 
さう かと.'": つで 梢 逸で もなか/、 
川米ッ こは ない。 义挪曲 叫 だつ で 
- ザる おはな いん . tj 戳巧 もが 巧 じは 
化 甘ない だ* I , うと 化 ふ。 

C 巧 巧が U 本 じがいでも， 歐 
雑じぶ. 咐 いが 巧を W 乂 けで、 典倘を 
火い に 先 巧し なけむ ばな.-:' がと •ぶ 



か 


つ 

が 
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ふこと で 盛んに やつで 居る。 化つ で 單需エ 策と 云 ふ ものは ホ 常な 巧 ひでやつ で 巧 すか、 この 狀 
態 か 何時まで 巧く か、 もれは 化き のこと ですから 解 6 えせん か、 兎に 巧 或るけ 视 になれば 拆 しで 
ホる だら うと 化 ふ。 をの 歐搬 じる りの 巧した け か、 日本 かすが おじ 立 おる 巧ぢ みない かとぶ ひすず 
が、 をれ がを しで どのる かとな ふことは 誰も ふ 配し でむる 閒 が だら うと 化 ふ。 この 削 あ； i ： 巧に 十が 
も 化んで 巧つ で お 近が つで ホた 巧の 話を 抬 き、 さう しで 巧丫 のな を始 いで 見る と 3 ひ义 がみが 述つ 
で W る。 前ぶ は H 本の やうに つまらん 闲 はない と 言つ で 巧る。 ところ かな 下は 掛进 から 邮 つで ホら 
れ で、 口 本 ほどょい 閑は ない となつ で 時る か、 おな H 本は をの 巧 中 じある 課です ね。 

まを 化み で 巧 職け が ホの 巧 制を やつで 居を いのは 巧 乂利加 だけ だから、 さう を ふ おにぶ ずるで 
せう。 

D 巧 ヒット ラー にしで も、 ムッソ リ ー ニに しで も M じです が、 わ、 した 巧 巧 ホ か 化んだ おかに 
はどうなる でせ うか。 非が な 培を か あるか、 をれ とも あの ほ 維 巧され で 巧く もので 甘う か。 

巧 藤 巧 ヒブ トラ— か 化 ねげ また おれから やらな ほさなければ ならんで せう、 と S ふのは、 ヒッ 
トラ I の お 巧 ホがない。 いろ'^ な 人が 阿 おじされでは 巧る のです けれども、 お W のと ころは な 
い。 例へ ばを の お 補 ホは 巧 げられ で 居る 一人のへ ッ K 、 この 人は ナチ スの 副热 巧です か、 が 巧ぶ 化 



で 冷 巧が 非常に 小さい をの 人です。 だを この 人が をが に 立つ たらが 制が かれのと 言つ でプこ 
ク 火は W 巧が の ロ ポットで、 をが ザ カがない。 巧が ザの. ぜ がは フ ブッチと 云ふ乂 かおつ でなる。 も 
れ からが 结 のシャ 'ィト、 この 人は なかく の 才子です けれども 、非常に 陰 除な 巧を 弄する 人です 
ぇら 敵が 多い。 化な な 巧には 卓越した 忠 ぶを 持つ で居ク 、やる こと もなか^^ 上手いで すが、 を 
れ だけが が 多い のでを 面には 立で ない。 をれ からが かの ク n ジック は 非 化じ溫 がな 乂 だからが 面に 
きことは なを 5 し、 內相 0 7, ック望 、これは どち えと 云 ふと 非 お KS 上手な 行か 化で 
すか、 この 人と で 前耐に 立で る やうな 人では ない。 をの 外に 言つ たら ヒン ムラ I 、 これは が奔巧 おの 
乂將 です もれから ゲッベ^ス、 この 乂は宜 がが です か、 これらの 人は ナチ スの 中で も 洲かホ 巧 ザ 
の 方で、 飽 まで ナチ スの ィデ 言 T をを 巧し でが かう とお ふ 人 速です か、 だしで 义 物が 小さ 
いから、 闲 .S 先頭 K きる やうな 人物では ないし、 化を S て ッング 、これと で义 間に ホが 
が夕 くで 先頭に 立で る 人物では ない。 と 言つ で 見で 見ます と、 ヒット ラー に 代る やうな 人が 巧で 
レ。 だから ヒット ラ— か 倒れたならば 巧 进は烘 が 苦が にな 6、 始 あから や 6 がさなければ 不 W ない 
でせ う。 

> ホ ♦ナ 手* を M みる - —L 


ぺ 
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困 巧と ナチ K 

D 巧 もの 闲防 軍と ナナスとの 视 係は どんなに なつで 居る か、 ちれを かし 共 糖 的に 

まを これは 一昨年す ではを の卦 立が 判然 6 しで 巧つ たので ず けれども、 お年邊 6 からが 巧 か 
をな 觀が見 化されで ホで ねる。 もれで 阅防眾 'の 中に ナチ ス のな なか 入つ で 巧る。 父闲 防がから 出で 
ホた ホ か ナチ ス の 中に 巧 山 入つ で 巧る。 化つ でぶ る 程 化を おされで 巧る のでず けれども 、がし 斯ぅ 
を ふせ 例が ある。 ある 嚇 おおか、々 化 巧 巧が 《ぶを 解め でが 族に 化 巧したい と 云 ふが 望を ぶバた 
お、 ず 巧の 組 城と ナナスの 化 棘とは 安然 別な もいだ。 だから 闲 化 共に ナチ ス のが 中を 巧 化 入れる 巧 
には 行かない と 言つ でな 封を した ことか あつた。 併し 闲 W がと ナナスの 下端の が 中は がが あ 化さむ 
で時るけれどもをのィデォ 。>-)の上にがいでは非化にお立をしで巧る。 例へばあの巧ぶいラィ ン 
出 おの 巧に ナナスの な 見と 闲防 ぶの 患 見と が乂か 離れで 巧つ た。 卽も あれは ナチ スが提 のした ので 
すけれ ども、 闻 が ザの ぶでは 巧 巧 論だつた。 これを ナチ ス のぶは が洲 にやつ で 了つ たので ず か、 化 
巧り k ぶがいで 何げ も對 立し で 居る と 云 ふのは、 闲防 ザと ナチ ブの巧 巧 ィデ ォ n VI •かぶ ふからで 
す。 さぅ しで 父闲 巧が のが おぶたる フリッチは 非 おな ナチ スだ巧 ホです。 又參謀 本部の 將化も 非が 


に ナチ ス にな 巧し で おる。 だからし でな がそへ るのに ナナスを 巧 巧® •レし で 化 巧を 化ら した ものは 
巧がず ゼ らうと 化 ふ。 火 ほ ヒット ラー とを ふ 人は、 ム等 おで 魄爭 にがつで 化 おにな つた 人で、 が お 
の おがを かし 巧け で 巧る。 ちれから 巧みが なは 巧 どが が 上 6 の 速 中です。 だから 昔は • 、、闲 W がい 
が 中が 政治的ぶ 他に ナチ スを 抱へ で ナチ スを 踊ら 甘、 さう しで 闲 防がの H のを ぉ化した いどと .てつ 
でょ いで 甘う。 ですから 何時かは 闲巧 ずが 前面へ 出で 来る だら うと 化 ひます。 

D 反さう すると 闲 S 单は H 本の 睹お ザの やうな もので あり、 ナチ スと云 ふ ものは ヒット ラー、 
巧の 脚 巧と 言つ たもので すね。 

•著を をの 點は デリ ヶ—卜 です。 化し ナチ スと诗 つで もを の 中が いろ^^ じ々 か 1 で 巧る。 巧へ 
ば- 規衡 巧と 云 ふのは 十 ナスの 幹部を 巧 誰ず る蝴 おで、 が 巧が 巧 巧の ゲ— •ぺ— •ゥー の やうな もの 
です。 もれから 巧 巧が はかが 的を 脚 おです。 をの 外に ヒット ラ 》 •ユ— ゲン ド、々 做 お t 换 等々 ザ 
小 もの 脚 描が あるので す。 

D 巧 現せ 闲枚 単の め ホ トーの が 力と 京 ふ ものは 乂 々强く なつで おな 3 ず か。 

看を を々 强 くなら つ、 ある。 をれ かな 治 上に も 判然 6 现 れで掉 つで、 あい 典 做.# 化；^ た、,^ み 
がの な ホ 的を ホは おんど 化つ で ホた やうな が 態です。 

第 カタい ナナス « a を «み& 一 i - 
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D をす ると ナチ ス のな 見は 巧 はれを いと 云 ふ 巧 態に わるので ず か。 

著ち る 近の が 巧では ナナスの な 巧よ々 も W 巧が のな 巧が 多く 巧 ひられで &る とる ふこと かお 來 
るで しよう。 

E 巧 何んでも、 とで も 化 段を 抗 制しで 居る とる ふこと がを いで わら'^ した か 

著者. が 制を しで 巧る のです •か、 化 段を 下げない やうに する 一つの 手段と しで やつで おる の 
でず。 

E 巧 もを 寶 もが 制を しで 居る と 云 ふこと でを？ が、 お 李 5 器には どんな ホ 化を 

揉つ で 居る のです か。 

著者 かけ 巧 おでこの 月は 之を が 程を 乂 しでを しいと 云 ふこと になる と、 をれ だけの が 可 泣を 巧み 
お ホに がず。 さう ずると 巧み 莱 ホは をれ に 化 つで 外 W と 取引す るので すが、 をの ホ がされた 御な 上 
はお 入ず る ことが 出 ザない。 だから 非が に 巧 巧 おいので、 巧み 菜 おは 止めた がつ で 巧る のでず が 止 
» る など、 言 ふと、 偉い 目に 巧 ふので 化 方な くやつ で おる らしい のです。 

F を々 化が おは どんな おでず か。 

さ*" をれ よと でも 恶 くな つで ホで 居る と 化 ひます。 おの 知つ で 巧つ た 人 をん か n 給の 中の 网 


々の 一は 規 をに 取られで 了 ふと 云 ふこと を 言っ で 居りました が、 巧 巧 取る 巧を でも 十が つかわる。 
收乂巧 だと かもれ から 黨 のみを だと か、 をれ から 化か 巧 だと か、 何に 化っ で 巧る のか わからん けれ 
どち 何でも 採を のな 巧が 十が っ あ ミ だから 巧 六十 マ ー ク 位取る 人で も、 が 巧を の 人の 巧に 巧乂 
るのは 巧 マ ー ク ちこ^^です。 をれ に 物 巧は グン.^ 巧つ で 巧く と 云 ふが おです から、 このを なん 
か 伯林の 人を の 生 巧を 巧で 見まず と、 ホ 巧 お 度は ずっと ート っで ホた。 巧に 服裝 なんか 非が におくな 
63 した。 

F 巧 巧 化 時 閒は矢 娘 6 みっで 居る のです か。 

看を 八 時閒と 巧々 であるので すが、 巧簾エ おの 工場なん か 十げ 間 ももれ な 上 もやっ で 巧る のが 
巧 かみる • 

A 氏 巧 今までのを 話を 伺 ひます と、 貸 おは 惡 い。 をれ にも拘らず おみは ドン {化ら れ る。 父 
巧樂 方面 も 巧 化に 制限を かへ でを ると を ふこと です が、 をん なに お 待され で 巧る にも 巧らず、 巧. よ 
は 一 まお力しでやつで居--^、 巧內の巧巧がキ チ ンとしで巧るのはどぅしで <すか。 

著者 をれ だけし っから ナチ ス とを ふ ものは 巧を の冉は 巧を 上手く 概んで 巧る。 巧进 人は w か 
れ 、磨 A られ 、巧 宿 《る 巧 巧に 寂 かれで も上モ くが 制の とれる W はれを がしで 巧る。 3 ひ 巧れ げぉ 

第 六々 ナナス を •みる 一 五一 一一 
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".。じ 鈍 威なん 一」 すか、 ミが 义强 化な— がです。 ちれで どもを と 芝と 講 3 むで W るい •なさな 
ん です。 だから あんな じ 働かされ なから も トー ホく 納つ でむる のでせ う。 

A 反 化 速つ で、 罐 がさん (H 本製銳 心が 巧彻 かぶ にがつで 米での むぶ じ、 獨进 はれ じぶ 化^^ 
だ 公 S 水 撒 人*^ •か -H 砂 降。 《けを を 撒 S で おる。 これが お 逸 S 拷だ查 ふこと を.-"^ つで 
がりました。 

雲 功に 斯うを' ふぶ が ある。 ォリ ムピ； K に、 H を 逃 ホ 葦か才 こピッ クタ。 スタ 
デ ァムに がく 場な、 .U 刹 かに 乘 つで がつ たさう です か、， でのげ 一人の 逃モ かな 中で 彼 おに 肋 弦 包 
をが いで あるので、 をれ をつ で 葦を 一寸が めで お H とがんだ ところ、 上れのを がな けむ 
でが めら れ ない とけつで 化 化な かつた さう です。 も H くら ひか々 を 巧ん じる。 命 かには がを に 服 化 
ずる。 を 《化ら 融池 《さを S 二と 鞭し い。 をの. ザう K 踢 逸人は がに 触 姐 •を 一ん ない。 化 おへがく 
とり 本：： ii： 巧なん か 非が にお ホな： H 巧 だと 化 ふ。 が 化かさう させたい で 甘う けいど も 非が にお ホな と 
ころが ある。 

A を さう 云う 化で ずから、 巧迹 ではが 制と ぶふ ことが 化 功した のです わ。 

著を さう でず。 がに 獨逸 人の 闲比 がを の是が 統制 をの もので て だを 盞 には 献 制と •ぶふ 


ことか 化 H で 氷た ので、 あい 巧 逸い 統制を H 本 にがつで 米で も H 本 《闽 はは 游 がかです んら化 r が 
れで T ふで 甘う。 

A 氏' ホ 巧が 態は どうです か。 勿論 拍 つで おゥま 甘う けむ ども …… 

まちな 約を. の ものです。 だんら な物咎 も： 胜 いも W ばん 6 
なバ るので、 巧ぶ 不 なが 何 おにむ つで も ある。 化 S 始 つた ク 
巧 ィ ピスト なんか、 一迎训 がに 風化を 引いて W る。々 が. 小む で 
が をむ だけ 巧が 力 かないんで ずね。 をむ から 掛进 じむく と 化 化 
^ が 非が に夕 い。 おはかれ どうも 乂 おかおり ないか •レ だ，.： うと 
損 化つ で 巧つ たのです けむ ども、 供ぶ じがいて ft ると々 な. 个な 
ヒ— だから だとぶ ふこと でした。 た狀 6 を H だけ 胜い中 巧を し \- 
^ おる と 一 K ふこと が. 背 ひがる のです。 

F 氏たい 削には 踢 逸人と 妍乂 人と か 〇 巧 じが 靴した でせ 
うか、 をの W に 化れ たお 化 貼は どう 化投 つて W る S で ずん。 
まを ナナスの わ 化 なんんで 化が つで W る W は W 父まで 巧 


R .. 

管， 

ミ -、 .A 
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る。 祖父の 代 3 でに、 巧 太 人の 血が おつで 居なければ ょいと 云ふ譯 です。 

F 巧 勿論 先程を 話に なつた 腹 因 も あるで 廿 うが、 をの 外には が 因かなかつた です か。 

著を 第一、 優 ホな 巧 あほ 族 卽も優 ホな ゲ^マンは 巧の 中に を おず ベタ おぶ 人の 化を をへ ではな 
ら の。 が も 化の 巧 巧と 云 ふ 立 巧から 排斥した のです。 ですから これは が 太 人に おしで ばからで はな 
い。 ちが 人に 巧し でも さ うでわ つで、 巧 ホな ゲグ マン 巧 巧 か 巧 化の 闻 化で わる 支那 入の 化を 巧へ る 
と 云 ふことは 闲 家の 化が であると 云 ふ ホ 巧を をけ るので ず。 

日本人は 外两 人を を 巧ず ると 云 ふなを 止めなければ ならの。 化なん かも 外阳に 巧く 前には、 H 本 
にせ 留 しで 居る 西が 人を 見る と、 とで も 偉い やうに ぶつで おつた。 ところ か 日が 化で ホで 見る と、 
をん な ものでは なく 日本に 居る 外闲 人は 殆ど々 化 ホ 巧 級ち 巧です。 ょい 巧な の 人は 巧ない。 だから 
あんを 人を をが 巧ず る必 巧は ないです ね。 對 等で をい。 

A 巧 巧に ホ 巧 生なん かを 巧し で 居る でせ う。 

著者 どうも 日本の かを 生を 中は 外闽 人に ながれでつ 3 らん 莫 化を しで 巧る。 だから 今度の ォリ 
ム ビックの 巧を 述 動を やつた 時に でも、 义 日本の た 巧 生は あんな ことを やる んぢ やない かと 化 ふ 
と、 巧を 運 巧なん かした くを かつた です ね。 


A 巧 一部の 人達は もれを 非常に ム おしで 居 63 すね。 

著を 货巧也 配 幕です ょ。 だから 义 部省邊 ろで をれ じ おしで お 巧を おで、 •さぅ しでかが か ザを 
やらん と 父 日本の 化な です。 おは 第一 さぅ 云 ふ點を 文部ち みなに 進言した いとぶ つで 招る のです。 



第 セ ま 化が 通信 

ー ナチ スの 阅內 移民 政策. 

ヒット ラー CB の 巧 濟な巧 

一九 がー パ S 个 U シユ ライ H ル 巧 削の 化を ぅけて、 政椎 を举摇 した ヒット ラ ー内 W が、 をの 
後一 一一 年 問 にわた つで 化し をげ で ホた が おはがで あらぅ か、 あるぶ は ヒット ラ ー の萊 がに 火 さな 非摧 
のがをがびサ、 またあるものはヒ ッ トク》の巧がに紀戒の叫びをムくつで、 E -論こ駭をの巧かをつ 
んむ W が 出 ホず、 一 おかな 人に とつで ドイツの 瑞 化を 把 招す る ことほ ど阳雜 なる ものは ない と 甘ら 
れで 巧る。 しかし お « ヒット ラ ー の 巧が は ドイツ 闲 化の 生活 稻 化が 如何に 向上し でむる かじょ つて 
かせられ るか、 闲乂巧 筑と數 ザと 言論の n かな さ ドイツ 阴巧 じめいで この 削 越に 卽 巧を 巧へ る こと 
はけ だしが みの 化が ではない。 化つ で 弟ぶ もまた ヒット ラ ー めが の W 巧が ぶを 論ずる 批判的 態 化を 
避け、 をの巧がを如巧に記述するなかにがいで闲内が：：^化巧を描巧しで见ょぅと化ふ。 

第 ± 巧た 林 ホな 一五尤 


新興 ナナ； 濟 通な こ/ 

ヒッ トラ 1 がな 巧を 獲得し で、 先づを 巧に 羣 したを が 冀 巧は 共 ホな の 巧ち ないで ユダ 又 
の 排斥、 W 察盟脫 あ、 ず備 再な、 おお おがな をの 觀お 等が 聖上 管す •へさ 記续を おつで わる々 
累 的に もまた S 巧畫蟲 とする 黄 本ぶ S 餐お戍 、巧 叢 お 0 餐 、《働 お 馬の お 也、 

失業の 摸烘 、惡振 巧め 巧 《お 巧 等、 お 導 お 凛を 茲巧 とずる 諸な 巧を 化 巧し、 な 林 問題に め レで 

主 化 化な 制の ザ 化、 物 愛策、 襄 統制、 胃 おはか 巧 等、 賛的 墓を しかもが 講 にかた 

で、 化 ホが 冉の 前にを どの 如き 丘 かを おげ 田し で 居る。 

しかし、 この 中で も闲內 移は は 巧は、 ヒット ラ ー お坑の 諸政 巧が み 巧 的に 表 おせられ 化 中が に 
巧这 まれで 居る おにめ いて 特筆ず べき ものが わる。 か 論、 胃が お 巧は 化 ホが 闲に ダけ ると ぃ 巧 
自然 巧 ホ 的を をを もつ で ドィッ W 內 にも 現れで 居た が、 これを 息證 的に とらへ たものは ヒット ラ ー 
のを 獲 だ。 

ナチ 义坟植 の巧辑 的巧礁 とを ホ田坦 

ヒッ トラ ふな 巧は をの 源泉に がいで、 小ブ V チ 3 ァと 奮を 髮的 蓋と なし、々 を お 期を を 
のぶ 色と しで ミ 養 上、 政が 璧 後には 共產 f 蓋し、 夕 冀と援 、おが ••小 文 ごァを 


打つ で一义 とする 巧 太な 巧 級 財を お 化する 么巧が あつた。 これが ために 闲內 巧は な 巧 (ジ ー ド火ン 
グ) は •一つの るつぼと しで 採 巧せられ た。 卽も义 策々 衡 ホを 旧阁 にを 6、 ± 地 とぶ 接と ぶみ を 巧へ 
で不 巧を なを 巧から かひ、 お 吏や換 巧に ± 地と 小 化を を々 つで、 危機に おする 巧业 力と が タカを 巧 
戍 しなければ ならな かつた。 

巧に 巧 巧は 巧の ぶぶ にがし 得る ものは、 第一が 件と しで ユダャ人 でない こと、 两 まにあ 巧を 巧 ふ 
もの、 巧 年で ある こと、 化 庚で わるもの 等の 规 ぶを 設けで 居る ので、 换は 化に かける これず の 人 W 
はがたに 强 力なめ 治が をな ぶし、 ヒット ラ ー ながの 巧 巧と なり 巧ぶ ともをる ので ある。 

政が はこの 巧 A をぶ じで、 闲 みせを 主を の 化 ホ 巧と 人生 觀を两 巧の 閒 にな 逢し、 ホ閒 の 上 地を 閒 
巧し.」 ホ ホ カの 话速 をから、 ドイッの ± 化から 的 ザた 生を 物を もつ で、 ドイッん の ホ 巧を W ふとい 
ふ、 才— タルキ— のめ 巧を あむず る ことが 出 ホる ので わる。 がに 政 かは ジー ドルン グ化 巧の たれに 
、失策 ホを 巧：：： しで々 術 おが 政 巧の せを あげ、 失業 ホを ジー ド^ングに 收 おする ことじょ つで、 た 
策 的 止の 化 巧を •货 化する ことか 田 ホ、 时 巧に 一石 11 なの 利な を 巧る ので ある。 快：^ 化な At 巧媒 化が 
の ドイッに とつで、 W 巧に がは をが ふ ほど々 巧 的な め 巧が 化に あるで わらぅ か。 

« セ ♦《林 ！ i « ニ ハ ー 


巧 興 ナナスが 濟 ホな 


ジ— ドルン グの規 巧と 化な 

ッ かがは が ブロン ャ み、 ィ ノーヴ r 、 ヘッセン 巧 W が沒 たる 原料に お々 巧 W 化が 所を 化 押して 
i b^h 巧^を 茲 な、 巧刚 じは 巧々 ジ ー 
^ .. ? ド； ク i — しで、 巧 

IHi 、 B 裳み援 K 命を 助へ、 闲乂 


—— M__H 


^ のか 诉が裝 を おみして がる。 

乂 こむ夕$ジ1ド ル ングはた巧 
障 

ゼ ーーぶ 斬く は； 一一 半-化い 小ぶ： •であ 
ラ 6、 ルぶ 放の たか 化ん がる もい 
であるか、 火ぶ が. 3 ためじは •一 
階 犯の 挤 おな 小ぶ：： r かぶ けらむ 
ぶ巧ものト マ ーク -^^■'.^六、 - Vt 


—ク巧 化の ぶ 巧な ものと なつで むる。 ジ— ド^ングの お 化は S かい 一 かぶ •知 化の S か S r か ホ W 



あ後の一1一か$ 一 かか城となつでがる。 お：^^速は义がに即おがを栽巧して化巧を肌^、 化拱じは化み 
I 热 をが つで みと 錫が を峭 入す るホ數 をはぶ くこと が 山 氷る。 

しかし设：^^にはがにが火な北地が與へられ、 ^地化樂制じょつで加化のの化を巧がしかる躺'^^ 
外の 小 ホ か 化が さむる やぅに なつで わる。 これ 等 S - ジ ー ド^ングは 娩ど政 かの 化 巧 じ お 6、 4 むじ 
.か 社糾 純の も S も あるか、 を 般的じ 巧 侧戰操 化 お 部に 統 おせらむ、 W 巧 じ々 侧火が ど 八 テに. い 粉が 
を 巧け でむる。 

ー ゼ^テ氏はホの如く碰火な抱れを述べで、 ジードル ングじおずる化かを與へでむる。 卽もジ1ド 
八ング はが W に 化 中す る々 働ぶ を胆 かに 卽匙 させ、 おじ 化ぶ のか 化を 計る 卜！ じめいで ホ おなか か 的 
ぶ 発を 卜 ：： めで わるの だ。々 做 ホは 一 HS 巧 脚 じが わで.：！ ぶじ 如 6 巧が なみ 相を 化 ひ、 乂赔的 化 巧に 
.ジ 6 叫 HS 巧 動 心を M 化し、 またぶ 族は ぶじ あつでぶ ホを 巧 ひ じか しんぶが い 一端を 义 へ、 A 巧 
巧の膨张を w ^ことが山米るのである。 かくで々侧ぶと扔：；：^^化おは、 お巧したジードルンゲを姐 
じを 化 的 化 巧の 融 かを ぶげ、 健 令なる を お化しで むく、 ドィッは か、 る强 心な 闲 W を化说 とし 
で こを、 お 外的に もが おず る ことが W 乂 るの-だ 。ドィッ 化が はこ U がた： S じ パが のがぶ を おで、 ジ 
1ド ^ ンゲをが々化設しで闲：^^に俯巧で化化しょぅとしでがる、 と。 

巧 七 巧-の 件 通。 一六： 一一 


巧 興 ナナ* 巧濟 * 巧 

しかしで 巧衝 巧が 住を 部が 計 巧した を 計を をぶ ると、 ジ- 
では、 ホの かさを 巧 夕の巧 逢が 生じで ホる。 

をな 品 比 巧 お 

ホ 儀 者 


六两 


ド 火 ングに 化む々 働 ホと 巧 巧の々 衡ホ 
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四 化、 0 


ジー ドルン グは ドイツ* ホの ブロ グラム 

化つ でジ ー ド^ングに 化む 巧 か ホ やを 吏 速は が ホの 生活ぶ に 比 巧し で、 約半分の 巧々 を もつ で ホ 
巧を 贿 ふこと が 出 ホ、 ぶ 巧 や 日常 巧を 化篇 ずれば 約ぶ かの 二 乃-ホー ニ分の 一の ホ 巧々 を もつ で 洞 巧な 
巧ら しかが でられる とい ふ 結果になる ので ある。 しかしで やかでは ホ 巧の 餘分 をが おする » 神も现 
れ 、接いで はな 巧の 物 巧な 巧に おする 支 巧と もな 6 得る 譯 である。 

ドイッを 巧 究サん とする 旅行を をが、 一度べ 火 リンに 現れ、 足を ー ホ 郊外に 雄んで 見る とが々 た 
る鋪 ぶの 期 側に 立 も ホぶ 円 巧の 林の 中に、 お々 と 白を のな 宅を 見る ことか 巧 ホる であらぅ。 

これは 日本の 上 W 巧 おの 人達が が ホの が 煙と 巧 巧を おけで、 巧 巧なる ホ 巧を むさ ぽ らんと する H 
のの 爲 A になむ 文化 巧を の 巧と 巧を 巧に し、 ドイッの 生を ホ 巧 おが 明日の ドイッの ホ ホ カを 双 巧は 
巧つ でが かに かなす る 巧な 所で ある。 しかし 巧 巧の 廣大 なること、 設備のを 頓 しでね る ことじが い 
では 到 お H 本め 义化化 おの 比では なく、 しかも 闲內移 巧な 巧の 乂 いなる 朵で おばれ、 一つの ぶ 向に 
向つ で 巧いで 居る 斯 はがいで 正に 化 巧 的 施設と いへ ょぅ。 

ドイッは 巧は 一九 S 五 年ぶ にか、 る小ジ ー ド グン グを六 千 一二な 二十 一巧、 中ジ ー ド グン グを内 千 

第 ま お# ホな ；拓 



巧異 ナナスな 濟 みな 一六 

S 十が、 火ジ ー ドン/ ングを 二 巧 六で ぶが 六十 八が 化な し、 がに 小ジ ー ド^ングの 千ぶ け 心 小一が 中 
ジ ー ド^ング 阳で 六-百ぶ 十八 it 、 おジ ー ドレ ノン グぶ巧 八 パニ 小一が を巧榮 中で わる。 こむ に带 した 
が 巧が ぶ 値 一で 九な 巧 マ ー ク 、このな 火な お 本 か 物を. 小 化と 巧 W 逆 期を かこつ ドイッ 闲內 じがいで 
何 起から 袖き 出しで ホる か 何人も 不 W ぶぶ とする おで わる。 がが ーヶが W にジ ー ド ルンゲに 動 U 廿 
をた 失襄冀 は苹萬 人に 速し、 ヒッ トラ ふが 樹ぶ鬟 の 短 人い を おかず n ば茲 人を 义化 
する で わらぅ。 か、 る ば 伞の技 計 あれば こを ドイッの 都 か 化 巧は 化が 的と いはれ 闲化 J 巧.， r か 比 
と ホら れで わるので ある。 (一九 ミ 六 ザぶ H ベルリン 度〕 

ニ シャハトを 斯く 見る 

ヒット ラ ー 紀 がの n 力^ノ 化 お 破 おを かを めぐつ で 巧 巧み 化が を 立 でられで W た 探み 火 おンャ 'イ 
卜巧十 •は、 お 近 ドイッ 化 ホに 巧た なる 巧勒を 典へ で おおなみ 阴 いみ をを おしで W る。 卽も阿 リ^ 十阳 
口閒惟 甘ら れた谢 谋の雕 トー、 シャ^卜は ヒット ラ ー 热 がを 說 がし、 現が の ナチ スか 巧を なです む ば 
内 かは 巧が をの 化黃 をぶ ぅする ことが 出 ホない からとの 巧 ホを なで、 が ホ 巧の 化が をな す W 和 も/ 
ホび にな 韓の巧 巧滿を 化を 乂 に ゲ ー リングに を 或し でし 4 つた。 


シこ卜 と 十； 谋 がが s 執 はげ 遠 ホ襄に 及び、 今が こ、 K 記述す る でもな く网か s 
巧で あるか、 ぶる： ニ バラ イ ぶ襄摧 なろ W 巧を 擎る 规ぷ にが 若シこ 卜はノ イラ 1外 

# と ホに ナチ ス の 方 かに K おし、 巧巧跑 がを 刷 巧す るが 如 さ ライン 扣 おは 極力が 避し なければ なら 
ない とホ张 した S 妻、 朗蘇 Q をる、 所と なら 某 W 辭 ぶを 提出し、 榮 なな 獲が だで 
々化と レ ふ 今 化は シャ 、イト もがな をが さ < る ものと 見られで 巧た。 しかし H 化の 利いた シャ^卜は 
一が 化 人 《覆す る 如 もがには 動いで がな かつち 辭 ぶを 幫 した ミ 巧は ナチ ス をぶ 嚇す るた 
めの ホ 段で あ 6、 ナチ スホ 制の 火芝妃 であつ た。 こ、 でシャ 'イト かが 讲 かの がすを 化 おすれで々 ド 
イッ 阳化 《お 掛を義 る こと、 なり、 シこ i を こち お 巧 2 じ 一が の 常ん を かしで がる 世 ホ 
の 巧 ぉ 策 ホを、 ドイッ 朽 おの 十 ザが に 化 茲むお 巧と なる。 

ヒット ラ ー 巧が も シャ- 卜の辭 なをれ じな かつた。 シ ャ-卜 のが 化は やが で インフレ ー シ ヨンの 
巧 ホを ぶかし、 ナチ ス政樣 を 梁 卵のを 巧に 的れ る 前 化と なる。 シャ、 ゾト辭 巧す •へからず とすれ でみ 

がが と Q 義を 結に す 5 八、 シこ he ミし で 著聰 に？ ち 護 度 十； と藉 しでか 
巧を ぶけ 于 K ? か 、 を ざな 幕を 霧し で棠 《器を 带備 すを だを なを 逃ばなければ 

ならない 。しかるに シャ 'イトの 臘视じ はげと 化に おへがく ナチ ス がのを か峽 じで W る。 乂 るこぅ 么 
父. ホ々 《样ホ « 


巧 興 ナチ ス巧濟 ;夕 

一椎は 巧が 巧を 中ム とずる が 力 派に 移 巧す る ものと 巧 じで 居る シャ 、イトは、 早く も ナチ ス な 權に见 助 
6 をつ け 闻巧單 をた でと しで 巧 巧 せんと 企で るに 至つ た。 

元 ホン こ-- は 巧冀秦 K 基づ さ 寶を雙 ミ 装疑靈 びを 货を 業 ホ、 預ち 

ー ナナス 巧の 一二で おに おなで、 居た が、 巧 巧 ホ おを 满 が 部 グプべ 火スを 傳大陌 、ダレな 規 大巧、 ヒン 
: ムラ， 親 お 巧 お 等は ンャ 'イトの 政 巧に がかを 入れを の •货 現を 妨げで ザた。 化つ でン こふ 巧 寡 
か 巧を お 巧 せんと ずれば、 溝 幹部の 巧不 ぶを 板 おを 抑制す すが 力な 人物を お 面に 立で る お 巧が わつ 
た。 もこで ンャ 、イトは 闲巧ぞ の 中で も ナチ ス漢內 でも 陰 巧た るみ 力を 巧 も、 W ホの 中 脚に がなず る 
て， ングを かつぎ 上げ、 NJ れに原 か 及びな S 脊斑 f 巧な しで 寡は W 望の 巧 巧に 隱れ、 n 
己の 政 巧を あが せんとす るに まつた。 シャ 、イトは スユ ー デン 人の 血を うけで 居る だけ わつ で トイ 
ッ 人には なしい 巧を 弄ず る 人物で ある。 

! しかし 兎 もち 闻巧 乂括プ 。ン ベ^グ、 がを 大巧 ゲ ー ブング とおんで 巧 おを 張 巧ら し、 巧が がの 攻 
巧に ホを くらまし でし つた。 だが をを ンャ 、イトは 自己のを 巧を 巧み 的に をけ せんとず るで わらう 
i か、 をれ とも 垣 慕の 巧 そざる 中に をの 巧を 退いで 闲巧 巧のを 巧に あ 6 巧かん とする で わらう か、 これ 
は みれ で 巧み わる 閒巧 であると 共に やが で ナナス 政 椎の巧 おを 巧む 一 あがと もな 6 巧る 巧で わる 


もこで ンヤ 、，卜 の 巧 ホを 巧 巧 づける お干の 巧な を 記述し でシヤ 、イト のが ザを がを しで 見よう。 シャ 
户卜が ダ ー ナ ー トが 巧の ま K 人から かめで ド イプ 码立 かがの 巧 巧と なった みは 一九 一二 一一が 卡 一：：：； イ 
ンフレ ー ン ョンの 化を うけで 通 巧な 巧に 化 本 的 改革を 化へ なければ ならない おで あつた。 このげ シ 
ヤ 、イトは 〇 かを おいで 他に 適 巧を なしと ぶる や 膨大な 條 件を 巧 出し、 が 化する 巧 立 巧 巧 マ^クめ モ 
巧を 支がず べき ことを お来した。 斯 ホと ヶ年化 巧の 改正、 賠巧問 おの おか 等 おいに 見るべき 巧が を 
あしたが、 一九 so 年 中央 溝の なが さに 崩が せんとす るに なつで モ巧 よく 引退し でし まつた。 

火 I 夕 1 S 後を 推いで ドイッ 闲立お 巧な 巧と なった のは 一九 S 一 1 R ±11=: 卡古 H 、 ヒット ラ ー かめ 
巧を 棠 おしで 巧 もない 時の ことで あつた。 ヒット ラ ー がシヤ 'イト を お 用した のはを のモ 胳に彻 待ず 
る 所が あつたから でも あらう が、 ン ヤ^ 卜がフ ー ゲンべ 火グ 、パ ー ペンな ど、 共 じシユ ライエル 内 
巧が 立に ホ 巧ず る 所が 夕か ったからで わらう。 ドイッ 闲立 おがな 巧に な 化した シャ 'ゾト は 巧 1 化 一二 
网 年：, 1：=； ご 一十 H 持 棘 大臣を ホ 巧し、 ド イプが ホに 確固 不 巧の 巧 力を 巧設 した。 しかし シャ- 卜はナ 
チス のか 巧を 巧 立しながら ナチ ス になみ せず 自己 特 おのが# か 巧を を 巧ず るた A に ナチ ス蘇 U にし 
でが It ホを たる フユ ー ダ ー のがを を こ、 ろよ しとせ ずつ ひに ホを ぶ 巧を かで た。 しかしで ある n ヒ 
ッ トラ ー ながの 室に 現 はれた ンヤ 、イトは 矢庭に ピスト^を 巧 さつけ で 『〇 かを おすか、 しから ばフ 

第 ホ々 た# 巧な こ ハ 九 


巧 興 ナナスが 濟 ホが し 

エ 1グーを巧サ』 と强がした。 もこで ン ャ 卜 のな中をお知したヒ ツ トラー紀統はフ エ ーグーをが 
ホ ホれ の 化 化から 巧 巧し でし まつた。 

ん 、る W 巧から が おすれば ンャ 'イト もなか/ \ ちがな 化物で、 巧に 政攤 からか 梢へ みぎ 化る 巧が 
は ドイツ 財 ホの 巧が とする に 化る も S か ある。 をれ にも 巧 はらず ンャ 、イト か 巧 化の 人 巧を 一み じが 
つで ねる 巧な の ものは、 W に 常つ で 巧 ホ、 巧 化を々 たず 巧 避す るな とぶ ぶじれ ふ 所 かちい。 こい ン 
ャ 'イトが がおか 辭 ぶを 巧 化した ので わるから ドイツ 财 がか 餘特 •難 脚 じを 巧し でね る こともぅ か •、は 
れ るし、 iw たシ ャ户卜 のが 来に 巧す るが、 むの ほど も 巧 かさむ る。 ドイツの が ホ ホは い'^ ホの 如夕来 
厄と 姑點 とを もつ でむる。 . 

一、 エ策 みはが 備巧 お及び々 働 おが 化 巧の たれに 生 ホエ策 かい もじる しくが 進し で 巧る じ 巧し、 
消受エ おはを おり 一を をた どつ で 巧る。 

一一、 むが 巧 巧は 化が ホに を か 筋の ホ 中に W し 比 刚な資 巧 動が か 化せられで わる。 

一二、 闲化 のがな 力は ホ 巧に おへつ、 ある。 

巧、 巧み 巧みは 化が が おを がけ 巧群缺 をのた わが 林が 入が を々 田 推と な 6 つ、 ある。 

ぶ、 巧 外 支が かの 化かが が 火し つ、 ある ためお 科 巧乂 化の 巧 おがが はれ、 ドイツ 侧のお W が 巧を 


なす 歐洲 護、 的 アメリカ、 パ； ンホ闲 、養不 芝た 化物々 义 巧を ホ 著る 頭を の- 惦 
かお 入が が 火し でゐ る。 

六、 みお かおでは 政府 公 伉が 他 か斯に 速し でぬ る。 

山、 外が の お 入は 外を W 係の お 化に ょ A 巧裘 されで 的る。 

1 か、 る 火 巧に 支が 甘ら れで ドイッの が讲 ホ、 化 界はホ 曾が の闲巧 じを 巧 せんとし つ、 あるた A ナ 
I ナス 端は ホ 巧が ドを がが し、 巧 ル 巧みを が 巧し で闲の 的に rt が 巧みを がぶ せんとし でむる。 化し シ 
\ ヤ-卜 は 昨伞ホ ミュンヘンに がける 巧汾の 中で ま 張 せる 如く 『化が 热 みに めける ドイッの 地れ はわ 

I くま SH 遠で 葦、 イッは 装 巧を 望し ミが 深の 思 化を 謹し ミな ミの。 n 

一 がが^^&は巧阁をぷ味し、 ドイッか化みなるが巧を必巧とずるなトー、巧か巧なをぶみしミなミ 
なごと し、 ナナス がの T 夕； ふ？ 一巧 トピア と 其な しでむ ろしんし で. 化に 『ド 
イッに お- < を 節約す •へしと いふ 巧 求は 非常 就を 寫化 化で おつで、 を乂 なくしで 按 W なく、 おリ 
なくしで 化務 S が も あぶな ごち シ：卜 はがみ 論を のへで むる。 

然し か、 るぶ A はず Y で ナチ ス 巧の 义 かと 巧 突す る もので ンヤ 、イトの 巧ぶ もこ、 じある。 シヤ'イ 
卜 力ん -n までをの 贼を ぶぅ したのは ヒット ラ ー 巧が の おみが あつ たんら であ 6、 化 姐が がい 化 W 、 
夕+ •夕 估# 巧な -ヒー 



巧 興 ナナスが 濟 ホな 

ヒット ラ， おがの 装 生 H をを 巧と する お 陸 火 おの 巧 鼓 及び 化 巧が お、 これ 等は かかで が 部化樣 'K 
現を 像 f せる も ミ あ 9、 シ こふ-持 及び 爲 巷 特规樣 の S も ドィッ 募 《が おとな かずる 
もの か あると S れろ こ窒六 半な ご リンち 

一二 巧 四 ケ年計 盛と 搜 巧の 巧務 

ナナ ブ巧囊 玫 巧は、 一み 二 六 芋 一" ゴス n , にがいで 閒豐 たた 全闲 接を に 仏つ でジ 

ぶせられ た。 • 

この 投莱玫 S 哲ヶ常 まと 化に を々 を ゎ 的に ぶ わされな けななら ない ぐ巧菱 、ゾ .ヶ 

の 說刚す S に 化な、； S 村 かぶ 一 K 葵す V さ 堅は 耕错送 養で わゥ 、禹 のな な 

でみ る。 

止巧の 改 なは 未閒 地を 閒 がする ょ ミ お 化の 生 ホ カを がが しがる をで わる ナナスを は藥 
± 巧な なの 巧れ に租 々のか 巧を 施しで 米た。 

然し. 化に 耕— 卸を がふ 二と に 仏つ て、 收惟 葦な 《なけ n ばなら ない が、 人夕葵 巧が 械を 
ホなず る こと もがが のな 巧と サ •レ U でむる。 


辞ヶ冀 華ち 巧た 义选肥 s 茲的 應巧训 かの 收獲 率が 加、 かぶの ホ— が 叫ば L 、 
裘削趙 とせられて 笑が 寶 のぉ 刹を が 掌る こと も常栖 《惡 とすた でむる。 

これ 等— 寡を 贫度義 す S 爲 《、 S だ 聲 f 巧な しなけ な ミない。 ナチ スけ 
がは 旣に嘗 養が 碧を 叢-じ、 收 華を 璧護か 愛最を 榮睾& を、 装よ これ 巧た 

巧 施設を を々 ぶ備 しでれ かなけむ ばなら ないで あらう。 



なかの 巧が と 
おに 一 化-- 一.- •小 

な米训 巧と 廿ら 


^ H で W たた おぶ 


化は がみした。 


まではぶ じ々 谢 
A 5 不化 ずらぶ 
じらむ る。 


弟 ホな お 株 巧 お 


化つ で ク巧役 


一七 Ml 




新興 ザナ *«濟«巧 

まな 巧を 窠 装 遂行ず S 賽 には、 巧窠化 S 葛を 巧大し 在た ばなら な レ 

一を 二寞化 Q 收 巧ろ 援 が、 巧 霎化閣 、巧 化 0 義 農を 賛 する こた 仏つ でな を 化 

結— る ことが 窠ス ミ賽 養を、— 曼 巧—— iA ミい。 
畫に < ts 《《送を を* 揉 巧」 な梦 ば & らを 最鑑需 K 5 惡 《 I がを 妊 

る こ、 •み ニー 革に 於では 八 千 萬 マ， ク 、一九 一二 一二 年には 一な 一千 醫巧 マ， ク 、一九-- 二 器には 
一璧 ST ク 、一九 量 年に を ST ク、 iHi に まつでは 一 5 网 で萬マ， クミ 撕 

に 建し でね る。 • 。 

か、 る大囊 0 S 採用’ 耕地 面 巧 《開が は賽 がを 0 葵を 妻 K 好 巧 喜で ホる で ゎらぅ 
養—— めには 電 おち*, 夕 ，化 等の 讓 問題 も ホ— とな ミホる。 

巧し、 をせ にがけ る 合理化れ ま 養は 化 然とし で 信 巧 蒙に 癸 本の 岡 巧で ゎる 
i な 度せ巧—ぁは— 本 の合巧的なは 化に 化つ での— でぁる。 を おナチ スた材 に 

がでは ホ 愛纂 S 退」 で 行く 援が S られ る。 ， L こ」、..- こを 

巧に 地代 巧— 一れ 《タヵに 化つ で、 一九 一ニ ニ 年中 巧 § 務お智 二十 化 マ， クは一 

ー ミ覃一 m , ク接 tv 含。 これ 等 寡 四ヶ籌 まを 蓋と しで f 化 お」 在ければ ミ 


をい 巧まで あらう。 ハ I 九 ミホ 半ネ ご， ン《】 

巧 ナチ スの 農業な 制 


ナナスは 囊問 ff に臺琪 しで ゐろ 一九 憂 年 一巧 ホに ヒッ トラ， が 政を 掌 おしと を 
に、 ナ； なおは 失— 策と 庭は 寡 9 货 がを 一夫を 網と しで 巧げ、 ドイッ 援奚を S すると 
《はは 先づ ミニつ 《問 f 襄し ミれば なら ミと 舅 0 前畜 f 《ミみ つち 韻 蓋 
みの 巧みの 巧 班に がで ヒッ トラ ふ賽 寡に— しで、 『ドイッ 養の 袭は 某を f いでを 
イさ たばなら 2。 養げ-ホ 《收 まがな ふに まることは 同時は •トイぶ 

化 典の 巧 一— ぅ 卜画 i — を— •卜北 

ら* 巧つ で闻巧 香を 巧が 透す るに f であらぅ」 とぶ ベで & る。 化々 重れ るす、 璧 W 

と— 小？ 貧 if 1 31 地# で聖 。ミ 化 養 織を —しで 

な樓 とお 料し 《ナチ スか 度と つで 巧乏 サる賽 0 寡は せに 襄 0 閒巧 であつ た 《である。 

第 まごこ t ま 


着 興 ホ ナ*« 濟 みな 一 4 す 

を 時の ドィツの ながは エ ちに 劣らのを 进 にわつ ち 巧が のが# にか ふるに 化 ホを 巧の 大巧 C をぅ 
けで々 巧 ホは 一一 一人に 一人の おなで 失策が 虚 にわな、 H お ホ ホが はがが 巧に 比べで ホ 巧し で 0 た •な 
林に めで も 巧を 《巧が の 下が、 なぶ 負 巧の 巧な、 巧 巧な 巧の モが 等々 の お 因に ょつ でな. 朱の 化 支は 
著る し. く お化しで &た 。なは のかが、 巧衡 力の 巧 故、 がボ への 集中が を々 请 がらを がの ホ 巧を 巧が 
の 巧ぶ に嚷 しで わた。 ナ ナブの 疫 策が 尉は かやぅな すなが おからな おを かふと 共に、 W 化げ ホのを 
が 的が 典 か 巧の 巧-ホなる 一部を を 現せぶ とした もので わる。 

《らば ナチ ス のな 案玫 巧とは どんな もので あるか。 これを みるのに を も か 力なを 巧は、 一 化 三 〇 
年に ミュンヘンに がで# なされた 『を 巧み びを 菜に M ずる ナチ タ爲 の宜 言」 である。 これは ナチ ス 
の 巧 謂 W 化肚 み ホ ま 的 化 巧 巧に ぶく 投お 政策を 現を した もので、 ナチ ス满 のな お 網が ともお せらる 
べきれ 巧の ものであるが、 をの 巧 本 あおを おかしで 見る とお 巧 ホの 二つに なする ので わる。 

一、 度 巧の 維 梓 お 化 

二、 を 巧 品の 〇 が 化 (アゥ タ^キ ー) 

か 日 ドィツ 投 菜のを なおみ ホは な 業大防 プグタ ー •ダレで わる。 ダレは ホ 巧の 巧 W で ナナス ホを 
ほ将 しで わる 人物で わる。' たな 策に M しでは な內 随一の 巧 論ぶ で、 わに 述 V た 『巧 巧」 の お 巧 ホ 


でも あるが、 化に ょれば 『ドイツを CN で必 f のは ドイツ 度の 血統の 娘み としでの 髮 であろ 
:史に ドイツ S におす るを 镇 供給 ホと しで 《養で ある』 ナ王 §f 巧は これにを さるので わ 
る。 化 巧の 化 巧の 俾が をな 置し が 巧を 守らぅ とする 化 おは ナチ スの乂 巧 的、 化 巧 ホ お 的 化 ホ 巧の ま 
をな す もので ある か、 このが がを 化が し 得る 力は、 ± にがむな はの 中に あろ えの 如く ナチ タ 

は雙 Q 霎れを r 血圭」 に ホ 《、ドイツ 舅 蓋 Q が 盼芝ホ 代 ゲこン 0 生活を 現代 窝に 

巧 裂し なければ ならない とする。 

ホに なが 供が ホと しでの 疫巧 のま 粟 かは をに 梨せ 的な 岡 題と しで 巧 出される。 外 W なか 吊 k 巧 こ 
化かす る ドイツに とつで、 を 巧 愛 供が.^ 出 ホる 限ら 基 喜る ことは 巧げ 婷堯 制を お 偏す るた 
れ にな 非と も か 巧を ことで 光る。 化に ホ识巧 群の 拂が にがんで むる。 ドイツ かが 備巧 おを 强 すしで 
ネ くには な 村 n § Q お 人に 仕が ふを をが かしで エお化 料" g め お 人に ホで る 外に ホ 化は ない。 がくし 
でな 巧 〇 がの 即 巧は ナチ ス のが •がな 巧を 巧から 巧る も お A で 巧 巧なる 一巧を なす もので わつ で、 た 
ホ 巧 巧の H はは こ、 に 巧 かれで なると 云つ でも 巧言では をい。 

(II) 

ミ々 《 # « M ，ヒヒ 


一ぶ 人 


巧 興 ナナス 巧濟 巧な 

ナ ナブが 票と ずる 5 養 階級 墓？ る 《《接 施を 《蔓的 囊ろ蠢 S 制 巧で わ 

ミ 搜地世 巧 制琴ガ 施は i ー ー萃な の 霎農化 法に を くが、 をの 貝 的に がでは 寡の 窒力 

ホ r おが ゲ ニンの 基舊 巧を 黨 しで、 ドイツ 資 0 襄 《源を としで 0賽巧 みを 策ず るた 
め こ、 寬を護 § 巧と 藝 K ょを がから T 永く 氏 蒙 相 寮 ホと しで 皇賽 0 葛たら 
しめねば 在らち 蠢寡 S 言 S かち か 技 装け SS ら 《。何とを ば 舊差お 維 巧に 
必要な だけ S 3 を它 、基 ！ SKM 5 整が と 分 W 3 si 堇な 《中-^ 堯沒 ぶと 度の イ巧 

に 巧 ずる あを のな 巧 だからで ある』 

この 蘿 にょつ でが 巧 蠢 としで 現牟 冥る 上 地は 左の かきな 痒 上の 巧 巧を もつ。 

一、 化— 地とは すと も 一ぶ を义 ふるに f、 を大— 重へ クタ— 化 下 に 葉 
巧 化に しで、 一人め 巧 作 可 化なる 農 巧に 巧す る ものを いふ。 

一一^挂な はを」 とミ受 S ドイツ 屋 K し V、 •トイ 畜受爱 ミを はミ享 

る ホに 巧る。 


四、 化が 搜 地は 不 かおの ま、 か續 人に か續 される。 

ち ホ 问巧續 人の 巧が は 「養 J の 他の 化 ホに 制限され ろ 
六ぉ篇 巧は-化 亡 おかに ょつ で 巧 除义は 制限 さる、 ことは ない。 

.と、 世巧搂 化は 謀が し 父は 巧 化と する ことか 出 ホない。 

巧 一一 十五へ クタ，； 盞巧冀 と S へば、 ドィッでは 畜 中農に 蔡 ずる。 中 ふなめ 主が 所 
みに 巧 湿を 巧へ て 寮を 蒙ち 寒 薦§ が 作用から 髮 し、 養 Q 生活 畫泛お 化 的み が お 
さちで 持」 ミを とする 《かこ Q 霍 《教 所で わる。 隨 つで こ S おが 語な 5 於 巧を を 
かにぶ •ほしつ、 わる か、 巧 K ナ千 K 《貪す る璧 なる 度 林 《雪に 如何なる 奠を累 つ、 わる 
はを た 巧を K > 閒篇 であつ で、 31 的 K は缓 1 《み 5 ところで わるが、 巧 巧 0 が 態は,^ かか# ぶ 
を 許さない ので 巧を なから おんどを く 不明で ある。 

( I 二」 

ナナスの 業な 制は 他の 業 部 巧に 比較 するとを を 巧 格な i をと つで むろ 獲に# 挺を を 

げた ドィッ S 董ま的 空 策ち 辈堯化 《義 K がで ぞを皇 的叟を 黨で& たので 

第 また# 通な -ヒ t 
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ナチ ス巧巧 A ぶ： 卜に なつで もが々 のか 策 乃ち ながの 脚 緒の 力 かお 巧 的に 强 かつた。 をれ に比べる と 
小 化 おが •巧が 夕 かを みれ 比 较诉ホ 化な の 段 巧に 止つ でぶ た说 策は、 闲 ぶの 權力 によるが 巧の なが 制 
とが 巧を 必巧 とし、 またち のためにが がの 化が でも あつたの である。 携 おにめ ける 唯一の ながが な 
な 制 巧 巧と しで ナチ スの嫂 策 化 巧のを がを ー モに引 さなけ でむる のが 巧な が‘ 蝴 巧で わる。 

闻 なが 1 E 巧は 一九‘ ニー ニ 年九リ の闲 をが 脚 巧 巧ぶ おぶ 及び 推 ホ 物の：^ 巧 ホに 巧が 統制 おが 比に よつ 
で 化 巧 まれた 搜策を 代ぶ する 唯一の W 巧で あつで、 强制か 入の 巧 巧を もつ 公 注 人 W おで ある。 化、 
ホは 搜お ホ携 おない 化な、 度 お 化 引 お ホぶ び 搜ホ物 化 王 お ホで ある。 卽ら搜 策を おぶ、， りか 皮、 
小作 搜 、なち々 冀や搜 おお M 器は いふまで ぇない •か、 をの 外议お 器の やぅな 化從 や找ホ おを 
取 6 な ふ W 巧 か 策 ホ (卸 及 小 巧)、 摧ホ 物の 巧 お 並に 化工に 化がず るエ おぶ も 化 人し なければ なら 
をい。- 

蜗 を粗當 S 寫冀を S 蒼 指 拳と 稱」 、闲養 指冀 はな 巧な襄 疫寡 ドに わるが 

現在は 食 粗 度 策 大巧 ブ^タ ー •ダレ か. りら ホ 化しで むる。 

W をが 農竺 ぶ 碧雙攫 をれ、 器 著ち K 及 蓋 お舊遵 K 再 分 3 si、 これ か 

また かかされ でせ ド 化の 市町が 携化闽 おに ザる。 ななお 巧の 廣い 地方 度 お 脚 巧 じがでよ、 化 おと K 


町村の 閒化巧 巧 農 巧 還が 設けられて むる。 而 しでを 等の 搂は留 には ホ々 の髮— ホが 上み 
巧 期 化ょ つで 任命 3 れ る。 を 泣 Q 組 巧が 上を 0 み々 K 基いで 助く。 お 薄 ホ遵を 愛し 献則 とし 
て&る ことは 言 ふまで もない。 

ホに 闲を演 粗 《巧 能 ミいで 見る と 二 ま 0 餐を もつ で f こを かる。 巧 一の 试 能は かかの 
か 肯的ホ K 巧 術 的 巧 球 《化 巧を もち、 化は 掩濟か 巧 的 ホ 巧が 制 0 巧 巧を もつ。 

っ田) 

これらの 器は 5 の强 制々 〇; 組 巧で あろ 两を證 巧に 巧 巧し、 をな 囊大 匹の 巧が 監巧 
の 下 化換 系ホ菱 統制を 巧 ふ？ あるが、 次に 霞に、 ナチ ス 0 農 菜な 巧と ホ 巧が 制 ぶ 

一九 111H 菱羣困 f 時期 K がけ K >; sf S 望 Q 靈 ちな 房 基 K 據の冀 

を 巧へ S 化 まを 資得る 程 化に 携ホ 答を 引 点る ことで みつ 《。を こで 巧 一は 脚宙 となる ミ . 
ミな 審 《巧 制を 强 化しで 外 SS 笞 K ょ？ S 内 墓が S ミる？ 防 r ことで あ ミ 
政 巧は ち 皆擇巧 所を 巧 さ、 爲替巧 巧外異 S 雙が制 する 墓を 輿へ、 みせでは 
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i 投ホ 物に 化らず エ 菜が 巧な をは じれ ま おかな 二十 六な についで 巧な を 巧 巧が 巧 巧され でむる。 をの 
ぅ も 投棄 巧 W 巧では 一、 お 物 飼 巧が 化摧ホ 《が 巧 所、 二、 おがぶ おお 品を 巧 巧、； 一一、 乳が；： 1 加 化 巧 
巧 巧、 巧、 巧 巧 巧 巧、 五、 闻 寒な、 化かが 化を 巧 品が 巧 所の ぶつが あり、 このぶ つは を 巧な お大は 
の監 せに 巧し、 が 巧の 投 策々 火 テ^ 脚 巧と あを じな：！ しで 外闻が 品の •おがを 巧 節ず る。 

々に Mrt 生を 物 ホ おのが 制は が 種 化かの 仕 ホで あるが、 今一 例と しで 教物ホ 巧の 統制を A ょぅ。 

一 一九 S 网牟六 パの あ 物 生 ホ 化 巧 化に ょつ でを 巧 度 お 大店は、 な 物 ホ ホ ホの お 物 化 巧み 度び 化が ぶ 化 
さらにな M 化な、 化 引 曲、 がか 策 ホ、 パン 巧を 莱ホ などの 化かの 化 入、 おがの 販巧化 ついでも' ち 
- の 姑ぶ ぴ ホな をが 制しが る こと、 なつた ので ある。 而 しで. が 路に倘 々のぶ：：：： の 化 巧れ 化、 乂 化、 化 
ホ じちる までの 巧を をが ひ、 をのが 務 にがる のが ドィッ お物綻 み 中 化が ななで わる。 中 化が なみの 
ドには 卡 九の 地 おに かれで が 地 おおに 敦巧巧 W 脚 巧が わ 9、 こ、 に俩 々の お 《生 ホ ホ， 巧の かてた 
ホ、 お 《に W ずるが 人、 パン 巧を 業 ホ 速が おつで むる。 が 巧 上の 巧な はこの 巧 巧巧濟 W 巧の 化が で 
_ ある。 中央 巧な みのが 制ぶ は W ぶ椎 力が 巧 巧ず る。 卽 もが おの 巧 だぶ には 化 巧の が おにが 逆ず る ホ 
I としで 巧 巧な 刑罰が 化 へら U る。 法が はを 巧な ぶ大 おのか かに 连 - U したぶ じ、 f ルが 义は个 萬 マルク 
な： 卜の 前み をが する ことが 出 米る とがを しでむ る。 


ぇく の 如く 嚴 金な 能が のが 制を 巧が しでむ るに も 拘らス なかは な替 g ご. 公正なる 祭」 を お 
持す る 《に 困- 〇 貧で ゐ る。 隨 つで 一九 一一 丙 年な 化は 政 かが 隻 にがが 《巧 巧を だざる をない 
が おとな 6、 摧莱 がが に 於では 巧みめ 策が 非が な 金を 巧を 帶 びで ホた。 

ナナス 支が の 躬一伞 はかが の 巧 力が ホと しで 換を 物が がの 引 上には がれた のは 化に 述ぺ たぶ 〇 で 

ある •力、 がげ は霎度 寡 K つ SV 版 巧 S 苹 とな 5 數援を 決 葦を 江を 揉つ た。 巧爹 t 

たなぶ 巧が を 化かは 『公正なる 仿 が』 とげぶ ので あるが、 巧が かぶの みお 的 巧 ホが 巧ぶ されで むる 
課では ない ので、 天降ら 的を 巧 巧の もので あつた。 併しながら お 化が かが 決ぶ しでが おはがに で 
げられ たし、 需が M がから 供紛の 不足を がげ た 時には いつでも 化を 巧 ホょりは 化で 化 引す る ことか 
出々 ク の である し 3 るに 一九 三 阿が な ホは をれ ょら もな くもを < も 巧る ことの 背 さむない を 巧の 
化かが 化ぶ 巧みと しで 設を される ことにな つた。 が も 一ぶ 巧 削、 一 左が 品の 巧 かを な附 けこ , rk 
お ふ 制 化で わら、 現な ではを 要を か 品 化は 一が 化が 附巧 がが 適用され でむる。 

化々 報 迸され る 如く 現 おの ドィッで ち 單備大 《張が 必然の お ホと しで 物 寅の 不 ちみ 化な か 化 
のみを に 巧んで なる。 脂 吟 か、 パタ 、送の 畫が 巧に 冀 である。 このが 巧は めが も 公が と廣 

めでむ ミ ‘ 


着 興ナ *ス|| 濟 If 巧 lA 因 

•昨年 化 巧に ニユ ー ^ ン ベ^グで 巧 かれた 誤大 貪は がで、 ナナスは を 巧 ホは 旅 巧の 円 給 円 化を：：： な 
とする 巧が# 四 ヶ年升 まを 巧 表しで 化み の 注目を お A た。 をの 巧を に 巧し で ナチ ス のが 袖は、 巧 ド 
のを かがの 不足が 態は 『パンょ らも 大巧』 の 火 切なげ 势 から 巧る 避く バ からざる お 巧で わると ぶ 
き、 闻玲大 ホの 巧が なるな 巧 的を 倍を 巧 ホした。 

かやうな み乏が 態から を 科 品の 巧 巧が 上み の 巧 向を 强め るのは！ の势 である。 しかし をれ につ 
れで W を 泣 曲 巧の 巧 化なる ザ 巧が 制 巧 能 も、 蘇 作な ほが 法の 立 おから か 物 おはな ホ 巧を 化 て 襄 A へ 
r をぶ をる 巧が』 をな で 供がず るな 巧に 巧が しつ、 あ々。 C 一九 ミ々 半 末) 
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曰 本 資本 ま おの 逃避 
巧/ 日 满経巧 五ケ 年 
計畫 おの 巧 導 的巧悅 H 

生を 力 巧を 皮 巧が、 現下の 巧が 巧 政ち 巧 的中む 
逆 目た る こと は 化を 的に は ホく 理解され てきて 
ゐ るが、 共の 具 值的許 巫と 指ず 右 かとが いかを 
る もので あるか、 又い かに 進 興す ベを もので わ 
るかに 就て はも 化ぶ の閒 にたてさへ も 充分 をげ 
究が出 來てゐ ないや ウで わる。 

ホを 小を 巧 一巧は 特に 化の が 踏に 巧す るち 大 
巧 1¢ で ホり、 現に 巧一換 にを つて 指 タピが 巧# た 
なけて わられる。 本 まは、 M 巧が せ 巧り 田な を 
資巧を お 化して 日、 滿 W 聞を 格な 的に 火な して 
いは ゆる 投# 巧廣. 五ケ 毕計畫 がいかを る 本 巧 
の も© であ 0. 之を おもな 巧に をけ せし むべき 
括 巧 巧 神と 其 柏 的エか がい 力 > にがな されむ ばを 
ら A かを お 助に. 且つみ 推のに 解ぶ された 力酱 
である。 又. 因が 斤に いは ゆる 巧 巧が J 柏站 に蝴す 
る をな 痛 巧な るれ 判た がみて. ななぶ のな 巧ち 
巧しても わる U な も 本 巧を 柏の-お 巧は 但 くちが 
巧が!、 巧みめ で わるのを 付よ りの特 なと ナるこ 
とが かがる。 U . が. 滿* づヒぶ fe 通じて 巧濟ぶ 

华 ミト 史の迎 日 に 典 I みを 掉たれ る 巧が はを がせ 
の 度 化ぶ の 沾货と 化が とに M むせられよ • 
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